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ごあいさつ

　ここに「立正大学大崎図書館所蔵河口慧海請来資料解題目録」を一ヒ梓できるこ

とは本学にとり誠に悦ばしい限りである。

　河口慧海は19世紀末に仏教原典を求めて日本人として初めてネパールおよびチ

ベットを訪れた仏教学者である。当時のチベットは鎖国状態にあったため、慧海は

先ずネパールに滞在し入念な準備の上でチベットへの入国を果たした。それからチ

ベット出国に至るまではかなりの危険と困難を伴う日々であったようだが、慧海は

広く人望を集めるとともに多くの資料蒐集の成果を上げた。開国後の1913年にも

やはり仏教原典を求めて2度目のチベット入国を果たしているが、この前後2回の

チベット訪問の顛末については慧海自身による『チベット旅行記』によって知るこ

とができる。

　慧海がネパール、チベットより請来した資料は大分なものであり、仏典はもちろ

んのこと民俗関係資料や植物標本なども含まれる。現在、それらの請来資料はいく

つかの研究機関、博物館等に所蔵されているが、慧海がネパール、チベットで入手

しながらも、これまで行方不明であった資料の一部が、立正大学大崎図書館に眠っ

ていた。本学大崎図書館では、これらの請来資料の綿密な調査と整理を仏教学部庄

司史生先生にご依頼し、その成果を「河口慧海請来資料解題目録」として刊行する

こととしたのである。本書は、本学大崎図書館における請来資料の図版と目録、そ

して、資料解説と受入経緯説明などから成る。このたびの刊行により本学大崎図書

館における慧海の請来資料のいくばくかを明らかにし、これを以って貴重な資料を

所蔵する本学の責務遂行の一端としたい。

　最後に、「河口慧海請来資料解題目録」が仏教研究の発展に多大な貢献をなすで

あろうことを確信するとともに、河口慧海の学問的探究に向けての情熱が連綿と受

け継がれて行くことを願いたい。

　　　　　　平成25年3月吉日

立正大学情報メディアセンター長

　　　　　　友　永　昌　治
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凡 例

1．本書は、立正大学情報メディアセンター（大崎図書館、以下、当館と記す）所蔵の河川

　慧海旧蔵資料（サンスクリット語、パーリ語、チベット語文献）の目録である。

2．本書の構成は、以下の通りである。

　　　1）図版…各資料の本文冒頭部を掲載する。

　　　2）目録…各資料の書誌情報を記す。目録の冒頭部には「目録凡例」を付す。

　　　3）解説…各資料と河口慧海との関わりについて記す。

　　　4）受入経緯…立正大学が当該資料を受け入れた経緯について記す。

　　　5）文庫紹介…当館に設置されている河口慧海文庫について紹介する、

　　　6）修補報告…当館が施した修補のうち、Gailda－｝：v励αについて報告する。

3．全3点のパーリ語文献については、未比定のまま掲載している。

4．チベット語は、Wylie方式によって表記する。

5．チベット語資料のタイトルは、主として標題紙から採る。著者名にっいては、東洋文庫、

　Tibetan　Buddhist　Research　Centerのデータベースを参照している。

6．当館所蔵資料には、若干の重複が認められる。その中には別版のものもある。それらに

　　ついては、解説部に記す。



図版掲載資料一一覧





図版掲載資料一一・覧

No．l　G（’η4α一、’i’i7ha

　　｜．1経典本文（第104葉裏と第105葉表）　12書き人れ（第397葉表）　1．3経嫉禿反

　　L4本丈最終部（第401葉裏）
No．2　∫tll｝11’a｝・o‘i‘ハ・ご1．tCIJ7h・tl

　　2．1経典本文（第5葉表）　2．2経典本文（第5葉裏）

No．3　11Si〃ノ7θ／e．ye　m〈〃Utscviptj

　　3」全体図　3．2本文冒頭部（第1葉裏）

No．4　11∫i〈〃jl（we　MCUIttSCTiPt（／ノ∫

　　4．1全体図　42添付されたメモ　43本文冒頭部（：2”s　1　　り三？乏）

No．5　f∫1〈〃11c・se　llltUlttScノ’ipt　r2ノ」

　　5．1本文冒頭部（最終葉裏）

No．6　sL）c・dge　hka’這v《〃’／〈〃πηbs　Tc〃ピg｜・z〃・

　　6．1全体図　6．2ミスプリント　6．3（第219葉表）

N◎コ　　　bs　Tt喜｝1 　hcos　’9｝ヤ自ザザo　c（ノ9　gsu｝lg　bα｝’du 　b∫9ザ1fb∫P‘ピi（∫1｛tlザ〈・｝〕“91．shangs　P（ピi（程｝y（t｝lgs

　　7．1全体図　7．2書き入れ（第37葉表）　7．3，！i：き人れ（第16葉裏）

No．8　　ソ：ソπ∫gソ）αS力esノ’ab　All’i　pノπa　i’01　titphi’inノ）Cl　hitgi’ad　srθ〃9ノ，〈’

　　8．1本文冒頭部（第1葉裏）　82全体図　8．3蔵（1；二印（第191i　ミ）

No9　¶Ph“g．　

s　pα　duni　htに加g頭s　pσ：hes　hya　ha’i　nitt（）

　　9．1本文冒頭部（第1葉裏）

No，10　／〃iDo〃iting‘andj〈dKar　c／ia9‘clgos’ciθc／k〃パ／！l’1〃79

　　10．1第2葉表

No．ll　　アノ7αg～ρ〔」‘1：ani　hha／ζピ「〃1ts／7‘711ゐ1gvσvtSCI　hilgi・‘1〈〆1）a

　　ll．1本文冒頭部（第1葉裏）

No．12　∫kes　i’（ih．s’ノ！vi／79ρo’i（i　X〈」

　　12．1本文冒頭部（第1葉裏）　12．2破損と書き人れ（第7葉ノξ）

No．13　c／Buノη（」1’ts（t／）α　shes　J’ah　Ap’i｝iga9‘don　bsh“d　pa’・iilρθc／7e　’i　pi1ノ’e〃9　hci

　　l3．1本文冒頭部（第｜葉裏）

No．14A　β、’δんご’i’（I　i］cl　St〃ηc〃μカノαη9ノ’tag．s’A］’iソ1’9ρ〈」9’！v八

　　14A．｜本文冒頭部（第1葉．裏）　14A．2蔵1］｛：自］と，1　i：き人れ（第1葉表）

No．14B　あ万κ‘↓ノて↓！7α∵’バ‘’ba　sz’mα’ρα品ノ7g〃αgv　All・i　lilt9　1コ〈t　f4］．X’八

　　14B．1本文冒頭部（第1葉裏）

No」5　　｝lt／9‘〃19S　CCIII　gv∫sk‘π∫　k）・is　brda．SPノ’od／フ‘／’i　hstc↓il／）cθN　Sit〃∫（・〃9」CI‘／Cl〃9〃Cl．gs勺・↓71’9ρ〈ピ∫

　　　　川‘〃〃bskctci〃lk／？CtS　mc／iog　si　tit　’i　：1ml　timg

　　l5．1本文冒頭部（第1葉裏）　15．2ウメ字書き人れ（第7身Ud：）

　15．3モンゴル語書き入れ（第18葉表下）
No．16　Bod　k．vi　hi’da　spi’od　Oa　’i　g：ノll〃lg　Slt〃1　Cltノブa　c／c〃79”τ‘’gv力’／lili，9　i）ci　i　1、　’Ui　1．g）〃9f”〃～17’990写go　sla

　　　　hai’hk∫’a〃）‘’／eg，　bsノ？α‘1　sηan9　ha〈da〃1　Pt」

　16．1本文冒頭部（第1葉裏）

N．　o．17　L〃〃gc／〃sto〃／フ〈」∫〃’ηcu、pa批7’791九但～A］’iソ／’9ノ）‘ピ∫ノllCI’η’91’e／1egs加／iCiti　snc〃79　hvecl　｝io1’hlt

　17．1本文冒頭部（第1葉裏）　17．2書き入れ（第1葉表）
No．y8　　　Sluハl　l’ltl　t4s　k｝’｝ dper　｝Mliod　nnkhas　pa’i｝’ic｛　’phH－09

　｜8．1本文冒頭部（第1葉裏）

3



No．Xg　　Sum｝’tags　kyiドnα｝11　bshad　llt）｝“btt　ke　tαkα’l　

do　skαl　du

’bod　pα’i　

dgαg　lαn　tshαngs　Pα’i　thig　gi

sμmゴo

　19．1本文冒頭部（第1葉裏）　192書き入れと蔵書印（第1葉表）
No．20　sGra　’i　bstan　bcos　szun　Ctt　pa　’i　tshig〈don　gsa1　ba　’i　ine　long

　20．1本文冒頭部（第1葉裏）　20．2書き入れ（第1葉表）

NoユV　sGra　

ti　bstan　bcos｝崎tags　k“’i　’

ju9　pa　’i　tsliig　don　gsal　ba’i　

me　lon9

　21．1本文冒頭部（第1葉裏）
No22　∫ltM　CII　PCI　dang’7α9∫K］・i　lil’．g　pc‘　’i　go　do〃ノ・tso〃la／tgO’tlgs　Stt力τ・ed　pa　’i　dpei・b’liod　la　p／〃w7

buピi　’ 9rel　bshad　ciang　1）Cas　pa　legs　bshad　ri｝i　che｝l　d《）slial

　22．1本文冒頭部（第1葉裏）　222書き入れと蔵書印（第1葉表）
No．23　rTags　A［｝’i：7ti．g／フ‘ピ↓∫ノひプηgρo”cfon　mdo　t5atll　bi：iodpa　dka　’　gnac／　gsal　ba　’i’ηe　10iig

　23．1本文冒頭部（第1葉裏）
NQユ4　sDeb　sbyor　rln　clieパbyこ｛｝i9　gnas｝k“’1　bsdi｛s　Sgドel　kl｛ll　pllCI｝1．s｝1α｝1g　bα

　24．1本文冒頭部（第1葉裏）　24．2書き人れと蔵書印（第1葉裏）
No．25　　Bod　kyi　skac〃α∫g写く」γノソ！v〃？g　g’hi’da　’i　A’h．i’adpai’　s　oon　pa　legs　pa”bsliαd　pa　li　shi’i　gur　kha〃g

　25．1本文冒頭部（第1葉裏）　25．2書き入れと蔵書印（第1葉表）

No26　　Bod　Rp　’i　bi“ddi々ve　hrc」．g　g．sa／baJぞbNed　Pa　ngαg　gi　SgrOll　MCI

　26，1本文冒頭部（第1葉裏）
No27　Bod　k・i　b”da’i々、で1）’ηg　g∫〔」1　hai・b∵ed　pa　’iわstan　hcos　lsl｝ig　le　’iti’b．i’as　pa　mkhas　pa’1〃g‘7g　g’

　　　sglてoηMCI

　27．1本文冒頭部
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目録凡例

・ 本日録ではサンスクリット語、パーリ語、チベット語∫ζ献の順に記し、通し番号を与える，

・ 当館所蔵の河口請来資料はサンスクリット語2点、バーリ語3点、チベット語∫（献22点

から成る＝

・ サンスクリット語文献2点（No．1－－2）はともに大．乗経典の写本である

・パーリ語写本3点（No．3－5）の中、1点（No．3）はシン・・ラ；（字写本、2点（No．4－5）は

　シャム文字文献である＝

・ チベット語文献22点（No．6一ユ7）の中、2点（No．6～7）はカンギュ’レとテンギュル（いわ

ゆるチベット大蔵経）の一・部、4点（No，8～［1）は蔵外経典、2点（N（）．12－｜3）はチベット

撰述論典、14点（No．14－－27）は文典である、文典の中の1点（N（・27）のみ写本である、

・ 各資料の書誌情報は、資料の原典名　著者名、和名を記し、また0材’質②サイズ（フリ

ントサイズ）cm．③字体④行数⑤総数0マージン⑦冒頭部⑧最終部⑨その他押印、
書込等を記す、

・ 0～⑨の中、該当する情報が存在しない場合は一で表記する，

・ ⑦では各資料の冒頭部から本文がはじまる前まで、また⑧では各資料の／9　k終ゴ後から資

料の末尾までの翻刻を記す，

・ 文献によっては完本ではないものがあり、その場合には足献の「冒頭部」と「最終部」が

欠けることになるため、本目録では⑦と⑧には「欠」と記す．

・ チベット語文献No．10は全105の小部の典籍から成る集成である　冒頭に川録（dKar

chag）が付されている，本資料においては0～④の項日は共通となるため、1盲複する情報

　は省略する．また、No．10に関しては各文献の相訳をすべて省略している

・ No」0の文献名表記、文献ごとに標題紙に文献名を記す場合は、本lI録でもそのクイトル

を採取し、さらに目録にもタイトルが記されている際には（）にそのタイトルを記す、

　例1：標題紙にgZ（ピ川ωハ1∫如Tz’〃1、日録にgZlピ．l／Mlとある場合には、　gZ“　’　MILU｝IS如

ylf｝川gZゴ｝w｝りと記す／，

　　例2：標題紙に動α〃ls、p‘ピ／川1∫ノlt〃？1）ノgv〈’J’tSCI　i）1－g．、・cici　／）‘’　g：lt｝lgs　s’1gags　tic〃贋ゐc〈ハ1）αとある

　　　　　が、目録には記載が無い場合にはBVtU｝iSノ）‘ピ」〃lts／1ωM　1・’き｛川爪θノli：911・‘κ／ρ‘’gコ〃19S

s｝igags　dang　bc“s　pa臼と記す

サンスクリット語文献

No．lGαη4α一｜，v励α入法界品

　0ネパール紙②45．o・12．8　cni③写本サンスクリット語（フ．ラチャリタ・ネワール体）

④7行⑤402葉：1al－401b7⑥gal〕da⑦（1bl）［oln　llalllah　sar、a］buddha－bodhisattx・cbhyah　［

gal〕（］a－vy〔iha－nnahAyi］avastotra－ninAdito　jinast511蚕IP　parミat－mal〕（lala－s5garanfimn烈　、『y〔ih5dikaI11（lb2）

［proktam］　　［1］sugata－samfidhya、・ataraO亘＾nitya－buddha－vidarSananp　cai、’a　dhimanaip　gll巨gamanalp

6ravaka－vi》ayEnugamanafi　ca　I［2］sututi－meghacintya－mah蚕buddllo（1b3）tpadapra－kA≦　analp　sudhiyA

saddllarmma－ratna－s巨gara－samantabhadrarha－nirdeSam　IL［3］sarvva－tathAgata－－suru－cirasam5dhi－

s2gara－paraniparAvag．amAt　（lb4）jinasugata－sam5dhi－s5garal11－parampara≦calluganta、・yah　　iti［4］

sugatasam互dhi§atair　vimok§a－sagara－paralpParabhig　ca　sugat［atmajcna（1b5）sudhiya　mafijuSrinAm

adlleyena　1［5］nirdi≦atg　sugatanam　vy［iham　acintya　tatha　jillasutal1烈111　vikrTditair－bahuvidhaih

一 31一



sphula－jagad－ananta－pa－（1b6）ryalltam　　［6］tasyai、『alP　nirdiSato　da〈．　abala－tallayallsya　bodhibala－satv5h

avaterur、『i5ayodadhimatha　sugatal1亘11111ira、’aSe§am　　［7］teSalp　sam亘dhi－sa－（1b7）［ga］rallla、’akrfimad

daζabalAIlubh互vena　l、『ikrT（4itair　acintyaiS　caranti　yasyallubha、・cna　　［8］cva　saln百hitadhiyastc　～『aSinob

sat、・a－s5－（2al）garam　ananta－pravicarur－、『inaya－Satair－vividhaii’－5nllaprabl1烈、anayaih　l　［9］　na　ca

sugata－padan1亘lan　kecid　api　upajagamuste　mah烈一satvAh　　、『ividhair－viinok＄a－v6ayair－viharanta－

stl’aprameyaiste　l［10］prakr巨ma［dakSi］（2a2）1．頑pathamatha　caryyfilll　jillasutab　sa　ma亘iuS百r　bodhisat、・a－

lalita｝r、’i田ya叩sat、『fiparamabodhau　l！［ll］dhanyAkarAtpui’a、「arAd－a皿p6r、　vcn烈s（）vineya－va頭d－

vinay5sa　mah互．ianam　acintya－nirdege、’aSit烈bhib［112］（2a3）tatra　sudhana］p　k！’p烈！u－dharmmadhallo

bodhaye　sam烈dapya　kaly琢Oa－mitra－s5gara、『atmanya、・at5ryyakaru口yat　l［13］vijah烈ra　sat、『a－vinayair

bahubhib　kミetr烈n〕ave§va　mitak5yah　e、『alp　vidhiarしlpayair　abhivillaya－（2a4）bh，fivya．ianakfiyani　l　U4］

sudhan6pi　tad　anu6亘ntyfi　meghaSrT－sAgar5np　buddha－pramukhai［1〕］kaiyanamitra－siigai’amar巨nコya－

sanlanta－bhadr互ntarn　［　［15］　vinayan　sat、・a－sahasr5n　tatk；ay［intargatah　sa111烈dhiSatair－、「ijah5r511a－

｛2a5）ntadhiyonsamarptabhadra－caryyabhimukkhah　l［16］　ll　c、‘anl　may5　Srutam　ckastnin　samaye

bhagavafi　chra・・asthy頭viharati　slna　l⑧　iiamab　SrTprajfiaparamitayai！merau　sva叩〕こlsa［ro］．．，

．．ri　lasat＊　1蚕lityal皿＝5s5dit51p　prajPlap51－alllitilll＝up烈yasahit亘111、『arlV！ojx『al51alllkrt烈lp　il　bl’ah　ni　5c　x・i＄

numaheζvar5didi、・i§ad・rndaih　sadar5dhi励11、・amdc　haip　jagadiSx・a巾1　trija［gat5m＝5］（⑧は、堀仲

・郎氏による）⑨書込経峡板

No．2　Sa」？nvcti・odai，a－tantra最勝楽出現タントラ

　　0ネパール紙②23．o・7．5　Cm③’5：本サンスクリット語（デーヴァナーガリー体）④6－7

1∫⑤1葉：5al－5b7⑥一⑦欠⑧欠⑨第5葉のみ

パーリ語文献

NQ3　VSi曲αlese　inαnuscrミP∩

　　0　Palm　leaf　O　44．5・3．6　cm③写本シンハラ文字④4｛∫⑤78葉（illcomplctc）（）一⑦一⑧一

⑨経軟板（メモ添付　銘文）糸iE

No．4　［Sicu？iese　117ai71tsz〃ψr（1）］

　　0　Palm　leaf②　44・32　cm③”　コ：本シヤム丈字④41∫⑤lo4葉．Plb1－lo3b4◎一⑦一⑧一

⑨経峡板紐

No5　［S「amese　Jlla」7z1SCi’iPt（2）］

　　0　Palm　leaf　0　45．3・3．7　cm③写．本シヤム文字④4f．f⑤116葉lb1－116a4◎一⑦一⑧一

⑨経巾失板紐

チベット語文献

No．6　sDe　dge　bka” 9vz〃’　／andLl　bs　Tan　’9t，i〃’デルゲ版カンギュルとテンギュル

　　0チベット紙②6Lo・12（52．8・7．4）clll③版本④7行⑤83葉⑥一⑦欠⑧欠⑨ミスプ

リント等
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bKピ’gyllrイre力

1．’Dul　ba（2　fols．）：1．Cha、165　fbl．（＝Tohoku．　No．3）、2．　Da、97　fbl．（＝Toh．　No．6）

2．Shes　phyin（11fols．）：Bum（4　fbls．）：1．Ka、26　fb［．（＝Toh．　No．8）：2．　Ka．279　fol．（＝Toh．　No．8）：3．

　Ca、206　fbL（＝Toh．　No．8）14．　Cha、8fbL（＝Toh．　No．8）、　Kh亘＿bエg測（3　fols．．｝：1．Ga、47　fbl．＝Toh．

　No．1α2．　Ga、78　f（）｜．＝Toh．　No．10．3．　Ga、81　f（）L；Toh．　No．10，旦幽dfbL）：LKa，35

　f（）1．＝Toh，　No．12，　Shes　rab　sna　tshogs（3　fbls．）：1．Ka，80　fbL＝Toh．　No．14：2．　Ka，102　fol，＝Toh，

　No．14：3．　Ka．258£oL＝Toh．　No．33．

3．Phal　po　che（9　fols．）：1．Ka．110fol．＝Toh．　No．44：2．　Ka、128　fbl．＝Toh．　No．44：3．　Ka、179　f（）1．

　＝Toh．　No。44．：4．　Kha、12fbl．；Toll．　No．44．：5．　Kha、99　fbl．＝Toh．　No．44．；6．　Ga．70　fbl．＝Toh，　No．

　44．二7．Ga．219fbl．＝Toh．　No．44．：8．　Ga．219fbL；Toh．　No．44．二9．　A．349　fo｜．＝Toh．　No．44．

4．dKon　brtsegs（4　fols．）：1．Ka、229　fbl．＝Toh．　No．48；2．　Kha．123　fol．＝Toh．　No．51二3．　Kha、292

　R）1．＝Toh．　No．56：4．　Ga、164　fbL＝Toh，　No．56．

5．mDo　sde（21　fols．）：1．Kha、7fbL＝Toh。　No，95；2．　Kha、45　f（）1．＝Toh，　No．95；3．　Ka，49　fo1，＝Toh，

　No．95：4，　Ga、33丘）1．＝Toh．　No．99二5．　Ka、35　fol．＝Toh．　No．99：6．　Ga．95　fb｜．＝Toh，　No．99：7，　Ca、

　204fbl，＝Toh．　No．108；8．　Cha．159　fbL＝Toh，　No，　l　l　2：9，　Da、100　fol．＝Toh，　No，127110．　Da、209

　f（）1．＝Toh．　No，129；11．Na．150　fbL＝Toh．　No．136：12．　Na、298　fol．＝Toh．　No．140：13，　Tsa．4foL

　＝Toh．　No，181：14，　Dza、84　fbl，＝Toh．　No．222；15．　Za．55｛bl．＝Toh，　No，248：16、’a、30　fbL＝Toh，

　No，262：17．　Ra、223　fbl，＝Toh．　No．287：18，　Ra．224　fbL＝Toh，　No．287：19。1・la．33　fbl，＝Toh．　No．

　340；20，Ha．114fbL＝Toh．　No．340；21，？、160　fo1．＝Toh．　No．？

bs・Tan’gy’ur　（black）

1．gSo　ba　rig　pa（7　fols．）：LHe，　l　fbL＝Toh．　No．4310．　Foho：151：2．　E、6fols．＝Toh．　No．4311、

　Folio；84．85．87．90、91、35［a．

No。7　bs　Tan　bcos’9t’ltr　i’o　cog　gsz〃Hg　bai’du　bsgrめbs」pa　”i　clA’c〃’c／？‘lg　tsha｝igs　pa’1
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⑧＿ces　pa’di　l聴allgs　calゴgro　ba’i　lngon　po　mi　yi　lha　chos　rgyal　srollg　btzall　sgam　po　dallg　dbyer

med　pa　f／’ pho　lha　bsod　nams　stobs　rgyas　sam／’ jam　dbyangs　gong　ma　bdag　Pos　jしm　dbang　gi　las　kullg

gnang　zhing　rang　gi　bsod　nams　dang　maln　dpyod　rab　tu　yangs　pa’i　dpしmg　pa’i　shugs　kyis　yangs　pa“i

nor’ dzin　chos　bzhin　du　skyod　pa’ibka’stzal　dang　du　blang　ste　phur　bu　lcog　gi　ri　khrod　pa　ngag　dbang

byalns　pas　chu　pho　khyi’i　lo　ston　zla　ra　ba’i＾ phrod　sbyor　phun　sum　tsoL2s　pa　la　sbyar　ba’i　dkar　chag

t9．　angs　pa’i　dbyangs　zhes　bya　ba’dis　kyang　bstan　pa　rin　po　che　yun　ring　du　gnas　par　byed　nug．　par　gyur

cig〃⑨経峡板紐書込

No．8’Phags　pa　shes　rab　k＞コi　pina　rol　tt｛　pk：．　iiη　pa　b｝’g・ac／sto’lg　p‘1八千頒般若経

　0チベット紙②30、8・8．8（19．4・45）cm③版本④6行⑤574葉：1al－574a5⑥＜A＞
brgyad　stong⑦（lbl）／rgya　gar　skad　du／Arya　aSta　s　a　ha　sri　ka　pradznya　pti　ra　mi　ta／bod　skad　du／

’

phags　pa　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　brgyad　stong　pa／bam　po　dang　po！sangs　rgyas　dang　byang

chub　sems（1b3）dpa’dang’phags　pa　nyan　thos　dang　rang　sangs　rgyas　thams　cad　Ia　phyag’tsha川o

ノ／⑧’phags　pa　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　br．・．yad　stong　pa　las　yongs　su　g．＿tad　pa¶i　le’u　zhes　bya

ste　sum　cu　rtsa　gnyis　paりo〃／／（571b4）bcoln　ldarゴdas　ma“phags　pa　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa

brgyad　stong　Pa　rdzogs　so〃　〃rgya　gar　gyi　mkhan　po　shAkya　se　na　dang　dzny蚕　lla　siddhi　dang　zhu

chen　gyi　lo　tstsha　ba　bande　dharma　tA　shi　la　la　sogs　pas　bsgyur　cing　zhus　te　gtan　la　phab／slad　kyis

dballg　phyug　dam　pa’i　mnga’bdag　bod　kyi　dpal　lha　btsan　po　bkra　shis［ha　lde　btsan　gyi　bkas／rgya

gar　gyi　nlkhan　po　su　bh百Si　ta　dang／sgra　bsgyur　gyi　lo　tstsha　ba　dgc　slong　rin　chell　bzang　pos‘ grel
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pa　dang　mthun　par　bsgyur　slad　kyis　rgya　gar　gき．i　mkhan｛572aDp〈〕palXii　ta　chen　bo　dT　pa［p　ka　ra

shl’T　dzny511a　dang　zhu　chen　gyi　lo　tstslla　ba　dgc　slong　rin　chcll　b／allg　pos　yul　dbus　k）．．i“grel　pa　dang

gtULJs　nas　bcos　s．　hi　ll　tJ　zhus　tc　gtan　la　phab　yallg　slad　kyis　skyi　slllad　gnyethang　Ila　mo　chcl・　pal］di　ta

cllen　p（、　dT　palll　ka　ra　shrT　dzny互na　da　ii　Lg　l　lo　tstslla　ba　’brom　rgy〈ll　b乏ゴi’byung　gllas　gl1｝．・is　kyis　brg｝．・ad

stollg　pa　bshad　pa＾i　dus　su　che　long　zhig　gtall　la　phab．〆phyis　ra　sgrellg　gi　gtsug｜11g　khallg（1u　lo　tstsha

ba　’brom　rgyal　ba’i吟byun9911as　kyis　rgya　gar　gyi　mdo　gsum　dan99tugs　I〕as　Ian　gllyis　gtan　la　pllab

s｜ad　kyis　yallg　kハtstsha　ba　de　Ilyid　kyis　bshad　pa　mdzad　cing　phrall　tshcgs　k＞．ang　gtan　la　pllab　　dus

phyis　lo　tstsha　ba　chen　po　sh5kya’i　dge　slong　bb　ldan　shes！’ab　kyis　kha　chc’i〔lpe　dang　yul　dbus　kyi

dpc　du　Ina　bsags　nas　gtan　la　phab　　　　　　o111　s、’a　sti　si　ddh王II｜1　　mtsilall　dpc’i　llyi　n〕a　md7es　Pこゴi　rdo

llie’i　sku　　yall　lag　dl・ug　cしビi　bdag　nyid　gslmg　gi　gsang　　sprcs　bral　thllgs　kyis　brtan　g．yo’▲dngos　kun

khyab　　sh5ky［ゴidbang　po　sras（lallg　bcas（57ユbl）｜a’dud　　l　　dus　gsum　rgyal　ba　ma　lus　bskycd　pa“i

yしml　　zab　Ino亀ichos　rnallls　kしm　gyi　sllying　poへibcud　　spros　pa　kun　bral　shcs　rab　pha　rol　phyil1　　’（li

Tli　rgyal　ba“igsullg　gi　gsallg　ba　yi11　2　rllam　nydreii　nyi　Ina　bg　i’ai1　tJ　las’das　pa　dag　shes　rab　nor　mchog

kho　Ila“i　mthu｜as　te　．”di　1a　Phyogs　bcu’irgyal　ba　sras　bcas　kyis…rtag　tu　phyag　damg　mchad　pa’i　ylll

du　mdzad．．3　／t．　tshailL2s　sogs“ jig　rten　ched　gu’iral　klung　rtser．’・’shcs　rab　zla　ba“ithig　le’di叫chang　ba〆

rc　rc　tsam　zhig　Inchis　pa’ang　sl〕gon　gyi　dus．　bsod　nanls　phung　po　dpag　mcd　bsags　las　byul19　．4　ska｜

1nang　thos　dka’slコes　rab　gling　ba’i　dbyangs　　sllyigs　dus　吟gr〈）“di’i　rlla　bai’liuL」gyur　lla　／　“di　ni　bdc

gshcsgs　skyob　pa　shJak＞，a　thub　　stolコnlchog　tllugs　l：ic　call　de’i　bka’drill　yin　　5　　／ab　moゴi　don　“di’i

tshigs　bcad　gcig　tsam　zhig　　“bri℃hang　kleg　Pa’i　yoll　taTl　phung　po　lli　　dus　LJsulll　rgyal　bas（573aD

bljod　par　mi　Ilし15　shes　　bsllgas　pa“i　111e　toL」　sil　ma　rtag　tu　’thor　6　　dcs　doii　shcs　pllyill　nll1LJOII　I’togs

skabs　brgyad　po　　gsal　zhing　tshallg［a　sllying　po’ibcud　bsngas　pa　　brgyad　sk”lg　pa　’di　so　so’i　skye

bo　yi　　spyod　yul　dag　dang　kun　tu　’tshains　par　’jllg　　7　　bstan　pa　rill　chcn　s．　LJI・on　ll］c　gnas　pa’i　Inthus

　　’gl’o　ba　thar　pa＾i　grong　du　dbugs’b＞’in　cing　　skyc　dgu　phan　bdc　li　dpal　la　sPy〔ハd　ptゴi　phyir　　thug：

bskyed　rinad　du　byuiig　bas　Ilyer　drallgs　tc　8．sil　la’i　shing　ltar　phun　tshogs　dpal“dziTl　pa　　phar　bしピi

b｜oIdh，　n　sa　yi　tshaiigs　pa　che　　叫phags　chcn　phyag　lla　I’）admoジi　mdun　na＾don．・．．’tshc　dbang　Ilor　bしピigzi

’od’bar　ba　dc’1　9〆phraii　las’od　zcr　brgya　pas　mtsllams　sbyar　tc．　bdc　nas　bdc　btゴi　dbyillgs　sll　gzhol

bとゴiskabs　．lha　yulll　lllchog　sogs　dam　pa吟irigs　dag　gis　．．　scms　dP三ピchc］i　po’i　md7ad　pa　tnthar　phyil1

（573bDpllyir　　lO　gcig　las　du！nar’cha［“ba’i　srar　gyi’phrul　　bsc）d　nams　zod　gis　khyag　p三ゴi　llol’bu

＾

di　　dang　dad　gsunl　rgyal　nitg．　han　rtse　mor　Indo　mchod　de　　mi　zad　chos　kyi　chai・pa　’dirdbang　pし）

ll　　dge　ba’di　ylls　llye　bal’111tsho　byas　te　　bdag　gzllan　dus　gsしlm　bsags　pa’i　lags．　spyad　kun　　mkha’

mthas　gtugs　pa’i　lna　gyur　serns　can　la　　sras　bcas　rgyal　bas　bsng〈）s　pa　b／hin　du　bsde　　l　2　　sku　tshc’i

dus　las　yol　ba　dcs　gtsor　byas　　’gro　nlams　rdul　bral　shcs　rab　mig　thob　ci　ll　L」　　ji　Ita　ji　snye〔l　mkh｝cn

pa’isllallg　ba　yis　．　llla　I－ig’khrしll　nykhor　rtsad　nas　gcig　gyur　cig　．13　rd／ogs　bytmg　thob　par　ma　gyur　de

srid　du　tt　dani　pa’｛r｛gs　skyes　yallg　dag　bstan　la　zhugs、．　dang　paピi　mthu　yis　shes　rab　sbyElll　thc）b　cillg

／sgrib　ptゴi　Mill　bsal　snang　mtlla’rgyal　mthollg　shog！14i．　bstan　par　rin　chcll　yun　du　gllas　pa　dallg．．∵．．

bstal1’dzin　thugs（574al）111thun　mdzad　phrin　I’llalll　par　rgyas　’　bdag　sogs　哨gro　kしm　nyer“tshc’i　bar

challg　zhi　．．　kしm　bzallg　sPyod　pa　rgya　intshol”jug　LJytEr　cig　l5　ccs　sdc　dpon　lndo　mkhar　btゴibkany　zur

tshc　dbaiig　nor　bu　sa＞i　tsllangs　pa　chen　Po　de　llyid　7hi　ba’idbyillgs　su　9／ho｜b三ゴ｛skabs　　thugs　dgongs

chos　dbyings　su　rdzogs　pa’i　chcd　sher　phyill　gyi　g｜cgs　bam　spar　du　＾khod　pEゴi　tshc　spar　byaiig　smoll

tshig　tu　mdo　khams　phyogs　kyi　btsun　pa　byalns　pa“i　ming　gis　bris　pa　dge　legs〕 phc｜　　　　sde　dpon　mdo

nikhar　ba－一⑨＄き巾失板辛］とfij｝｝lll］

No．9　ソ）ノICi9．s’　Vフ〈1ζ／1’ノ刀ゐzにカe　gn．v∫．s　pa　：hesわ．1’Clゐα’i〃iclo　U【＝1レ日十．∵章糸．E

　　Oチベット紙②56・14（47・ll）cm③版本1成蒙満漢語対1｜、（｛④4行⑤82葉⑥一⑦（1bD

rgya　Ilag　skad　du　／hhob　sho　zi　shA　i［a　tad　kyid　．　bod　skad　du　〆’ph〔1sg　pa　dum　bu　7hcs　gnyis　Pa　zhしs
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（2al）．∵bya　ba’i　mdo．．．　dkon　mcho99sum　la　phyag’tshal　lo　’．　de’i　tshe　bcom　ldan　’das　kyis　bla　Ila

med　pa’i　byallg　chしib　mngon　du　mdzad　tc’di　ltar　dgongs　so．⑧（74b　l）de　yang　Ti’u　Tt）’u　wan99i

lo　Il｝’id（一）bzhi　pa　zhiiiLJ　Pho　stag　lo“i　zla　ba　bzhi　pa’ichos　brgyad　la　lho　iiub　9｝’i“tsllams　nas’od　kyi

（75al｝Phしmg　Po　zhig　Pho　brang　du　byしmg　ba　rgyal　pos　blon　po　ltas　shes　Pa　dag｜aa　dris　pas　dc　phyogs

su　bdag　nyid　chen　po叫byullg　ba“i　ltas　yill　pa　dang．／lo　stong　nas　de’i　bsttm　pa　yul句dir（75bl）dar　bar

lung　bstan　do∴　de　nas　mu　wang　gi　lo　Ilga　gsuln　pa　chu　pho　sprel　kゴizla　ba　gllyis　pa’i　tshcs　bco　hlga

la　stoll　pa　lllya　ngall　las　’das　tshul　bstall　　dc　nas　lo　chig　stollg　bcu　gsum　Pa　la　hJan　lnil19（76aD　dhi

rgyal　po　ylmg　phillg　gi　lo　bdun　pa‘i　zla　ba　dang　po’itshcs　bco　lnga“imtshall　mo　rgyal　poゴirllli｜anl　du

skyes　bu　chen　po　srid　du“donl　do　lhag　mda’ba　gser　gyi　mdog　ca；1　nyi’od　lta　bしピi（76bl）’od’ phro　ba

zhig　pho　brallg　du　babs　ste　da’i　bstan　pa　yul’dir　ri　ma　gyis　dar　bar’ gyul’rt）zhes　gslmgs　so　phyi　nyin

blon　pa　mams　la　dr｛s　pas　blon　po　hphu　yi　zhes　bya　bas　ston　Ti’tl　T〈ゴu、、「ang　gi　dus　kyi｛77al）1　Lm　E2

bstan　zhus　shing　rgyal　po’i　llni　Iam　dc　dang　mthun　no　zhcs　gsol　　dc　Mls　rgyalし）is　yig　rnyin　rnallls

＜b＞klags　pas　Ti’uTOu“．allLg　gyi　dus　kyi　lullg　bstan　de　brnyed　nas　dgyes　shil19　（77bl｝rgyal　pos　blon

po　wallg　tsull　sogs　mi　bco　brgyad　mngaLJ　9．　te　nub　pllyogs　su　sangs　l’gyas　kyi　bstan　pa’tshol　bar　btan9／

de　dag　ywo　shi　zhes　pa’i　rgyal　khalns　du　’byor　ba　dan9．〆de　skabs　rgya　gar　1コas　’od　bsrun9（78aI）9i

rigs　las　dgra　bcom　Pa　Ina　tan99i　pa　da　ll　L2　pai）di　ta　go　bha　ra　na　gllyis　k．yis．　rta　dkar　po　ci　LJa　la　ston

pa’ibris　thang　gcig　gsullg　rab　Indo　dum　bu　zhe　gllyis　pa　sogs　theg　pa　che　chung（78bl）gi　mdo　dang

　stoll　pa’iring　srcl　bum　pa　gang　bcas　by（）11　pa　laln　thog　tu　’dzoin　stc．．．　yollg　phcllg　gi　k）bcu　ba’i　zla

ba　bcu　gnyis　pa’i　Ilam　gang　la　IO’i　yang　mkhar　du　＞byor／de　nas　Io　drug　na　dgl’a　bcom　pa　dang．．tt

（79al｝paln　ta　gnyis　k）’is　rgya’ibon　po　btul．de　rlas　dgra　bcom　pa　dang．pal〕di　ta　gnyis　k）．・is　bar　snang

la　’phags　te　rgyal　po　la　tshogs　su　bcad　Pa　gsungs　pa　．　wa　skyes　sellLa　LJe’i　rigs（79bDma　yill　sgron

me　nye　zla　bzhin　gsal　mill　　rdzing　bur　I’gya　mtsho　shang　ba　Mill　　rいbur｜hしm　bzhin　ltar　mdza－min

”！chos　sbrin　’jig　rtcll　kun　la　khyab．！／．　chos　char　’gro　I’gyud　myu　gu　br｜tlll　1　／t（80a　l）rdzu　“phrul　rinad

byullg　mngon　du　bstan．．／pllyogs　1－nallls　kしm　tu　’gl’o　ba　’dul．’zhes　gsungs　nas　I’dzu　’phrul　gyis　rgya

gal’du　gshegs　so　．de　lta　bu　khuiiL2s　dang　ldan　pa‘i　mdo｛80bb“di　stoll　bod　du　ma’9yur　zhar　rgya’i

bka亀＾ gyur　lla　bzllugs　pa　las　gnaln　skyolld　gollg　ma“ibkas　nlanydzu’i　skad　du　bsgyur／hillg　bod　skad

du　dka’bcu　su　blla　ga　shrc　ya　dhwa　dza　dallg　dka’bcu　dhy511il　ri　stn　b＞，　il｛81al）sa　gllyis　gyi　bsgyur，．

sogs　skad　du　rab’byams　pa　pra　dznyo　da　ya　by5　sas　bsgyur　ba’．　rgyal　bstan　la　lhag　par　daiiLa　pa’isbyin

bdag　hill　Lg　sill　gyis　chos　sbyin　rgya　tshal’spel（81bl）ba’i　pllyil’da　dul　srang　brgyas　skad　b7hi　shan

sbyar　ba’i　spal’sgrubs　te　ci　lcags　shig　sbar　nas　zhing艮11chog　dam　pa’i｛一）gyur　ba　nlanls　la　phul　ba‘i

dge　ba’i　rtsa　bas　rgya　pa　b　s．　ta　n　rh〕po　chc　dar　zhing　rgyas（82al）Ia＞’ull　rillg　du　gllas　pa　dang’ ．iig　rted

gyi　khamsu　nad　dallg　mu　ge　“khrugs　I・tsod　nalll　yallg　mi’drしmg　zhing　ma　gyur　sel1コs　call　thams　cad

myur　ba　nyid　du　bla　Ila　mcd　pa’ibyang　chell　thob　par　gyur　cig　，i　sarva　mallgbaga叩（sic，）〆⑨一

No」0［〃IL）o　inang〈ancq　dKaJ・　c／7Ci9　cigos’cfocl　kt〃i　7）siiiisr［蔵語経．典集と］その
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（1al）dkar　chag　dgos　’dod　kun’byしmg　bzhugs　so　．∵（｜b1）／’．01！1　bdc　lcgs　su　gyur　cig　’sllyillg　stobs
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med　thugs　rje’i　Mllyell　lcug　yal’dab　g．yur　za　zhing．　chos　kしm　111a＾dres　ji　bzhin　gsal｛lb3）ler　legs

gzigs　＾dab　brgya　MnL2011　par　bzhang，．∵don　gnyis　phしm　tshogs　’bras　bus　yongs　dud　thub　dbang　dpag

bsam　dbang　Po（lb4）rgyal、”padmo’i　tshal　la　nyin　mo’i　dbang　phyug　bzhin　II　ljongs　’dil’thub　bstan

rgyas　pa’i　mdzad　pa　can　tt．ドdam　chos　＾dzin　pa’i　slllon　lam　（lb5）111choLJ　grub　pa’i．．　skad　gnyis　slnra

ba’i　tshogs　rnams　pllyag　gi　yul．．’skycd　gu“i　phan　bde’i’byullg　gnas　bsam¶ phel　dbang　．（2al）zab

rgyas　lndo　rgyud　dri　med　gsung　rab　dang　㌧　gnas　skabs　tsha　gdud　sel　byed　nyer　mkho’i　tshogs
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phyogs　gcig　bkod（2a2）pa’iglcgs　bam　dkar　chags　dgod・．．ノ＜KA＞pa　la“ phags　pa〕am　dpa］gyi　mtshan

yang　dag　par　brjod　pa’．．　dkon　mchog　lli　es　draii（2a3）gyi　mdoノ＜KHA＞pa　la’phags　pa　tshe　dang　ye

shes　dpag　tu　mcd　pa’i　mtshan　brgya　rtsa　brgyad　pa／t’chi　med　rnga　sgra．＜GA＞pa　la　de　bzhin（2a4）

gshegs　pa’igtsug　tor　mam　par　rgyal　ba’i　gzしmgs　ItoLJ　pa　dang　bcas　pa／＜NGA＞pa　la　nga1ゴgro　thams

cad　yongs　sll　g．　byong　ba”igtsしlg　tor（2a5）rnam　rgyal／＜CA＞pa　la　gtsug　tor　gdugs　dkar　mchog　tu　grub

pa　dang∫．　gtsug　tor＾bar　ba．　tt＜CHA＞pa　la　bcom　ldan’das　kyi　mtshan　brgya（2a6）rtsa　brgyad　pa／shes

rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　ma’i　111tsllan　brgya　rtsa　brgyad　pa　jo　bo　Ijes　mdzad　pa’i　mtshan　’bum

byams　pa“i　mtshall　brgya　rtsa　brgyad　pa　．（2a7｝byams　pa’jam　dbyangs　sgro　Iam　gsum　gy▲s　dam　bcas

pa’i　gzullgs　dang　shes　rab　blo　＾pheL．　nyl　khri＾i　sllying　po！yum　rgyas　＾bring　bs〔ius　gsum　gyi（2b1）

sllying　po　dang　yi　ge　gcig　ma／＜JA＞pa　la’ phags　ma　grol　ma’i　mtshaii　brgya　rtsa　brgyad　pa．〆phyag

’tshal　sgrol　mnyed　gcig〆＜NYA＞pa　Ia’ phags　ma　ri　khrod（2b2）ma　lo　ma　gyon　ma’i　gzullgs　mdo　ttt

tog　gzungs　bsdus　pa，〈TA＞pa　la　’ phags　Ina’od　zcr　can　ma“i　gzしmgs／＜THA＞pa　la吋 phags　pa　rgyal

mtshan　Ilse（2b3｝mo’i　dpung　rgyan．〈DA＞pa　ia　dpal　rdo　rjc　sder　mo．’＜NA＞pa　la’phags　pa　stobs

Po　che．．．．＜PA＞Pξ1｜a　Illi　rgod　rnam’ joms　dan9’．．　bar　du　gcod　pa（2b4）thams　cad　scl　ba・＜PLLA＞Pa　la

¶phags　pa　spyall　ras　gzigs　kyi　gztmgs　dang　li　’ 1）hags　pa　sellg　ge　sgra’i　gzullgs／don　yod　zhags　pa’i

gzungs．／（2b5）＜BA＞pa　la　kun　tu　bzallg　po’i　gzungs　l’＜MA＞pa　la　lag　na　rdo　Ije　bcu’i　sllYillg　po・

smc　bl“tsegs　b　g．　to　d　sllgags，＜TSA＞pa　la　rdo　llie　mi　pham　ma　mc　ltar（2b6ドbar　ba．’＜TS卜｛A＞pa　la

＾

phags　pa　rig　sllgags　kyi　rgyal　mo　dbugs　chen　1110．．＜DZA＞pa　la’ phagS　pa　bu　mang　po　stoll　pa　so　sor

’brang　ba．’＜V，iA＞pa　la（2b7ドphags　pa　gzhall　gyis　mi　thub　pa　mいjigs　pa　s．　byin　pa／stong＞gyur　gyi

gzungs　f＜ZHA＞pa　la’ phags　pa　phyir　bzlog　rllam　rgyaれ＜ZA＞pa　la　phyir　bzlog　stobs（3al）chen／

las　sgrib　rllam　spyod、．．’ phags　pa　g．yul　las　rgyal　ba．’ぐA＞pa　la　lus　ngag　yid　gsulll　bcillgs　pa　las　gl’ol

ba　＜YA＞pa　la（3a2）rig　sIIgags　kyi　rgyal　mo　rgyal　ba　can　＜RA＞pa　la　dpal　cheii　mo4i　mdo＜LA＞

Pa　la　dbyig　dang　ldan　pa¶igzungs．“ phags　pa　du　gsel　ba．－ phags　pa（3a3｝sor　Ino　can〆chos　thams　cad

kyi　yum．’．“ phags　pa　gtsug　gi　llor　bu，「’ phags　pa　yi　ge　drug　pa白irig　sngags．・．＜SHA＞pa　ia　shlo　ka　brgya

iob　pa／shes　rab（3a4）kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　stong　phrag　llyi　shu　hga　ba　bzしmg　bar’ gyur　ba／．　stong

phrag　brgya　pa　bzung　bar’ gyur　ba〆．　brgyad　stong　pa　bzullg　bar’ gyur　ba／pha　ro｜tu　phyi1コdrug　bzullg

bar＞ gyur（3a5）LJIIyis　．　phar　phyill　bcu　thob　par’gyur　ba　tshad　mcd　bzhi　thob　par’gyur　ba’i　gzungs

shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyill　pa　stong　phrag　bl’gya　pa　bzullLJ　bai”gyur　ba　’phags（3a6）pa　pha｜a　po

che　bzung　bar’ gyur　ba／’ phags　pa　sllgong　Po　bkod　ba’imong　bkiags　par’ gyur　ba／’ phags　pa　tillg　nge

’dzin　rgyal　po＾i　mdo　bzung　bar叫 gyur　ba／’ phags　lna（3a7）so　sor　’brang　ma　bzung　bar　’gyur　ba／

’phags　pa　lang　kar　gsllegs　pa’imdo　bklags　par’ gyur　ba／bdud　gzhonl　pa　sogs　sllgags　le　tshan　brgyad／

byis　pa’i（3b1）chcn　po　bco　lnga　zhi　bar　byed　pa．’．＜SA＞pa｜a　rdo　I：ie’jigs　byed　kyi　snying　po．’phags

pa’ gro　lding　ba＾i　rig　sngags．＜HA＞pa　la“ phags　pa　sprin　chen　po　las　klしmg　gi　dkyil（3b2ジkhor　rab

tu　dbab　pa　1＜A＞pa　la　gza“ yum．．．＜K［＞pa　la　skal’yum．’＜KU＞pa　la＾ phags　pa　rdo　1〕e’imchu．＜KE＞

pa　la　rdo　rje　gnam　lcags　mchu／（3b3）＜KO＞pa　la’phags　pa　lcags　mchu／〈K田＞pa　la’phags　pa

lcags　mchu　nag　pa／＜KHU＞pa　la’ phags　pa　zangs　mchu　dniar　po／＜KHE＞pa　la（3b4ジphags　pa　kha

mchu　rlag　po　zhi　bar　byed　pa・．〈KHO＞pa　la’ phags　pa　mig　rlコam　par　spyod　pa　mig　nang　rab　tu　7hi

ba．kSa　ya’i　nad　rab　tu　zhi　ba　gzhang’brum　zhi　ba　nad（3b5）thanis　cad　zhi　ba．rims　nang　zhi　ba’i

gzしmgs　gnyis／rma　bya　chen　mo’i　snying　po．．．＜GI＞pa　la’ phaL2s　pa　gegs　se［ba．〈GU＞pa　la　bar　du

gcod　pa　thams　cad（3b6）spyod　pa／＜GE＞pa　la　gser’od　nor　lha／gsar’od　dbyangs　skyabs．／＜GO＞pa

la’ phags　ma　nor　rgyun　ma’i　gzulコgs　mdo／＜NG［＞pa　la“phags　pa　nor　bu　bzang（3b7）pa’i　gzungs！．

＜NGU＞pa　la　a　pa　ra　yang　dag　shcs　kyi　gzungs！＜NGE＞pa　la　ku　be　ra　nor　spel　ba’igzungs．．．＜NGO＞

pa｜a　tsllogs　kyi　bdag　po“igzuIlgs．＜CI＞（4a　1）pa　la　tshogs　bdag　gi’bru　spel　ba’igzu［1gs．．＜CU＞pa　la

lu　gllad　zhi　ba’i　gzungs　gllyis．’＜CE＞pa　la　’phags　ma　re　ma　sta　sogs　rta（4a2）gzungs　nlam　grangs

drug／phyugs　nang　nコag　nad　thalns　cad　rab　tu　zhi　ba／’．　bod　nad　zhi　ba’i　gzしmgs．！＜CO＞pa　la　rdo　Ije
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mam　par’jams　pa’i　gzungs．＜CHI＞pa　la（4a3）shcs　rab　sllYillLJ　po．－bum　chullg　ko’ushi　ka’ibshags

mdo　＜CHU＞pa　Ia’da吟ka　ye　shes．＜CHE＞pa　la　byang　chub　ltしlng　bshags　＜CH（．）＞pa　la“phags　pa

（4a4）bzang　po　spyod　pa．．　tshigs　su　bcad　pa’i　gzしmgs　tt＜Jl＞pa　la　byams　ptゴi　smOT1［am、＜．IU＞pa　la

qphags　pa　mdo　sdud　pa　＜』E＞pa　la’phags　pa　shcs　rab（4a5）kyi　pha　rol　tu　lっhyiTi　pa　dr（）rjegcod　pa

＜JO＞pa　la　nam　mkha’i　snying　po’i　Indo、．．＜NYI＞pa　la　sゴi　sllying　po’i　mtshan　brgya　ma　lbrgyadと

書込あり｝．／＜NYU＞pa　la　sa“i　mdo／＜NYE＞pa　la　khang　bu（4a6）bu　brtsegs　pa’．＜NYO＞pa　la

byams　zhus　chos　brgyad　pa．／klu‘i　dbang　po　rg｝・a　mtshos　zhus　pa，ゼ＜TI＞pa　la　dkomllchog　gsum　la

skyabs　su吋 gro　ba〆＜TU＞pa　la　llyi（4a7）ma’i　mdo！zla　ba’i　mdo・〈TE＞pa　la　khye’u　I’ill　chell　zla　bas

zhus　pa・＜TO＞pa　la　bgres　mos　zhus　pa／＜THI＞pa　la　stag　zhus　stag　g．　byin　gnyis　＜THU＞pa｜a（4b1）

dpang　skong　phyags　rgya　pa　＜THE＞pa　la’phags　pa　glang　ru｜しmg　bstan　＜TH（）＞pa　la’phags　pa

phyogs　bcu　mun　se1＜DI＞pa　la　sngong　pos　brgyall　pa　＜DU＞pa　la｛4b2｝tshe‘idbamg　skur　ba．．　rin

po　che　tshピisglllb　pa　tshc　dpag　lned　thams　cad　kyi　sllying　po　＜DE＞pa　la　gtsug　tor　naLJ　mo　＜DO＞

pa　la　gtsug　tor　lha　mo　rol　pa．gtsug　tor（4b3）dkar　mo’i　bziog　bsgyur　＜NIらpa｜a　phyir　bzk）g　ngan

sngags　kyビkhor｜o〆．　gseビod　rnga　sgnib〆＜NU＞pa　la　dag　pa　gser　gyi　nide　thig．！＜NE＞pa［a　klLゴi

dpang（4b4）skong／＜NO＞pa　la　gza’i　yab　gzungs，i＜PI＞pa　la　rgyal　po’i　cho’phru｜phyirbzlog　pa∫「

’phags　pa　ljon　slling／sri　bzlog／＜PU＞pa｜a　sllle　bdしm　skar　mtゴi（4b5）mdo．’skag　bzk、g．／＜PE＞pa　la

nyes　pa　kun　sel　byin　h’abs　sgron　mc／．　sdig　sgrib　kun　ljoms　．’ぐPO＞pa　la　gllam　sa　sllallg　brgyad　’

＜PHI＞pa　la　bkra　shis（4b6）brtsegs　pa　chen　po．．　ga　gon　dang　bzang　po｜a　gllang　ba’i　bkra　shis

＜PHU＞pa　la　yangs　ba’i　grollg　khyer　du＾ jug　pa　＜PHE＞pa　la　rdo　ilje　rgyal　mtshan　gyi　bsllgo　ba

＜PHO＞（4b7）pa　la　de　bzhill　gshegs　pa　lnag’i　bkra　shis　dc　bzhin　gshcgs　pa吋i｜ndzad　pa　bcしゴi　bkra

shis　sangs　rgyas　dpa’bo　bdしm　bkra　shis　sogs　te　chos　mtshan　brgya　dallg　llgon　d1’ug（5al）tsaln　bzhugs

pa　las．「gtsug　tor　nag　mo　dan9．’zallgs　mcllu　dmar　po　sogs　dpyad　gzhir　gsullgs　kyad’ jlLJs　pa　mams　la

nye　bar　mkho　bltar　ma　phyir“dus（5a2）pa　dan9／rgya　Ilag　dal199tcr　llas　byon　par　grags　pa　dang　bar

chad　sel　ba　la　bsngags　tshul　sogs＾ ga’re　yang　glegs　bam　gyi　nliug　gi　cha　la　bzhugs　pa　yallg　nla　phyi

sor　bzhugs　thog！（5a3）gzhan　yang　rgag　bilan　dang　llor　bu　chos　’khor　gyi　mgo　mang　du　bzhugs　gras

nas　ltsags　sbregs　rab　rkos　la〆＜CHA＞par　yum　rgyas’briiiLJ　pa　sdus　gsulll　danLJ　yi　gc　gcig　ma’．「 （5a4｝

＜NYA＞pa　la　tog　gzしmgs　bsdus　paノ＜SHA＞pa　la　byis　pa“i　gdon　chcll　bco　lnga　zlli　bar　bycd　pa

＜CA＞pa　la　pl1｝咋lgs　Ilang　ma　gnad　thams　cad　zhi　ba　dang　bod　natlg　zhi　ba＞i　g八mgs　（5三15）＜BI＞pa　la

gzullgs　sngags　zab　mo　mams　phyogs　gcig　tu　bsdus　pa　＜BU＞pa　la　sMOTI　lam　s．　to　bs　po　chc「＜BE＞pa

la　sdig　bshags　gser　gyi　sphru　gri．．．．〈BO＞pa　Ia　gser（5a6ドong　dain　pa’i　bshags　Pa「＜Ml＞pa｜a　bskal

bzang　rgyan　gyi’ phrullg　ba　rnalns　bzhugs　．’．　．．”niangalan．i　tt’　．，．．　svasti，phan　bde＾i’byしmg　gllas　rgyal

bstaII　yor〕gs（5a7）’du’i　ljon　　／tt　rab　rgyas　＞gro　kun　thar　iiichog　’bras　bzang　la　’spyod　phyir　bkra　s　his

lhun　glub　cllos　gr・・a　cher／．／．　chos　sbyin　’dzad　me・d　dal　’ gro’i　rL4yuii　’di　spe］　111．”／sarva　d7a　gatal111⑧一

⑨経1候板紐佛印

No．Xb．N　　’Ph〈：lgs　p（：l　lj（：Ml　（｛pal　gri　intsli（Ul 　y（1｝1g　dag　P（］ll’1）｝ljo（．i　Pd　↓’Pl・i（二lgs　p〈1　’」αon

dpθ19yi　mtshαn　yこmg　dα9　Pαr　b｝戊od　pα）

　　⑤13葉：1－13a4（1－13a）⑥＜κA＞〃lts／lc〃l　t）ノ：iθc／⑦（lbl）rgya　gar　skad　dし1．亘1⊃・a　mallydzu　shrI

n5ma　saln　gT　te．．　bod　skad　du．° phags　pa（lb2）’ jam　dpal　gyi　intshan　yallg　dag　Pa！’biliod　pa－am　dpal

gzhon　nur　gyllr　pa　la　phyag叫tshal（lb3）lo．．．．．⑧叫phags　pa　sgyu’phrul　dra　ba　stollLJ　phrag（12b5）bcu

drug　Pa　rnal“byor　chcn　po’i　rgyud　kyi　bdag　Po　ting　ngc’dzin　dra　ba’i　le’u　las　phyung　ba　bcom　ldan

“das　da［de］bzhin　gshcgs　pa　shAkya　thub　pas　gsungs　pa　bconi　ldan’das’jam（12b6）dpal　ye　slles　selns

dpa吟i　don　dam　pa’i　mtshan　yang　dag　Par　brj　od　pa　rdzogs　so／ド　〃’di　lo　chen　rill　chell　b7ang　po’i亀gyur

la　／shong　blo　gros　brtan　pas　bcQs　pa（12b7）la　don　dang　Ini¶gal　zhing　grags　che　ba　rnams　lo　chen

’

gyur　Ilyid　gzhir　bzhag　tt．’ gyur　gnyis　kal　Ina　bcos　su　mi　rullg　ba　nlams　dag　par　rgya　gar　gyi　dpe　dang

一 37一



　rgya’grel　chen（13al）mo　rnams　dang　mthun　par　zh、、’a　lu　lo　tstslla　ba　dhal－ma　p51a　bha　dra　zhes

bgyi　bas　lhuii　po　sgang　du＾ jam　sngang　bzang　gsum　gtso　bor　gyur　pa’imdo　phrall　gl’ags　d　3a2）che　ba

khungs　llla　dgas　rim　zhig　par　du　sgrub　dus　zhus　chcn｜egs　par　bgyis　so　gsしmg　ba’idpc　de　nyid　yid　ches

kyi　phyi　mor　byas　pa　gzhir　bzhag　ste　chos　grwa　chen　po（13a3）bkra　shis　lhしm　por　ch（ハs　sbyin　zad　med

spel　phyir　par　du　bsglコ」bs　pa’i　dge　bas　skye　dgu　rllams　bde　legs　ma　tshang　med　p2ゴi　dpal　gyis　’b｝・or

cing　mthar　thug　rdzogs　（13a4）　pa“i　sangs　rgyas　thob　par　g）．ur　cig　mangga　lan．i　　⑨一

N・・102・了κ・η〃7c／？・9／ies・かω79v∫〃ido　（・IK・il・lllc／7θ9りc・・11・・〃19v1〃icl・？

　　⑤3葉：1－3a3（14－16a）⑥＜κ．・｛＞tlk・〃i〃1（・／7θ9⑦　dkon　mchog　gs．　um｜a　phyaピtshal　lo．’．．’⑧sangs

rgyas　yoll　tall　bsam　mi（3a2）khyab．〆chos　kyi｝・01］tan　bsam　mi　khyab　dge＾dしm　yon　tall　bsam　Ini

khyab　　bsaiii　mi　khyab　la　dad　byas　pa’i　　IlnaM　par　sminpa’ang　bslm　mi　khyab　　rllam　dag　zhillg　du

（3a3）skyc　bar　sllog　　　IllallgL」a　lanp　　⑨＿

No」0．3　’Pカ‘1g∫10αぴ／re‘れ〃1g．、’e　shesψ‘rg　rz，〃？e〈ちPCI　：／7es　1λv〈」方く↓r〃ピg、ρ‘’c／7c・i7　PO　’i

｜ndo ｛’PliC｜gs　pαtslie　dα｝〕9　ye　S！lesし｛Pα9　tu｝ηed　P（ピi　l）1｛shαn ｝一｝ド9yα｝・tsぴbド9yud　Pα）

　　　　⑤10葉：1－10a2（17a－26こ1）⑥＜KHA＞tshc　mdo⑦i・9｝・a　gar　skad　dll　51－ya　a　pa　ri　mi　ta亘

yurdzlly罰na　n百111a　ma　h5　yana　s［itl・a　bod　skad　du　“phags　pa　tshe　dang川b2））℃shes　dpag　tu　Ined　pa

zhes　bya　ba　theg　pa　cllell　po’i　mdo　sallgs　rgyas　dallLJ　byang　chub　scms　dpa’thams　cac川a　pllyag令tshal

lo・・． ⑧＾phags（9a7）pa　tshe　dal19　ye　shes　dl）ag　tu　med　pa　zhes　by・a　ba　lhcg　Pa　chel1　P（）’i　mdo　rdzogs

so！・　．「．．’di　la叫gyu1・khyad　pllran　bu｝℃11g　gi’dug　Ila　＾a［〕g　　＾dn・Ije　b亡sun　t｝〕ams（9b　1）gsilegs　pa　tllanls

cad　la　phyag　byas　pa　dal19　．　lnchod　pa　byas　pa　yill　Ilo　　．．．｛10aDcad　mkhc｜1　pa　t5　ra　n5　thtゴizhal　snga

nas　tshe　dang　yc　shes　dpag　tu　med　pa’i　llldo　la↓T　ka　mdzad　p《ゴidgongs　pa　dallg　mthull　p：ゴo　．　“di　la

dOa2）brtall　Ilas　bdag　gzhan　skc　dgll　lntha’dag’chi　ba　Illcd　pa　ts　hc’itipa川a　dbang　thob　pal’gyしlr　cig

sarba　mal199a　laili・．．’zhus　dag．．　．．⑨一

No」0．4　℃17∫’ned〃？g‘バg，・‘にhes　b．1・（1ゐ‘ピ∫gコ〃7gs〃πdθ〈℃／li〃ied〃7gθSL．vt‘θ

　　⑤10葉：1－4a7（27a－30a）⑥〈KHA〉〃IE9　c／N9’・・’⑦i・gya　gar　skad　dしl　arya　a　pa　ri　mi　t巨｝・ur　dzn＞’　fi
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phyaピtshal　lo〃⑧orp　ma　ni　dha　ri　bdzi　ni　ma　ha　pra　ti　sa　re　ha叩htlp　phaiドphags　ma　sor　qbrang

nla’ i（2b7）sllyillg　Po　rdzogs　so／ノ⑨一
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No．10．17．4－（一・y

　　⑤2葉：2b7－3a3（101b－102a）⑥＜．V£4＞tθg　g二”〃9．s’⑦rgya　gar　skad　dしl　arya　ma　hfi　si　ta　pa　1’i

llri　ta　yaノ／bod　skad　dしい一phags　ma　bsil　ba’itshal　chell　po’i　sllying　po・㌦sangs　rgyas　dallg　byang　chub

（3a1）senls　dpa’thams　cad　la　phyag“tshal　lo，．．．．’ phags　Ina　bsil　ba’i　tshal　chen　11101a　phyag’tshal　lo．．．，．

⑧om　a　ba　dzra　ma　ta　sa　ta　ri　htlp「’phasg　ma　bs．　il　b三ゴi　tshal　g｝’i　siiyiii　P・（r・a3｝rdz・L」s・so　⑨一

No．10．175－（一？

　　⑤1葉：3a3－7（｜Olb－102a）⑥＜Ml」＞rσ99コ’〃9．・⑦rgya　gar　skad　du三1rya　ma　ha　mall　tra　a　nu　sa

ni　hri　ta　ya．bod　skad　du．’ phags　ma　gsallg　sngags　chen　mo　t：ies　sし［’dzill　I11ゴis｜1yiilg　po　　（3a4）sallgs

rgyas　dallg　byaiig　chub　sems　dpa‘thams　cad　la　phyag’tsha川o．－phags　ma　gsang　sl】gags　chell　Ino　Ijes

su’ dzin　nia　la　phyag’tshal　lo　，i．，．⑧01P蚕h　l而P　hii　maiコtra　a　lコu　ri　s・『百ha∴．㌦ハhasg　ma　gsallg　s1〕gags

chell　Ino　ries　s11’dzin　ma吟isllyil19　Po　rdzogs（3a7）so．「．／snubs　lo　ts百bas　bsgyul’btゴo　．’sal’ba　Illal199a

la叩　．．⑨一

No．10．18’P12‘／9写〃7‘ピθ‘たe1でα1に／ies　bN〈∫カ‘1’∫9コ〃29∫臼

　　⑤3葉：1－3a2（102a－105a）◎＜τa＞’θノ19二e”⑦rgya　gar　skad　du　arya　l1エ5　msya品ma　dha　ra

1〕i／．bod　skad　du．’ phags　ma’od　zcr　call　zllcs　bya　ba’igzungs⑧＾phags．　ma　’od　zcr　can　zhes　bya　ba＾i

gzullgs　rdzogs　so∴．　．．　”　tt．（3a2）pal〕（〕i　ta　a　Illo　glla　badzra　dang　　lo　ts烈ba　dgc　s．　lo　n　g　rin　chen　gl’ags　pas

bsg5凡lr　ba－o／1111こm99a　lan．i〆zhus　dag／（3al－2）⑨一

No．、b．、9ザGyal　mtsha｝？　rtse｝mo’i　clPt｛n9ドgyωコ臼

　　⑤3葉：1－3a7｛106a－108a）（）＜TH．g＞ノ：911・・〃〃rlsli・」〃⑦rgya　gar　skad　du　tlr｝，a　ddx．adza　a　gra　ka

y口ra　nfilll　ma　dh　：i　ra　1〕i　bod　skad　du　＾phags　pa　I’gyal　nnts．　han　gyi！lse　mo“i　dpung　l’g）’an　zhcs　bya　ba’i

gzullgs⑧“phags（3a6）pa　rgyal　mtshall　gyi　rtsc　lno’i　dpullg　l“gyall　zhes　bya　ba’i　gzungs　so　　rgya

gar　gyi　nikhan　po　ji　lla　mi　tra　dang　d亘na　shi　la　dit　ng！．　zhu　chell　gyi　lo　tstsa　ba　ball　dc｝ve　shes　sdes

bsgyur　teノ．　skad　gsar　bcad　kyis　bcos　te　gtan　la　phab　pa吋oノ．．．．．．！Inallgg乏l　la叩ワ．　zhus　dag、．．． ⑨一

No」0．20‘！Pa1∫rdoりe　3〈fe’・〃10’i　g二〃〃gs（一？

　　⑤8葉：1－8b7（109a－ll6b）（）〈DA＞i’doノソ（・W’・〃7θ⑦rgya　gar　skld　du．s．・hi’i　badzra　i’a　ti　m　n亘

ma　dha　ra　i〕i　bod　skad〔lu　dpal　rdo司e　sder　mo　zlles　bya　ba’i　g7ungs⑧dPal　rd・lje　sde1’mo　zhes

bya　ba’igzullgs　rdz（）gs　so　zhus　dag　man99a　lan．i⑨5a佛印あり

No．IQ．21∫T（）1）s　po　cke　〈一｝

　　⑤17葉：1－17a3（ll7a－133a）（）＜．V．g＞si・ゐs　pθ　ciie⑦　rgya　gai’　skad　dti・－arya　ma　h［a　ba　la　na　nia

111a　h烈y言na　s口tra／bod　skad　du／→ phags　pa　stobs　po　chc　zhes　bya　ba　thcg　pa　chcri　po’imdo／sallgs

（lb2）rgyas　dang　b＞／’a，　ng　chub　senis　dpa’　thanis　cad　la　ph　y’ag　’tshaHo　　1i．⑧＾phags．　pa　st’obs　po　chen　po’i

mdo　rdzogs　so．．．　．’．⑨一

No．10．22．l　Mi／go‘〃ノπCIIη　Pa74ゾoノη．s’r一ノ

　　⑤2葉：1－2a6（134a－135a）⑥〈R9＞〃r∫ノ9θ‘／⑦rgya　gal－skad　du．5n・a　cau　ri　bi　dhva　na　sa　na品

ma　dha　ra　r］i：　’ phagg．　｝）a　mi　rLgod　mam　par　’ joms　pa　zhes　bya　ba’i　gzしmgs⑧＾phags　pa　mi　rgod　mal1〕

par’joms　pa　zhcs　bya　ba’gzしmgs　rdzogs　so／．／i’”i⑨一

No．10．22．2－（一？

　　⑤1葉：2a6－b7川35a－b）⑥＜R4＞’η’ノ叉θ・∫⑦rgya　gar　skad　dll．’，aly’a　s．　a　l’ba・anta　i’a　saln　gr5　sa　dha
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r亘1〕ima　ntra二哨 phags　pa　bar　du　gcod　pa　tllalns　cad　sel　ba“i　gzullgs　sllgags⑧’phags　pa　bar　du　gcod　pa

亡hams　cad　scl　ba’igzlmgs　sngags　rdzogs　so〃　㌧⑨一

N（）・、bユ3A　哨刊］αgs　pαspyω1ザαs　g：igs　dl）ang　du　pllNug．　gi　g：ungs（一）

　　⑤2葉：1－2a2（136a－137a｝⑥＜PH．一｛＞sP．1・C’〃’マ」∫9ゴ9∫⑦rgya　gal・skad　dし1　fir＞’a　a　ba　lo　ki　te　shN’a

ra　na　nia　dhfi　rit　T］i：’ pllags　pa　spyan　ras　gzigs　dbang　Phyag　gi　gzul・gs　zhcs　bya　ba⑧叫phags　pa　spyall

ras　gzigs　dbang　phyug　gi　gzungs　rdzogs　so　　．．．⑨一

No．10．23．2－（一ノ

　　⑤1葉：2a3－6（137a）（）＜PH．A＞sP．1・CM　JZ’s　g：rgS⑦1・9ya　gar　skad　du⑧’phags　pa　spyan　l・as

gzigs　kyi　sllying　Po　rdzogs　so　’〆．！⑨一

No．10．23．3　’｝）／ICIgs」pc1　．～’e〃g　ge．sg｝’a　’1　g：z〃7gs（一ノ

　　⑤｜葉：2a3－b3（137a－b）⑥＜P〃，4＞．W‘〃7’・〈∫．v　g二」9v⑦一⑧scl199c　sgra’i　gzungs　rdz〈）gs　so　1ノ∴．

（2b3）rgya　gar　gyi　mkhan　po　ngag　gi　dballg　phyug　dang〆glog　skya　shes　rab　brtsegs　kyis　bsgyur　ba’o

　　zhus　dag．　．⑨一

No・10・24　［）OI？■JvOC／二／ICIgs　po’i　s’n・1ノ？g　p（プi　g　l〃？g、s（一ノ

　　⑤1葉：1－3b7（138a－140b）⑥＜P〃．・｛＞doノにノ7‘∫9∫⑦’pllags　Pa　doll　yt）d　zllugs　pa’isnying　Po　zhcs

bya　ba“igzungs　sangs　rgyas　dallg　byallg　chub　sems　dpa“dus　gsum　du　gshcgs　shing（lb2）b／hugs　pa

thams　cad　la　ph＞’ag　’tshal　lo．’⑧’phags　pa　spyam’as（3b7）gzigs　don　y・d／hags　ptゴi　snying　po　zhcs

bya　ba’igZUIlgS　rdZOgS　SO．　dag’．ノInlmgga｜alll　S．　tU．．．ノ⑨一

No．10．25　’P！・iCigs　pc’｛　ki，〃1〃わユ」〃gρ〇二hes　b．v〈功‘ピ1　gコ〃7g～・（一ノ

　　⑤4葉：1－4b4（141a－144b）⑥〈B．」＞k〃〃〃’ゐ：ct〃9ρθ⑦rgya　gar　sk三Kl　dしい．　i｝rya　sa　ma　llta　bha

dra　l1百Illa　dhfi　ra　l）i〆bod　skad　du〆’ pllags　pa　kun　tu　bzang　po　zhcs　bya　ba’ gzしmgs　’sallgs　rgyas　dang

byang　chub　sems　dpa’（lb2）thains　cad　ph．vag　’ts．　hal　lo　，・「　1⑧‘pllags　pa　kしm　tu　bzimg　po　zhcs　bya　ba’i

gzungs　rdzogs　so　4　，．．．．rgya　gm’gyi　mkllall　po　ji　na　mi　tra　dallg　．　dfi　lla　sh下（4b4｝la　dang　zhu　chcll

gyi　lo　tstsha　ba　ban　de　ye　shcs　sdes　bsgyur　cillg　zhus　tc　skad　gsar　bcad　kyis　k｝．・allg　bcos　nas　gtall　la

phab　pa’o．　zhus　dag　⑨一

No．1026．1　’P1πags　pa　1‘，9　H‘11畝〃ブe　bci，’」∫1nゾノ7gノ）θ｛．ノ

　　⑤2葉：1－2b4（145a－146b）⑥＜．、〃＞1〈’9〃・1・1・／・ヴe⑦rgya　gar　skatl　d・15ry〔“la　sha　badzra　pヨ1〕i

hl’da　ya　bod　skad　du　　’phags　pa　lag　1］a　rdo　rje　bcしゴi　sllying　po　sallgs　rgyas　dang　byang　chub　scl11s

dpa門thalns　cad（lb2）phyag　’tshal　lo．⑧’phags　pa　lag　na　rdo　ije　bcし∩sllyil19　P・rdzogs　so　．’rgya

gar　gyi　mkhan　po　ji　na　I廿i　tra　dal19　〔1五11a　sh了｜a　dan9　tt　zhu　chen　gyi　Io　tstsha　ba　baii　dc　yc　shes　sdcs

bsgyur　cing　zhus　tc　gtall　la（2b3）phab　pa〆．．・．’⑨一

No」0・26・2ノ（カノリbo’i　i’gya1　po　．s’n・ie　b｝’tseg－∫／o　bstoc’1ノ）‘ピ∫∫ノ79‘」95〈一ノ

　　⑤1葉：2b4－3b4（146b－147b）⑥＜r、f．g＞sme　b〃’t．seg．～・⑦rgya　gar　skad　tlu．．　kro　dha　bhur　kum　kri　1a

r烈dza　stro　tra　lllantra　bod　skad　du　．．　khro　boqirgyal　po　sme　brtsegs　Ia　bst〈）d　pa’i　sllgags　．　dkon　mchog

（2b4）gsum　la　phyag吋tshal　lo　⑧一⑨一
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No．、b．2コ　　’Phags　pα　rdo　｝］e　l？1i　p｝lal？l　bα　11・1・L） 　ltαザ　ザαb 　tt｛ザ｜ηongs　b｝・ed　ces　b：y・α　ba

9コ〃lgs　r一ノ

　　⑤1葉：1－5b4（148a－152b）⑥＜TS．4＞’論W〃1川／7〔1’η⑦lgya　gar　skad　du．arya　badzra　a　ji　ta　a

lla　la　bra　mo　ha　Ili　Ilfi　lna　dha　ra　l〕i／bod　skad　dしビphags　pa　rdo　Ilic　mi　pham　pa　Ine　ltar　rab　tu　rmollgs

byed　ces（1b2）bya　ba＞i　gzlmgs／sangs　rgyas　dang　byallg　chub　sems　dpa’thams　cad　la　phyag’tsha川o

〃⑧吋phags　pa　rdo　tjc　lni　pham　pa　mc　ltal・rab　tu　rmollgs　byed　ccs　bya　ba’i（5b4）gzllngs　rdzogs　so　，・．．

rgya　gar　gyi　nikhan　poji　lla　mi　tra　dang　♂zhu　chen　gyi　lo　tstsa　ba　ban　de　ye　shes　sdes　bsgyurci　ll　Lg　zhus

te　skad　gsar　bcad　kyis　kyang　bcos　nas　gtan　Ia　phab　pa．’zhしls　dag⑨一

No．10．28　’Phc／g．g　p‘∫’“1g、wg〈’g8　A1’i／9v〈」／方‘）‘〃）lt9．v　c！・7e｝7　po　：7es々vαゐ‘1（一？

　　⑤2葉：1－2a7（153ε1－｜54a）⑥＜TS〃，9＞‘∫ゐ〃gs〈・／le｝1／）θ⑦1’gya　gar　skad　du　5rya　bi　dy烈r烈dza

shv互sa　lna　h蚕　110　nla．bod　skad　du　　’phags　pa　rig　sllgags　kyi　rgya｜po　dbugs　chen　po　zhes　bya　ba

sangs　rgyas　dang．byatコg　cllub　sems　dpa’thams　cad　la　phyag’tshal　lo　・．⑧’phags　pa　i・ig　slコ9ags　kyi

rgyal　po　dbugs　chen　po　zlles　bya　ba　rdzogs　so．㌧’．㌧．（2b7）rgya　gar　gyi　nikhan　po　pra　dznyA　barma　dこmg

／zhu　chen　gyi　lo　tstsha　ba　ban　de　ye　shes　sdes　bsgyur　cing　7hlls　tc　gtall　pa　phab　pa’o／．！zhus　dag心．　il

⑨一

No．10．29　’」）ノπ’g，s’　PCI／）〃〃？〈∫〃9　Z）oぷo　soτ’hJ・〔〃i9　ba　r．？

　　⑤2葉：1－2a5（155a－156a｝⑥＜DZA＞htt〃1〈〃1．q、1）θ⑦rgya　gar　skad　du跡a　ba　hu　pu　n－a　pra　ti

sar　I1亘Ina　dh烈ra［〕i　bod　skad　dll　＞phags　pa　bu　Illallg　po　so　sor’brallg　ba　zhes　bya　ba“igzしHlgs　．　sal1LJI

rgyas　dang＿　b＞’ang　chub　scmg．　dpa’　thams　cad　la　ph＿yag‘tsha川o　⑧’phags　pa　so　soビbrallg　ba　zhcs

bya　ba“igzullgs　rdzogs　so　．　　．（2a5）rgy’a　gar　gyi　mkhan　po　ji！コa　mi　tra　dallg　．　d511a　shi　la　dallg　zhu

chen　gyi　lo　tstsha　ba　bam　de　yc　shcs　sdcs　bsgyur　cing　zhus　te　gtan　la　phab　pa’o，．　bkエa　shis／zhus　dag　．

⑨一

No．1Q｝．3b、N　　’Phags　pd　g二licm　9］v’ls　1？1i　tli　ub　

Pα　↓一）

　　⑤3葉：1－3a7（157a－159a）⑥＜JI：・1＞〃1i　tJ7zd・ρ（’⑦rgya　gar　skad　dし1烈lya　a　bha　ya　pra　d511a　ma

apa　r5　ji　ta　’bod　skad　du　’phags　pa　gzhan　gyis　mi　thub　pa　Illi：iigs　pa　sbyhl　pa　zhes　bya　ba．sallgs

rgyas　dang　byang　chしlb　scms　dpa’thams　cad　la　phyag∩al　lo　⑧白phags　pa　gzhan　gyis　mi　thub　pa

Ini’ jigs　pa　sbyin　pa　zhcs　bya　ba　rdzogs　so　　　　I’gya　gar　gyi　mkllaIl　po　pra（lzny百　bar　ma　da119　　／hu

chcll　gyi　lo　tstsha　ba　ball　dc　yc〔3a7）shcs　la　sogs　pas　bsgyur　chlg　zhus　tc　gtan　la　phab　pa　⑨一

No．10．30．2∫7わηg’gvz’1“gv／gコ〃？g∫／（一ノ

　　⑤1葉：3a7－4a2（159a－160a）◎〈Pl・：4〉〃li〃nil・i）‘∫⑦弓dkon　mchog　gsuln　la　phyag’ts・hal　l〔）

⑧storig　’gyur　zhes　byti　ba’i　gzungs（4a2）1’dzogs　so〃t．・．　zllus　dag／⑨一

No」0．31　’1）1π但口）αノ）1！］”i’・方二／og　」7HCIII7」8917Cl／（．ノ

　　⑤3葉：la－3bl（161a－163b）（）〈ZH．」〉ρh．i’iノ’／・二1‘）9〃1‘〃η’1911・・↓／⑦rgy・a　gar　skad　du　i亘lya　bRlza

ya　ba　ya　ba　a　ba　ti　11a　I1烈nla　pra　t）y’alll　gi　r5・bod　skad　du　’phags　pa　phyir　bzlog　Pa　rnalll　par　rgyai　ba

call　zhes　bya　ba　sangs　rgyas　dallg（lb2）byallg　chub　scms　dpa”gro　ba　thams　cad　bsrしmg　ba　la　llmgoll

par　brtson　pa　thams　cad　la　phyaピtsha日o．⑧’phags　pa　phyir　bzlog　pa　rnam　pai・rgyal　ba　can　zhes

bya　ba　rdzogs　so　．．　bkra　shis・．⑨一

No」0．32．l　P／ハゾノ’b二／og　pa　stoわs　cheノ？（一？

　　⑤1葉：Ia－2a4（164a－165a）⑥＜Z．・1＞ρ加’・ゐゴθ9⑦rgya　gar　skad　duぽ1｝・a　ba　la　bat　ti　nfi　nコa　pra
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t＞・alll　gi　ri　bod　skad　du　’phags　pa　phyir　bzlog　pa　stobs　cal1，・dkc川Inchog　gsum　la　phyag’tsha）（1b2）

lo’．．．⑧’Phags　pa　phyil・bzlog　pa　stobs　cal1〔2a4｝zhes　bya　ba　rdzogs　so．　⑨一

No．10．32．2－（一ノ

　　⑤1葉：2a4－3bl（165a－166b）⑥＜ZA＞9∫〃力文｜・‘11⑦rgya　gar　skad　du．．．51・ya　sarba　ka　rma　a　ba

ra　I〕a　bi　sho　dha　na　n5　ma　dh5　ra　rpi．’．　bod　skad　duノ＾ phags　pa　pllyir　bziog　pa　stobs　can　zhes　bya　ba’i

gzungs　／．　bcom　ldaパdas　mi吟khrugs　pa　la　ph｝・ag“tshal　lo・／na　lllo　ra　ma　rta　y5　ya’⑧’phags．　pa　las

kyi　sgl－ib　pa　thams　cad　nlam　par　sbyong　ba　zhes　bya　ba’igzungs　rdzogs　so．　　⑨一

No．10．32．3　∫Pkags　pci　y．．stt〃o∫1gv‘11　bCt〈一〉

　　⑤3葉：3bL6a7（166b－169a｝⑥＜Z」＞9．．i・〃1’叉1・〈’／⑦rgya　gar　skad　dtl／．5rya　ka　nytsa　na　ba　ti

lla　llla　dh5ra　Ili，．　bod　skad　du．”phags　pa　g．yul　las　rgyal　ba　zhじs　bya　ba’i　gzungs，．　s．　allgs．　rgyas　dang

byang　chubs　sellls　dpa’thams　cad　la　phyag’tshal　lo・．’⑧べphags　Pa　g．yu川as　r9＞・al　ba　zhcs　bya　ba’i

rdzogs　so　”　zhus　’　．．⑨一

NoAb33，　Lus 　n9α9　yミ（二｛9Stt｝n　bcings　pα 　las　gザol　bai’｜令）yed　Pu’i　g二t垂｝lgs　ζ一｝

　　⑤3葉：L3a｜（170a－172a）⑥＜’．4＞1）c〃7g∫g1⇔／⑦rgya　gar　skad　du．．．．　kii　｝ia　ba　ki　ci　pri　ta　sta　nibha

lla　bi　dza　y5　dl1烈ra　rPi／bod　ska（］du／．　lus　ngag　yid　gsしml　bcings　Pa　las　rab　tu　rgyal　bar　byed　pa　zhes

bya　ba’igzしmgs／bcoln　ldalゴdas　tllams　cad　l1・khyen　Pa’i　rgyal　po　la　phyag’tshal　l・’・⑧lus　llgag　yid

gsunl　bcings　pa　las　grol　bar　byed　pa　zhcs　bya　ba’irdzogs　so／．． 　’rg｝・a　gar　gyi　mkhan（3al）po　paT］di　ta

ga｝’a　dha　ra　daiiLJ　．　bod　kyi　lo　tstsha　ba　sh5kya　ye　shes　kyis　lnallg　yul　byallls　sprill　gyi　gtsug　lag　gang

dしlbsgyur　pa“o㌧　　．　mangga　Iaip　，　zhus　dag　⑨一

No．10．34　’Ph‘」9S　Zフ‘〃“’9YCll　ba　CiC〃〃」

　　⑤6葉：1－6b5（173a－178b）⑥＜｝：gl＞’9｜・a！　b〈↓α〃1⑦　rgya　gai’　s．　kad　du　・．．　t’irya　dza　ya　ba　ti　nfi　nia

dh5　ra　I〕i　bod　skad　du．．’phags　pa　rgyai　ba　can　zhes　bya　ba’i　gzungs　sallgs　rgyas　dang　byang　chub

s．ems　dpa’　thams．　cad　la　phyag　’tshal　lo．⑧“phags　pa　rg＞ial　ba　cこ⊥11　zllcs　bya　ba’i　gzullgs　rd70gs　so

sarba　manggalaip．．⑨一

NQ．Xb35　dPα1　cken　ine’i　nado（dPai　ehen｝mo’i　mdo）

　　⑤2葉：1－2a7（179a－180a）⑥＜R．4＞dp〔↓1　chen〃7θ⑦rgya　Laal・skad　du．’．111a　ha　shl可sロtra／bod

skad　du　’dpal　chen　mo’i　mdo　．　sallgs　rgyas　dan9　．’byallg　chub　s．　ellls　dpa’thalns　cad　｜a　phyag　’tshal

lo．．． ⑧dpal　chemno’i　mdo　rdzogs　so．．．sangs　r9｝as　pha｜a　p・che　la　ph＞’ag’tshal　io　｜1amo　bud

dh5ya．．　olll　llalllO　bud　dha　ya．01！1　dhu　Ila　（ihu　（2a7）na　111a　h5　b5　ri　ye　sw亘　h［l　　pha　la　chen　gzしlng

bskrags　pa　dang　mllyam　par亀 gyur　ro　ド　　zhus　dag　⑨一

NoAb36A　’Plaαgs　pα（｛byig　dα｝〕g　ldαn　Pα（一）

　　⑤4葉：1－4a　l（181a－184a）⑥＜ム♪‘伽∫9／‘ic〃1⑦　rgya　gar　s　kad　du　1　firya　hi　ra　i〕ya　ba　ti　na　ma

dh烈ra　r］i／bod　skad　du！．’ pllags　pa　dbyig　dang　ldall　pa　zhes　bya　ba’i　gzullgs’sangs　rgyas　dang　byang

chub　sems　dpa’tha111s　cad　la　phyag’tshal　lo’．．． ⑧’phags　pa　dbyig　daiig　ldan　pa　zhes　b．ya　ba’i　gzung．s

rdzogs　so　　　．．．　rgya　gar　gyi　Illkhall　po　ji　na　mi　tra　dan9．．　d互na　s．　hi　la　dang　zhu　chen　gyi　lo　tstsha　ba

ba　nde　ye　shes　sdes（4aDbsgyur　cing　zhus　te　skad　gsar　bcad　kyis　kyallg　bcos　Ilas　gtan　la　phab　pa’o．．．

zhus　dag　⑨一

一
45



No．10．36。2－〈’P／lc4g．S　1）〈’．so1ワ770　CCI〃ノ

　　⑤2葉：4a1－6a6（184a－［86a）⑥〈L．」〉卯9．s’e！⑦1・gya　gar　skad　du　tt．獅a　ji　gしl　li　n：a　ma　bidya

bod　skad　du　’phags　pa　dug　sel　ba　zhes　bya　ba’irig　sllgags　sangs　rgyas　dang　byang　chub　sems　dpa’

thams　cad　la　phyag’tshal　lo．⑧bklags　pas’9rub　pa　bcom（6a6）ld三llゴdas　ma’phags　llla　sor　mo　call

zhcs　bya　ba　rig　pa’irgyal　mo　rdzogs　so．．　　．⑨一

No．10．36．3－（C／lo．～「th‘〃刀∫（’ad　kt’i　i’〃〃〃

⑤1巽’三：6a6－b6（19・・6a－bl（b＜L．－1＞cSiθS．、’llM⑦rgya　gar　skad　dしいc’UlvCI　SCII・ba　c〃ICtグHηCt　1｝IC’｛　tl’i　kCt

〃c7〃1‘∫‘〃7δノ’（ノi．li．bod　skad　du　　’ρ／7‘79yρ‘ノ（’／10S〃？〈’〃ls（・ad　All’i．v’〃〃二／le．s　h．i’c；bct”9二”〃9．v／sallgs　rgyas

dallg　byang　chub　setns　dpa’　thanns　cad　la　phyag　’tshal　lo　⑧　chos．　thams　cad　kyi　〉・um　zhes　bya　ba＞i

gZUngS　rdzogs　so　．．．　．．⑨一

No．10．36．4－rア11CigS　PCI　gtSl｛g　gi〃o’・bl｛ノ

　　⑤3葉：6b6－9a5｛185b－189a）⑥＜L・1＞9／．wgw〃（・ノ・⑦rgya　gar　skad　d・1〈7」）・ご〃．y〃4・7〃7・／ηi’7δ〃’θ

（〃7‘了”‘ノi．li、bod　skad　du　　’ph‘」gy／）（ノg1∫r’g．gi／1θ’・1）ltニノle．v／！v‘’ゐ〈”i　g二’〃7gY／sangs　rgyas　dang　byaiiLJ

ChUb　SemS　dpa“dallg　　’phagS　pa　nyall　thOS　dang　rang　SallgS　rgyaS　thamS　Cad｜a　phyag　’tShal　IO

dkon　mchog　gsum　la　phyag’tshal　lo．．・．　phyogs　bcu’i　dc　bzhin　gshcg　pa　dgra　bcom　pa　yang　dag　par

rdZOgS　pa’i　SallgS　I・gyaS　ZheS　bya　ba　mtha’ yaS　pa　ma　IUS　par　khyab　pa　mChOg　tU　rmad　dU　byUng　ba

zhing　rnam　par　dag　pa’i　thugs　mda’　ba　rnanis．　la　ph＞．’ag　’tshal　lo．．．．＿⑧’phags　pa　gtsug　ghlor　bu　zhcs

bya　b三ゴi　gzしmgs　rdzogs　so　．　　　rgya　gar　gyi　mkhaL　n　po　shi　Icndi’a　bo　dhi　dang　zhu　che｜I　gyi　lo　tsa　ba

（9a5）ban　de　ye　slles　sdes　bsgyul’cing　zhus　te　tJtall　la　phab　pa＾o　　　’⑨一

No．10．365－（’P／π1gyノ）〈1．i’i　ge‘dr〃9ρ‘ピ1〃9∫17go9写ノ

　　⑤2葉：9a5－10a5（189a－190a｝⑥＜L，・1＞．｜・’gα〃・〃9〃7tl⑦　rgya　gar　skad　du　・i　tirya　Sa　ta　kSa　ra

、・idy5　・bod　skad（iu　．＾phags　pa　yi　gc　drug　pa　zhcs　bya　ba＾i　rig　sngags　〆sangs　rgyas　dang　．　byang

chub　scms　dpa’thallls　cad　la　phyag’tsha］lo　⑧’phags　pa　yi　gc　drug　pa　zhes　bya｛10a5）ba’i　rig

s｜1gagSrdsogs　so　　⑨一

No．、b31　Shlo　kαb｝’9yαlobs　pαsogs　g二ungs　s｝1αtsl’i｛｝gs（S川o　kαb｝’9yαlobρα）

　　⑤1》ξ：1－1b3（191a－b）⑥＜∫H．4＞：／’／θ　ka⑦dkon　mchog　gsum　la　phyag“tshal　loηbyang　chub

scms　dpa’sc［ns　dpa’chen　po　snying　po　Ili　c　chen　po　dang　ldall　pa　＾phags　pa　sbyar　ras　gzigs　dbang

Phyug’tshal　lo　⑧shlo　ka　brgya　lobs　pa　l・dzogs　so　．．⑨一

No．10．38．1－（∫／7es　1・‘1／）カプρんα’て，々〃ノフ々｜・iημ〕sto〃g　p／〃’ag／INi　s／lll／〃g‘l　ha　E）コ〃7g

bαピ9｝wbω
　　⑤1葉：1b3－7（191b）　e＜∫HA＞．sXo’79〃〃・・↓9／，’9｜・‘／／）‘7⑦’phags｝pa　shes　rab　kyi　pha　r｛．）1　tu　phyin

pa　stong　phrag　nyi　shu　hlga　ba’i　gzungs．bcoln　ldan　’das　Ina　yしIM　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyill　pa　la

phya9“tshal　lo．’⑧“phags　pa　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　stong　Phrag＜nyi　shu＞IIlga　ba’i　gzungs

rdzogs　so　　’．・．⑨一

No、Xb　．B　．），．
一
　（’s　Tc）ng　Pl1ザαg　b｝’gya　PCI　b：luηg　bar　’9．Vt｛｝－bc♪

　　⑤1葉：2al－4（192a）⑥＜∫ル4＞∫1θ’Wノ〃z’9　bi4gr・〈i　ba⑦　rgya　gar　skad　du　．／　arya　pra　dznyA　pa　ra

mi　ta　sha　ta　sa　ha　sra　dh5　ra　I〕i．bod　skad　du．’－ phags　pa　shcs　rab　kyi　pha　rol　tu　ph）r’ill　pa　stollg　phrag

brgya　ba吟igzlmgs　bcolll　ldarゴdas　ma　shes　l’ab　kyi　pha　rol　tu　phy・in　pa　la　phyag　’tshal　lo∵⑧shes　rab

k＞・ipha　rol　tu　phyin　pa　stollg　phrag　brgya　ba吋igzしmgs　rdzogs　so．　　　⑨一
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No．1038．3一イカノ’Gyαd　sto｝ig」pa　b二z〃7g　bCiパgvz〃・ゐoノ

　　⑤1葉：2a5－7（192a）⑥＜∫HA＞sto！i9　pl〃・α9／）ノ9｜・‘1ろa⑦＾phags　pa　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin

pa　brgyad　stong　pa’igzungs／bcom　ldan’das　ma　shes　rab　kyi　pha　rolωphyin　ma　la　phyaピtsha川o／．！

⑧“phags　pa　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　brgyad　stong　pa＾i　gzungs　rdzoLo．s　so　・．⑨一

No，10．38．4－〈Pl　oa　｝’ol　tL｛　ph．vin　drug　bコ〃i9　bo1・’g3w・g，1、ゾ．vノ

　　⑤1葉：2a7－b4　d　92a－b）⑥〈SHA＞．stoll．9・P／〃・‘19ん91・ci　b‘1⑦　pha　rol　tu　phyin　dru9　gyi　f　nying　po＾i

bzungだphags　pa　yum　shes　rab　kyi　pa　rol　tu　phyin　pa｝a　phyag’tshal　lo戸sallgs　rgyas　phyag’tshal　lo

〆．／chos　la　phyag　’tshat　lo〃dge　’dun　la　phyag　’tshal　lo／ノna　mo　dharlna　kaya・．．　saipbho　ga　kaya／nir

malla　kaya！⑧pha　rol　tし1　phyhl　pa　dnlg　gi　sn＞・ing　Po’igzungs　rdzogs　so．…〆⑨一

No．10．385－〈一）

　　⑤1葉：2a7－b4（192a－b｝⑥＜∫HA＞∫／o〃9ノ・／〃・・19ノ〃9v・7　Z）‘」⑦　dkon　mchog　gg．um　la　phyag　’tshal　lo

．〃⑧pha　rol　tu　phyin　pa　drug　gi　sllying　po’igzullgs　rdzogs〃　〃⑨一

No．10．38．6－　（／）liar　Ph．vin　bcu　thobραノ司這vz〃◆baノ

　　⑤1葉：3a5－7（193a）⑥〈∫H．4＞／フノ7〈〃・ρ々v∫〃・∫’・〃9∫・gs⑦　pha　ro｜tu　phyin　pa　bcu’i　snying　po’i　la

na　cig　thos　pas　pha　rol　tu　phyin　pa　bcu　thob　paビgyur　ro〃⑧pha　rol　tu　phyin　pa　bcu　th〈）b　paビgyur

ba’igzullgs（3a7）rdzogs　so〃　／．／⑨一

No．1038．フー　↓Ts　had　med　b：hi　tliobp（1｝’哨9｝ll｝’ba’i　

g二U｝19s）

　　⑤1葉：3a7－b3（193a－b）⑥＜∫HA＞ρ／1‘〃・ρノ！、T’1‘〃w9∫‘）gs⑦一⑧tshad　mcd　pa　b7hi　thob　par

’gyur　ba’igzしmgs　rdzogs　so〃　〃⑨一

No．10．38．8－（S17　es　i”ab　A｜’i　pha　l’o／t〃ノ功v”？Pαstol？9ρ／”’α9　b「gNa　p〈l　i）コ”79　ba「

’9｝’u｝’bα戊

　　⑤1葉：3b3－6（193b）⑥＜∫∫－1．g＞ρhai・ph．｝・iii〈カ・〃9、写θ9∫⑦bcom　ldalゴdas　ma’phags　ma　shes　rab

kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　la　phyag’tshal　lo，．．／⑧shcs　rab　kyi　pha　rol　tLL　phyin　pa　stong　phrag　brgya　ba

bzung　bar（3b6）’ gyur　ba’i　gzしmgs　rdzogs　so〃　〃⑨一

No．10．38．9－／7）1・iags　pa　pha　！o　po　cke　bコ〃7g　baパg．1’1〃・カ‘θ

　　⑤1葉：3b6－7（193b）⑥〈∫〃，」〉ρ1π〃・ρ励7〈！’・〃9∫09∫⑦dkoll　mcho99sulll　la　phyaピtshal　lo

⑧’phags　pa　pha　la　po　che　bzung．　bar　’gyur　ba’i　gzungs　rdzogs　g．　o　・”i’．・⑨一

NoAO38AO－　（’Pliags　pa　sngong　Po　bkod　b（1’i　｝nong　bkiαgs　i）clr’9Jitlザbα）

　　⑤2．葉：3b7－4a3（193b－194a）⑥＜SH．9＞ph‘〃・1吻・iil〈か〃9、vθgv⑦　dkon　mchog　gsum　la　phyag

‘ tshal　lo〃⑧’phags　pa　sngon9　po　bkod　pa’i　snying　po　rdzog．s　so．．’．．．⑨一

No．10．38．ll－（　’Phags　p〈1　tin9　nge’oヒ∫ηノ’gr・a1　po　’1’i？？〈loわコ〃79　bar　’g．i，i〃’baノ

　　⑤1葉：4a4－5（194a）⑥＜SHA＞tillg’7。v．e　’d：in　sθgs⑦　dkon　mcho．g　gTsum　la　phyag　’tshal　lo〃⑧

’

phags　pa　ting　nge’dzin　gyi　rgyal　po“i　lndo　bzung　bar’ gyur　ba’igzungs　rdzogs　so〃　〃⑨一

No．1038．12一ピP170g∫〃7cl・so　SO1・’ゐ1・oηg〃ia　bzung　baパ．qi’ur　baノ

　　⑤1葉：4a5－7（194a）⑥〈∫仇＞bdlt‘i　g二17σ〃l　s・9～⑦dkol〕mcho99sum　la　phyag　qtshal　lo！／⑧

’phags　ma　so　soピbrang　ma　chen　mo　bzung　baピgyur　ba叫igzullgs　rdzogs　so／／「〃⑨一
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No．10．38．13－rソ）ノπcigs　pci　i‘〃？g　kc〃’　g．shegs　pa　’i〃1‘lo　h”ags　p‘〃“逗l　w’baノ

　　⑤2葉：4a7－5al（194a－195a）⑥＜∫HA＞／・dik∂　g：ho〃1　s〔榔⑦’pllags　pa　lallg　kar　gshcgs　pa　la

phyag’tsha｜lo’・．．・． ⑧’phags　pa　lang　kar　gsllegs　pa輪i　mdo　thams　cad　bklags　paピgyur　ba“i　gzしmgs

sllgags　rdzogs　so〃　t’．ノ⑨一

No．NO．39　bDl｛d　g二ho｝ηPαsogs　sngags　ie　tsilCHI　b｝49yαd（bdi｛ci　g：liom　Pd　sogs

sn9αgs
　le　tsilCl｝1　brgyαC］）

　　⑤3葉：L3al（196a－198a）⑥＜SHA＞／）・／ltc！9二170’η》・9、v⑦一⑧tshuドdil・’bad　ba’i　yα1　gyi　bdag

po　dan9／zhus（3aDb【’kos　bris　byed　rang　dang　Pha　n〕as　gcos！＾ gro　kun　cho　’dir　bde　skyid　phun

tshogs　shil19．’phyi　ina　byallg　chub　sllyillL2　Po　InyuI・thob　shog．sarba　Inal199alalP．．．．　．．⑨一

Ng．10．40　　Byis 　pu’i　gdon　c｜ien　po　bco　lnga　二1・1i　b．　ai’bNed　P（：1 二lies　by（I　bロ　↓Byls　l）Cl¶i

d？en　po　l）CLO　IRgci二12　

i　bα｝吟byed　pα）

　⑤4葉：1－4b｜（199a－202b）⑥＜∫HA＞加v　g（1〔川⑦dkon　mcho99sum［a　phyag＾tshal　lo．．．．　stong

chen　ino　rab　tu’ljonis　ina　la　ph＞，ag　’tshal　lo　⑧　byis．　pa’i　gdon　chcn　bco　lnga　zhi　bar　byed　i〕a“i　g7ungs

rdzogs　so　　　　（4b2）Inangga　laip．　⑨一

No．10．41．1”∠）oノブeゾig，s’bved　k）ゾgコ〃7gY（J・Z）o　ilfc）ゾ1gy　b｝，ed　k）ゾi　sn．vlng　poノ

　　⑤2　ヨξ：1－2b7（203a－204b｝⑥＜SA＞⑦rgy〔1　gar　skad　du　5i｝la　ba　dzra　bhai　ra　ba　dha　ra　1〕i　I1酉Ina

　bod　skad　du　　吋phags　pa　rdo　Ilic’jigs　byed　kyi　gzungs　zhcs　bya　ba　sangs　rgyas　dang．．「byallg　chub

s．　cms　dpa“　thams　cad　la　ph＞，ag　’tshal　lo・⑧“phags（2b5｝pa　rdo　lje　jigs　bdc　kyi　gzugns　zhcs　bya　ba

ma　mllgs　pa　phyirbzlog　pa　rdzogs　so〃　！∵phasg　pas　gsullgs　pa’igzungs　rllams．　rllam　mang　yallgノ．．　rdo

「le’jigs　bycd∠hal　nas（2b6）gsungs　pa’i　gzuglls　．’bsrung　byafi　las　bdun　ldall　pa¶igzungs　lllchoLJ’di　i．．

kun　gyis　thしm　mong　ma＞・ill　rnal’byor　dam　pa吋igzungs　　nlal“byor　gyi　rnal’by〔〕r　chen　po　don　yong

rdo　rje’i（2b7）zhal　snga　Ilas　bsgyur　Ilas　bod　kyi　ban　dhe　skyo’od’byしlng　la　gnad　do　．　　／⑨一

N（）、Xb、4・X、：≧　一　ζ’P｝i（：lgs　P〈ユ　’9ro　長：おng 　l）cピi　rig　snga　g．　s）

　⑤4葉：2b7－5b4（204b－207b）⑥〈＆｛〉⑦rgya　gar　skad　du．arya　drfibida　vidya　rfi　dza．’bod　skad

du　　’phags　pa　’gro　lding　ba吋i　rig　sgas　kyi　rgya［bo　　sallgs　rgyas　dang　byang　chub　sems　dpa叫thams

cad　la　phyaピtshal　lo　　⑧’phags　pOgro　ldil・g　ba’i　rig　sllgags　kyi　rgyal　po　rdzogs　so．rgya　gar

gyi　mkhall　po（b4）ji　na　mi　tra　dallg／dfi　Ila　shT　la　dallg／zhu　chen　gyi　lo　tstsa　ba　ban　de　yc　shes　sdes

bsgyur　ci　ll　LJ　zhus　te　skad　gsal’bcad　kyis　kyang　bcos　Ilas　gtan　la　pab　pa’o．’㌧．／ノ⑨一

NQAQA〕．　 ’Pi？αgs　pα　Sl）ザbl　che｝1　P（）’i　｝？1（：｜o　（’Pliags　pc」 spザi｝？　ehen　po　lαs　kiung　gi

dkyil ’khoザrab　tu　dbab　pa▲

　　⑤20葉：1－20a4（208a－228三）｝⑥＜H．・1＞⑦rgya　gar　skad　du　l　arya　mal〕烈mc　gha／bod　skad〔1し山

’phags　pa　sprin　chell　po’o．sangs　rgyas　dallg　bytmg　chub　scllls　dpa’thams　cad　la　phyag‘tsha川o．．∵⑧

’

phags　pa　sprill　chcll　po　theg　Pa　chcn　po’i　mdo　las　char　dbab　pa　r｜un99i　dkyil’khor　gyi　le“u　zhes　bya

ba．　drug（20a4｝cu　Hsa　bzhi　ba　chog　dang　bcas　pa　rdzogs　so　．．　zhus　dag．！bkra　shis　dge　legs’pheL

⑨一

No．10．43　gza　’　」・na／11S勺・り・〃ノη6g－Za　’．vz，〃θ

　⑤5葉：1－5a3（228a－232a）⑥〈．9＞⑦rgya　gar　skad　du　l　gra　ha　mfi　tr　ka　nii　ma　dh5　ra　l〕i　bod

skad　du．gza“rnams　kyi　yum　zhes　bya　ba“i　gzしmgs．．　sallgs　rgyas　dang　byang　chub　sems　dpa’tllams

cad　la　phyag　’tshal　lo　．i．／⑧97a’　rnanis　kyi　yしIIll　zhes　bya　ba’igzullgs　rdzogs　so〆∵zhus　dag／⑨一
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No．10．44　∫κω・ノ11Cl‘i．1・1〃77　zhes　bvaノ）Cl　’i　gコ〃7gs　CS．ノ（〈〃’．v〃lllノ

　　⑤2葉：一（233a－235b｝⑥＜κ／＞⑦rgya　gar　skad　du．．11a　gSa（一）tra　m5　tri　ka　na　ma　dh烈ra　l〕i．bod

skad　du．skar　maqi　yulll　zhes　bya　ba　gzullgs．drang　srong　skar　ma　la　dga＾bas　zhus　pa　sangs　rgyas

dang、．　byang　ChUb　SemS　dpa“thamS　Cad　la　phyag叫tShal　IO／〆SlmgS　rgyaS　la　phyag’tK．　hal　lo　．　ChOS　la

phyag＾tshal　lo　，．’・．　dge’dun［a　phyag’tshal　lo　／．．　t’　e　skar　rnam　pa　ngan　pa　thams　cadf　bzlog　par　byeb

pa“imdo　rdzogs　so〃zllusdad　gza“1Tlams　kyi　yum　zhes　bya　b三ゴigzungs　rdzogs　s〈）．．．．　zhus　dag／⑨一

No、XbA5　ザDo｝づe’l　mclit｛（’Pliags　Pα｝寸do｝：ieコ｝nchu＞

　　⑤8膓芝：1－8a7（236a－243b）⑥〈Kし’〉⑦rgya　gar　skad　dし1．badzra　du　l〕｛a而111a而ga　sa　ma　ya．．

bod　skad　du〆rdo　rje’imchu　zhes　bya　ba’iklLビidam　tshig　go．tha111s　cad　mkhyell　pa　la　phyag’tshal　lo

．〃⑧rdo（tie’i　mchu　zhes　bya　ba’i　klu’idam　tshig　las．作o　tog　la　gllod　pa　zhi　par　bhcd　ba’icho　ga　klu’i

snying　bo　rdzogs　so　　　．（Sa7）shu　bham　　　　⑨一

No．10．46　i・Do　7’je　gn（’m　lcags　mc／7〃θ・L）o　｝：je　g｝1αノ〃1α’gs〃1（・huノ

　　⑤4葉：1－4a5（244a－247a）⑥＜κE＞⑦rgya　gar　skad　dし1．．烈1）・a　badzra　lo　h三l　du　llda　l15　ma　dl｜烈ra

1〕i／bod　skad　du／’ phags　pa　rdo　rje　gllam　lcags　kyi　mchu　zhes　by’a　ba’i　gzungsピsangs　rgyas　dan9／

byang　chub　g．　ems　dpa“　thams　cad　la　phyag　’tg．　hal　lo’i／． ⑧rdo　ljc　gllam　lcags　mchu／hcs　bya　bati　g／ungs

rdzogs　so　　dgビo．．　．．．⑨一

NQAbAフ　　’Phags　p（l　IC（19S　mChu　CP｝1〈二｛gs　pαIC‘tgS　nnClu｛）

　　⑤4葉：1－3a5（248a－250a）⑥＜κ0＞⑦rgya　gar　skad　dい「烈rya　lo｜ia　du　i〕c．la　ma　dh5　ra　i〕i．’bod

skad　du　…phags　pa　lcags　mchu　zhes　b｝・a　ba“i　gzしmgs．／sallLJs　rgyas　dallg　byallg　chub　senl　g．　dpa＾thams

cad　la　ph＞・’ag　’tshal　lo．．．⑧’phags　pa　lcagg．　mchu　zhcs　bya　ba’i　g／しIIlgs　rdzogs　s・　bkra　shis．⑨一

No．10．481Cαgs〃？c／711〃ag　po〈’｝）hag，s’　po　lcag．～・〃．lc／7〃’πctg　pciノ

　　⑤49S：1－4a7（251a－254a）⑥＜KH1＞⑦rgya　gar　skad　du／51ya　lo　ha　k51a　du　S∫a　n烈ma　tlh亘ra

r？i．．．bod　skad　du　．　／t“phags　pa　lcags　mchu　Ilag　po　zhes　bya　ba‘igzullgs．．．　sallgs　rgyas　dallg　’byaiitJ　chub

sems　dpa’thams　cad　la　phyag’tshal　lo　．．⑧’phags　pa　lcags　mchu　Ilag　Po　zhes　bya　ba“i（4a7｝gzullgs

than　chen　rab　tu　zhi　bar　byed　pa　klu　rje　rigs　kyi　gnyell　po　rdzogs　so．．⑨一

No．X（）、49　Zαngs　mclit｛d｝｝？αr　po 〈’Pi・？αgs　pαzαngs　mcln｛dmciザPo）

　　⑤10葉1－10a2（255a－264a）⑥〈κ〃じ〉⑦rgya　gar　sklld　du．’．㍉a　gha　d／ha　pra　tang　bhan　dha

gh5垣kallg　kang　brit　tsa　kha　dha　y5！bod　skad　du．’ phags　pa　zallgs　kyi　mcllu　dmar　pos　gdug　pa＾i

pllyogs　thams　cad　glloll　par　byed　pa“i　gzungs　．　sangs　rgyas　dang　b｝allg　chub　sems　dpa吋thams　cad　la

phyag’tshal　loゴ⑧zallgs　mchu　dmar（10a　1）po’igzungs　rd7c〕gs　s〈）．たrgya　gar　g｝・i　mkhan　po　dznyfi　lla

de　ba　dang！bod　kyi　ban　de　chos　grub　dang／lo　tstsa　ba　ka　ba　bha　bos　bya　tsllal　du　bsgyur　cillg　zhus　tc

gtan（10a2）la　phab　pa’a［sic．］∫．ノ／．／Inallgga　lam．ヴ⑨一

No．X（）．Sb　’Phαgs　p〈l　khα｝ncht｛nαg　poゴli　bar　byed　Pα（　’Phags　p（］kha」13cjllf　nα9

po二｝1i　bαドbyed　pα戊

　　⑤3葉：1－3al（265a－267a｝⑥〈κHE＞⑦rgya　gar　skad　dし｝／arya　kha　dunp　dharma　ta　ba　ye　nfi

ma　ma　ha　yA　lla　sO　tra．．．　bod　skad　duバphags　pa　kha　mchu　Ilag　po　zhi　bar　byed　pa　zhsc　bya　ba　theg　pa

chen　po吋i　mdo．sangs　rgyas　dang　byang　chしlb　sems　dpa’thams　ca（11a　phyag吋tshal　lo． ⑧’phags　pa

kha　mchu　nag　po　zhi　bar　byed　pa　theg　pa　chen　po’imdo　rdzogs　s〈）．．．．．〆mangga　lam．⑨一
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NojO．51．1　it’fi917π〃11ノ）〈〃’　sp．i’odp〈ピ↓〃g∫〃9‘lg，s’仁∫）hctgs　p‘’〃lig〃？〈〃）1」o〈〃・．～了元vo〈∫

PCIノ

　　⑤4葉：1－3b3〔268a－270b）⑥＜κ〃0＞⑦rgya　gar　sktld　du’．恥msakSu　bi　sllo　dha　lla　l1烈ma

bidya∫bod　skad　du／．’phags　pa　lnig　rnam　par　spyod　ba　zhes　bya　ba’i　rig　sngags／．　sangs　rgyas　dang／

byang　chub　scmg．　dpa’　thams　cad　la　phyag’tshal　lo．．「⑧’phags　pa　lnig　mam　par　spyod　pa　zhcs　bya

ba＾irig　sl19ags　rdzogs　so　　⑨一

No．10．51．2－〈ルfig　i7c〃lgノ’‘／カttに／1　i　i）〈〃

　　⑤2葉：3b3－4a4（270b－271a）⑥＜κ〃0＞⑦rgya　gar　sktld　du．ぽ◎・a　sakSi　do　ga　pra　sha　ma　lOi　sO

tl’a　．　bod　skad　du　．’phags　pa　mig　nad　rab　tu　zhi　bar　byed　ptゴi　mdo　sallgs　rgyas　dal19．．．　by（mg　chub

semg．　dpa’　thamg．　cad　la　ph＞，ag“tshal　lo　⑧’1・hags　pa　mig　nad　rab　tu　zhi　bar（4a4）byc（1　pa’i　mdo

rdzogs　s・．．⑨一

No．105L3－（ksa　・cピ∫’π／ノi9　i・ab　tlに／7i　bαノ

　　⑤1葉：4a4－6（271a）⑥＜人1∫0＞⑦dkoll　mchog　gsum　la　phyag’tshal　lo’⑧kSaya’i　llad　se［ba’i

gzUngs（4a6）1・dzogs　so．　　　⑨一

No．　N　

b．S、A－↓gZl’ian9’brum：lli　ba）

　　⑤2葉：4a6－5b3（271a－272b）⑥＜κ〃0＞⑦rgya　gar　skad　du．恥a　arsha　pra　sha　ma　lユi　s面tra

bod　skad　du　　’phags　pa　gzhan9　“bruni　rab　tu　zhi　bar　bycd　pa＞i　mdo　　sallgs　rgyas　dang　byarig　chub

sems　dpa’thams　cad　la　phyaピtsllal　lo．．．⑧’Phags　pa　gzhal19’bnnn　rab　tu　zhi　bar　byed　pa＞i　mdo

rdzogs　so／．〆　∴．’rgya　gar　gyi　mkhall　po　jina（5b4）mi　tra　dallg，．　d［1　na　shi　la　damg’zhu　chen　gy日o　tstsa

ba　ban　dhe　ye　shes　sdes　bsgyurcing　gtall　la　phab．’．．．’〆⑨一

No．10．515－　（iN」ang　th〈」〃ls（：・‘1‘1二／7i／）〈〃

　　⑤2葉：5b4－6b　l（272b－273b）⑥＜κ〃0＞⑦rgya　gar　skad　dいarya　sarba　ro　ga　pi－a　sh三l　ma　ni

（5b5）11a　llla　dh5　ra　ni’tt　bod　skad　du／’phags　pa　llang　thlnas　cad　I’ab　tu　zhi　bar　byed　pa　zhes　by　abtゴi

gzungs．’．　sangs　rgyas　dang　byang　chub　g．ems　dpa＾　thams　cad　la　phyag“tshal　k）．「 ⑧’phags　pa　llang

thanls　cad　rab　tu　zhi　bar　byed　pゴi（6bDgzungs　rdzogs　so　　・　⑨一

No．105L6－（Ri肌s’　｝？ζ1ノ？g二／？i　b‘ピ∫g二z〃lg，S　g／n＞∫5ノ

　　⑤1葉：6b1－3（273b）⑥＜κ〃0＞⑦dkoll　mchog　gsum　ltl　phyag’tsha日o．．・”phags　pa　’od　dpag

med　la　phyag　’tshal　lo．．．．． ⑧rims　nang　zhi　bεゴi（6b3）gzullgs　l・dzogs　so・・’．．．⑨一

No．10．51．7－〈一ノ

　　⑤4葉：6b3－7a6（273b－274a｝⑥＜κ〃0＞⑦rgya　gar　skad　du／alya　dzwa　ra　pra　sha　ma　lli　n烈ma

dh巨ra　1〕i／．　bod　ska（l　du／．’ phags　pa　rilns　nall　grab　tu　zhi　bar　bye　ba　zhes（6b4）bya　ba句i　gzしmgs　「．　sangs

rg＞・’as　dang　byang　chub　sems　dpa“　thams　cad　la　phyag　－tshal　lo．⑧’phags　pa　rirns　nan9［・ab（7a6）tu

zhi　bar　byed　ptゴigzungs　rdzogs　so・．．　’．．’⑨一

No．10．51．8　rMaゐ．vα（’／7e’？mo’f▽v”7gρ〔）（一ノ

　　⑤1葉：7a6－7（274a）⑥＜KHO＞⑦dkon　mchog　gsしlm　la　phyag’tshal　lo．．　sangs　rgyas　kun　nas

thogs　med　ston［a，　ph＞’ag　’tshal　lo　・’⑧“phags　pa　rma　bya　chcmno叫isnying　Po　rdzogs　so．．〆　mal〕99a

1．1　l！l．∴⑨一
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NQ、Xb．Sユー（’Pliags　Pα　gegs　sel　bα）

　　⑤1葉：la1－b4（275a－b）⑤〈G／＞bgegs　sel⑦rgya　gar　skad　du　tii3・a　bi　ghnan　bi　nE　ya　k5　ra　tra

dha　ra　ni．bod　skad　du－ phags　pa　bgegs　sel　ba’i　gzungs／⑧’phags　pa　bgcgs　scl　ba　zhes　bya　ba‘i

gzungs　rdzogs　so’．’　．．　gu　gll　sel　po　dallg　pha（lb3）walp　gi　rtug　pa　kun　la　bsku　ba’i　rluLJ　pa　sbyar　ba白i

bas　gdugs’ go　ba’i　nad　pa’i　gan　du　phyin　yang　mi　tshugs、．　gos　pa　la　thug　na　myur　dus　la　khyhn　du

q bylmg　Po　gnod　bdag（lb4）la　rab　tu　bsngags　so∴　／．1　nannga］alll．　．ド⑨一

No．10．53　’Phags　pa　ba1・　dzi　gco‘1　pa　tha〃？∫coゴノ．〃α〃7　pc〃．、吻Y），7gゐ‘1（Bai．‘∫〃gω〈1

pa　tha／ns　cod　sbyong　baノ

　　⑤2葉：lbl－2b3（276b－277b）⑥〈Gじ＞ba”∂”9cθ∂／）a⑦　rJ」ya　ga，　r　skad　d・い5rya　sarva　sabll　ta　l’a

ya　bi　sho　dha　ni　n互nna　dha　ra　ni．！bod　skad　du．．’ phags　pa　bar　du　gcod　pa　thams　cad　nlam　par　sbyollg

ba　zhes　bya（1b2）ba“i　gzullgs．sangs　rgyas　la　phyag“tshal　lo．．．．　chos　la　phyag’tshal　lo　　dge’dun　la

phyag’tshal　lo．．⑧’phavu．s　pa　bar　du　gcod　pa　thams　cad　niam　pai’sbyong　ba　zlles　bya　ba’i　gzungs

rdzogs　so’∵．’．〆mannga　Ialp　Z⑨標題紙右に佛印

No．Nb．54　Noザlliα　gseピod｛（gSeピod　nor　lha＞

　　⑤6葉：1－6b7（278b－284b）⑥＜GE＞n・’・〃lcl⑦　rgya　gar　skad　dし「亘r｝’a　rad　na　dhi　ra　ni，．　bod

skad　du〆“ phags　pa　gser＾od　dai丁1　pa　mdo　sde’i　dbang　po∋irgyal　pol　as　．　Ilor　phyags（lb2）skyong

zhillg　spel　ba　zhse　bya　ba’i　gzungs．ドdpal　lda、　n　rnam　thos　sras　dang　5rya’dzam　bha　la　la　sogs　pa　r］or

Iha　’khor　dang　bcas　pa　mams　la　phyag　’tshal（lb3）lo．　II．⑧¶phags　p〔l　gscr’od　dam　pa　mdo　sdc’idbang

po’irgyaI　pol　as．　1　tshe　rabs　thams　cad　du　yo　byad　phun　suln　tsllogs　pa’日e’しl　stc　bcu　bdun　pa　rdzogs　so

t’〃．mannga　la叩！．．i’⑨一

No．10．55　gSeパod　g．Nang∫skyabs二hes　bva　ba（gSal”o〈〆”）．｜’c〃1．gs．skNCibSノ

　　⑤ll葉：lb1－llb3（284b－294a）⑥＜GE＞9．．IT〃79⑦rgya　gar　skad　duほrytl　su　wa　rl〕a　sa　ta品1コ〕a

ma　h5　ya　na　s口tra　hu　yc／bod　skad　du　1’ phags　pa　gser’od　daln　pa　mdo　sdc’i川b2｝dbang　po’i　rgyal

bo　kas　g．yang　skyabs　zhes　by　aba！sangs　rgyas　dang　byallg　chub　sems　dpa’thams　cad　la　phyag＾tshal

lo／／⑧bkra　shis　dge　legs＾phel一⑨一

NQ．1056　’Phαgs　pαllor　gyiザ9ylm二lies　b｝・αbαkhyi｝n　bclag：1αbαb二ang　POS　zillts

Pα（’Phαgs　n？αnorド9〕・1｛n　ma’l　gコ｛ngs　mdo＞

　　⑤6葉：1bl－6b1（295a－300b）（）＜GO＞ノ10∫’　ltgll’1〃7⑦艮・gya　gar　skad　du／．　al’ya　ba　su　dha　ra　l1百

ma　dhA　ra　l〕i／bod　skad　du／’ phags　pa　nor　gyi　rgyun　zhes　bya　ba＾i　gzullgs／sangs　rgyas　dang　byang

chub（lb2）sems　dpa’thams　cad　la　phyag’tsha川o／／⑧＾phags　pa　nor　gyi　rgyun　zhes　bya　ba’i　gzungs

rdzogs　so，プ　〃mangga　lam〃⑨一

No．lb57　’Phags　pαnor　bt｛bこα｝？g　po’i　gzungsピ1）hαgs　pαno｝’bu　b二ang　PCピi

gz’t｛ngs）

　　⑤2葉：lbl－2a5（301b－302a）⑥＜IVG1＞1・・膓・9コ〃lgs⑦rgya　gar　skad　duぽlya　111a　l〕i　bha　dra　ll巨

ma　dha　ra　rPi／bod　skad　du／’ phags　pa　nor　bu　bzang　po’i　gzullgs　zhes　by　aba／dkon　mcho99sum　la

Phyag（lb2）’tshal　lo，／／⑧9phags　pa　nor　bu　bzang　Po叫igzungs　rdzogs　so．ill　／．i　sarba　man99a　laqi〃⑨一

NQ、1b58　A　

pαrαyang　dαg　skes　l｛）；i　gここ｛ngs（A　pa　ra｝｝ang　dαg　s｝les　kyi　gコmgs＞

　　⑤2葉：1bl－2b4（303b－304b）⑥＜NGU＞yα179品9、∫17e5⑦rgya　gar　skad　du／yak§a　a　pa　ra　bi

shud　dha　na　ma　dha　ra　1）i／bod　skad　du／gnod　sbyin　gzhan　gyis　thub　pa　yang　dag　shes　kyi　gzungs
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／dpal　phyag　lla　川b2｝rdo　djc　la　phyag　’tshal　lo

shubhanp．．’⑨一

⑧apa　ra　yallg　dag　shes　kyi　gzullgs　rdzogs　so

No．1059　Gηo‘／ψv∫〃ん’heノ・‘1’？oノ・、～；pe1　ba’i　gコ〃7g．s’　（K〃be　1・Cl　tlOl・soe！b〈ピ／gコll？g．s’ノ

　　⑤4葉：lbl－4a2（305b－3（）8a）⑥＜VGE＞k〃／，e　j・（’⑦rgya　gar　skad　du’5　rya　ku　be　ra　rad　na　bha
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yollgs　su　bsngo　ba・’sangs　rgyas　dang　byang　chub　sems　dpa’tllams　cad　la　phyag’tshal　lo．．〆⑧rdo喰

rgyal　intshan　gyi　yoIIgs　su　bsllgo　ba　rdzogs（2b5）so．り　．　tt　／t．　sarba　nlaI199a　lam’．⑨一
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NoAb．Xbb 　De　b：油1　gshegs　pαlnga　’i　bkrαSkis　sogs　l．De　b二｝1in　gsliegs　pαlna9’i

bkドαsl？is／de　b：煽n　gshegs　pα’i　md：αd　pαbαピi　bkra　sliis／sangs　rgt’as　dpa’bo

bclt｛n　bk｝’a　sliis　sogs　te　chOs　mts｝iαn　brgyαclang　ngon　drt｛9　tsanl　b：httgs　pαlas／

glS　

ug　tO｝”nα9　mo　dan9／二αngs　mchu　dmα｝’PO　SOgS　dpyαd　g二liir　gSUngs　kyad’jミgS　pα

rnαms　lα｝1ye　bω41・nkho　bltαドηπ】ph｝’ir ’dl｛s　pαdαn9／ザ9yαnαg　dαng　gter　nαs　byOη

pωマ9｝膚αgs　pαdang　bα｝q　cl1αd　sel　bo　lαbsηgogs　tsl？L｛1∫ogs ’ga’re〕｝ω？9　glegs　bωηgyl

1’？1．jllg　gi　Cha　la　bZhugs　pαyαng　MCI　pliNi　SOr　bZhtigs　tkO　9：hαn　yαn9ザgag　brtan　dαn9

nOドbt｛CliOS ’kho｝’gyれηgO　Oηαng　dU　b二hl｛gS　gザaS　nαS　ltSαgS　SbregsドαbザkOS　la　y）

　　⑤5　《｝ξ　：lbレ5a2　｛663a－667a）　⑥　＜∫）H「0＞　bkras∫1”∫　⑦rgya　gar　skad　du／panytsata　tha　gata

mangga　la　g亘tha　i．　bod　skad　du／de　bzhin　gshegs　pa　lngaqi　bkra　shis　kyi　tshigs　su　bcad　pa〃dkon

（1b2）mchog　gsum　la　phyag．　’tshal　lo⑧．．．〕ig　nen　khams　su’ang　lo　nyes　mu　ge　dang，・．　nad　yams’tha

brtso　daln（5a2）1us　nyer　zhi　llas〃bde　skyid　mda’thang　yar　ngo叫i　zla　ba　ltar／／ches　cher　gollg　nas

gong　du’ phel　bar　shog／　〃sarba　dza　gatalp／／⑨一

※目録ではここに＜CHA＞yum　rgyas’bring　pa　sdus　gsum　dang　yi　ge　gcig　ma．＜NYA＞tog　gzungs

bsdus　pa．＜SHA＞byis　pa’igdon　chcn　bco　lnga　zhi　bar　byed　pa、＜CA＞phyugs　nang　rna　gnad　thams

cad　zhi　ba　dang　bod　nang　zhi　ba’igzungsが入る、

No．N（）．10X　gZungs　sngags二αb｝ηo　pliNOgs　gcig　tu　bsdi｛s　pαngαn ’gFo　gcod　spt｛gri

二kes　byαbα↓gZungs　sn9αgs：αb　moザnαms　pllyogs　gcigれ｛bsdt｛s　pα｝

　　⑤　19身ξ：1bl－19a2（668a－686a）⑥＜BJ＞g二’〃7g∫bs‘了tls⑦Ilamo　rama　tra｝亘ya’．　bya　spyod　nla1

叫byor　bla　med　rgyud　sde　lasん．　gsang　sdegs　l’ig　sngags　gzullgs　sllgags　zab　mo’i（lb2）tshogs．．．・＿⑧＿

mi　thon　pa　111allls　kyi　don　du　yi　ger　bkod　llas　．．　lho（19a2）brug　gnaln　skas　Ilgan　du　sras　pa／phyis　guru

chos　kyi　dbang　phyug　gis　gtar　nas　bton　te＾ gro　doll　rgya　chen　po　mdzod　do．．．　〃⑨一

No、Xb．XOユsMon　ia｝n　stobs　po　che　（sMon　1αm　stol）s　；）o　clie）

　　⑤4葉：lbl－4a2（687a－690a）⑥〈Bし「〉∫〃1・il／clM⑦　tsi　tta　ab　de　nas　thog　ma’i　sangs　rgyas　kun

tu　bzang　pos’khor　ba＾i　seIns　can　rnams　can　mams“tshang　mi　rgya　ba’i　dbang　med　pa’i　smon（lb2）

lam　khyad　par　can’di　gsしmgs　so〃＿⑧＿sdllg　bsngal　rim　gyis　gro　la　llas　kyan9．々mthar　thug　sallgs

rgyas　thob　par　shog〆ces　slnon　lam　stobs　po　che（4a2）rdzogs　so〃　〃111angga　laqi〃⑨一

No」0．103．sDig　bshags　gぷer　gr7i　s　ohi”〃g〃〈sDig　bshags　gse’”　gr，1∫sp乃rz’g1ゴノ

　　⑤6葉：lbl－6b6（691a－696b）⑥＜BE＞sdig　bshags⑦　rgya　gar　skad　du／namah　sarba　ta　thfi　ga　ta

buddhaきrl／bod　skad　du／sdig　pa　thams　cad　bshags　pa’i　mdo／phyogs　bcu　dus　gstlm（1b2）gyi　sangs

rgyas　dang　byang　chub　sems　dpa’　thams　cad　la　phyaLo．　’tshal　lo〃⑧＿bsngo　ba　smoll　lam　btab　tshad

’grub　par（6b6）shog／sarba　mangga　lam．／！〃⑨一

No．XO．XO4　gSe｝－od　dαni　i）a’i　bsliags　pα↓gSe｝’　’od　dam　Pα’i　bsl’iαgs　pa♪

　　⑤4葉：1bl－4b　l（697a－700b）⑥＜BO＞gse’・bsh‘」gs⑦　sangs　rgyas　rkang　g．nyis　dam　pa　dag・

thugs　brtse　thugs　rie　ldan　pa’i　thugs∴．　gallg　dag　phyogs　bcu’ピjig　rten　na　1．．　tt　bzhugs　pa　bdag（1b2）la

dgollgs　su　gsol．〆∵　．．．⑧bsod　llallls’di　yis司gro　ba　111a　Ius（4b　l）baung　chub　chen　po　nlyur　du　thob　par

shog　ttttt　t／．．．！sarba　mangga　lamパ．ノ．∵bsngo　ba　slnon　lam　btab　tshad’ grub　par（6b6）shog　l　sarba　mangga

lamパー．、⑨一
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NoAb．NOs　sKai　bzαng　rgyαn　gyi　pil｝’u｝19　bαzhes　byα　ba　（｛）sKai　b：αn9ド9yαn　gyi

’ph｝amg　bα）

　　⑤ll葉：lbl－Ilb3（701a－711b）⑥＜A4／＞gseノ・bshags・⑦rgya　gar　skad　du，1i　ta　thfi　ga　ta　na　ma　sdri

ti　k5　vi　ka　bha　dra　a　lam．　kfi　ra　m5　la　na　ma／bod　skad　du．i　de　bzhin　gshegs　pa叫imtshan（1b2）brjod　pa

bskal　bzang　rgyan　gyi　phreng　ba　zhes　bya　ba↓sangs　rgyas　thams　cad　la　gus　pa’i　gtsug　gis　pllyaゴtshal

lo〃．⑧de　bzhin　gshegs　pa’imtshan　b巾d　bskal　bzang　rgyan　gyi　phreng　ba　zl〕cs　bya　ba・kha　chビipan

由ta　shfikya　srih　sbyang　ba　rdzogs　so〃　〃rdo　rje　gcod　pa’i　sllyillg　Po’di　lan　gcig　bklags　Ila　rdo　rje

gcod　pa　khri　dgu　stong（lla7）bklags　pa　dang　mnyam　pa’i　sllgags　la／na　1110　bha　ga　wa　te／pradzny5

pa　ra　lni　ta　ye　1．、．svasti／phan　bde’i（11b2）’byung　gnas　rgyal　bstan　yongs‘dしピiljol1〆：rab　rgyas’gro

kしmthar　mchog’bras　bzang　la〃spyod　phyir　bkra　shis　lhun　grub　chos　grwa　cher〃chos日lb3）sbyin

’dzid　med　da1句 gro’irgyul1’di　spel／　／sarba　dzaga　tam．〃　〃⑨一

No・11　’Pj？ags　pa　dzam　bhαiα’i　nit∫1？an　bi’gya｝’tsa　l）rgyαd　pa聖シャンバラ／08

つの相
　　0チベット紙②6L8・16．7（51．8・lo．7）cm③版本④81f⑤3葉：la］－3b4⑥＜＜た‘〃n　hha＞

⑦（lbl）rgya　gar　skad　du／5rya　zambha　la　n互ma　a§tasha　ta　ka・bod　skad　du－phags　pa　dzam　bha

la’i　mtshan　br－a－yad　pa　i　’ phags　pa　gnod　’dzin　pa　phyags　la　’tshal　lo　／．1．⑧（3b1）　srid　kyan．g　ni　the　tshom

med〃na　mo　ratna　tray5ya／na　mo　lna　1コi　bha　dra　dra　ya／mah烈yak》a　se　Il百pa　ta　ye／olll　hnlp　trar孔

ka　dzrirp　hrTrp　tralp　dini　bya　ratno’u　gA　pa　ri　sha　1〕a／ata　ba　ka／．　de　wa　yaksha　sa　ma　ya　ma　nu　slna

raf（3b2）hrih　h口rp－－svahA戸phags　pa　gnod¶dzin　gyi　mtshan　brgya　rtsa　brgyad　pa　rdzogs　so．．．　1　∵dge

ba’i　di　yi　skye　ba　thams　cad　du〃bla　ma　dkon　mchog　gsum　dang　ma’bral　zhing　IF　IIyam（3b3）dag

’gro　ba’i　re　ba　skong　ba　la〃’jam　mgon　bla　ma　lta　bur　bdag　gyur　cig／’dir　’bad　dge　ba　ji　snycd　bsags

pa‘i　mthus〃rdo　Oe’chad　dang　dbyar　med　tsong　kha　pa’i　i／bstan　pa’i　rgyal　mtshan　phyogs（3b4）

bcur（一）’dzugs　pa　la〃parp　chen　dge“dun　grub　dang　mchungs（mtshungs）par　shog／sarba　manggalam

〃〃⑨一

No．i2　Shes　｝－ab　snyb？gρo’∫／∫ム／Rong　ston　chen　po　shes　bya　kun　rig般若心経注

　　0チベット紙②52・9．7（47・6．3）cm③版本④6行⑤7葉：lal－7a3⑥心⑦（lbl）yum

chen　mo　shes　rab　kyi　pha　rol　tu　phyin　pa　la　phyag’tshal　lo〃shcs　bya　ma　lus　mkhyen　pa’i　bcom　ldan

’

das〃thub（Ib1）dbang　zhabs　ia　gus　pas　phyag’tshal　nas〃shcs　rab　pha　rol　tu　phyin　pa’i　snying　po’i

don．〆dri　Ined　ngag　gis　cung　zad　bshad　par　bya〃⑧（7a2）tshe　phyogs　dus　kun　du　rgyas　par　gyur　cig

／／．／／sher　snying　la〈sha　ra＞dva　ti’i　bu　gnyis　yod　zer　yang　rgya　dpe　med　cing．．．　khong　du　gzしlgs　kyi

khams　med！　mig　gi　rnam　par　shes　pa’i　khams（7a3）　med　ces　pa’iskad　dod／na　rt－i　pa　dhti　turf　na　tsakSu

ri　dzna　na　dha　tur　zhes　pa　snang　yang　lo　tstsha　bas　bod　skad　la　bastu　ba　byas　pa’oノ／　．りmalllgalaln〃　〆．．／．

⑨書込2a（赤鉛筆：付番号L7a．表紙あり．虫害あり（補修済），　lnargin右側漢字表記

No．、3　dB1・1｝ηO　rtsa　bαshes｝＾αb　l亘，≡ngag　don　bs｝1αd　Pαrin　P（）che’i　phドe｝lg　bα／

dGe　’dun　grub　pa根本中般若の語義解釈「寳量」

　　0チベット紙②59．2・99（47．5・6．1）③版本④5行⑤48葉：lal－48a5⑥’M∫／le’bηgClg

ct・il＜GA＞⑦（1bl）dbu　ma　rtsa　ba　shes　rab　kyi　nags　don　bshad　pa　i・in　po　che’i　phreng　ba　zhes　bya　ba

〃chos　dbyings　nam　mkhar　chos　dang　chos　min　rna1〕ゴbyed　dam　chos　tsa　zer　ci　yang’ phro　i，i　shes　pya

kun　shes　dri　med　ye　shes’ode（lb2）zer　snang　ldan’gro　kun　thabs　shes　padnlo’i　gnyenん．⑧（47b6）

slad　kyis　ras’ grul　snang　gi　gtsug　lag　khallg　du7．　rgya　gar　gi　mkhan　po　ka　na　ka　dang／10　tstsha　ba　de

nyid　kyis　zhu　chen　bgyis　pa’o〃　〃mtha’gnyis　las　grol　thabs　shes　dbu’lam〃ji　bzhin　sgrub　la　gzhan

dring　mピjig　Phyir〃dbu　ma’i（48al）bstan　bcos　kun　gyi　rtsa　ba　ni　！t’　shes　rab　ces　bya’i　rnam　par　bshad
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byas．　dgc　ba’di　yis　bdag　dang’ gro　ba　kun　　dge　legs　kしm　gyi＾byung　gnas　rin　po　chc　　’dしm　pa’igru

po　chc　la　rab　brten　Ilas，．．ノgrllb　pas　（48a2）dpal’byor　bzang　po　thob　par　shog〆rgyal　ba　lnchog　gi　go

“

phang　Ina　thob　par　．．　rgyal　bas　gsしmgs　ba’i　chos　kyi　rnaln　graIIgs　kun　’rgyal　ba’idgongs　pa　ji　bzhin

’

dzin　pa　la　　rgyal　s［as　’jam　pa“i　dbyallgs　su　bdag　gym’cig　dbLl　ma　rtsa　ba　shes（48a3）rab　kyang

gdon　bshad　pa　l’ill　po　che°i　phl・ellg　ba　zhes　bya　ba　’di　ni　ili　e　btstm　＾jam　pa’i　dbya］iL2s　kyi　slas　thu　bo

shar　tsollg　kha　pa　chen　po　blo　bzang　grags　pa’i　dpal　la　sogs　pa＞i　niklias　grllb　dしl　ma’i　zhabs　rdul　spyi

bos　kcn　pa　dge　tdun　grub　pa　dpal（48a4）bzallg　pos　bag　yod　kyi　lo　smin　drug　gi　zla　ba“｛yar　do“itshes

bcu　bzhi　la　dpal　ldan　snar　tha｜1g　gi　gtsug　lag　khallg　chcll　por　lcgs　par　sbyar　ba“o　．　　　’dis　kyang　rgyal

ba’ibstan　pa　1’ill　po　chc　sgo　thams　cad　nas　phyogs　thmas　cad　du　dar（48a5）zhing　rg》・as　la　ylm　ring　dし1

9］uas　par　gyur　cig．／dge　legs＾ phelル　ん．⑨一

No．14．A　［a］～［b］B．1’c7　kciノ・clη‘れw〃］cll　PCI　clc〃lg〃αg∫Ap’i．’fligノ）cl　g’η・孟∫／Slob　dpon

aI川ゴ十頒と性入論
　　［a］一［b］0チベット紙②532・．8，4（46．8・5．7）cm③版イs④6行⑤4葉la｜－4a6⑥slt〃1

＜／）・ISre＞　C’ltノ）c’⑦rgy・a　gar　skad　du　b＞，fi　kara　i〕a　niU　la　trin．i　s｜］ad　nA　ma　bod　skad　du　lung　stoll　pa

rtsa　ba　s　LmM　cu　pa　7hes　bya　ba　．　slnra　ba“i　dbang　Phyug　’jam　P21’idbyallgs　la　pllyag　’tshal　lo．’gang　la

yOII　tall　mChOg　mda’ba’i　，．．’．　dkOn　mCh（）g　de　la　phyag　’tShal　IO．．．’gang〔｜b2）giS　Sgra　dbyallgS　gSUgnS

ba　yi’∵　’jam　pa’i　dbyangs　la　phyag　’tshal　lo　．ノgang　gis　lning　gzhi　sllgoll　gsしmgs　pa’i　．　rtag　zhi　ba　la

phyag　＾tshal　lo　　sdc　ba　sbyor　Iegs　mdzad　mkhas　Ilnallls　dang　　bla　111a　Ia　yang　p｝コyag　’tshal　Ilas

bs｜ab　pa　kしm　gyi　gzhi’dzin　cillg　．1’ig　byed　smra　ba（lb3）mams　gyi　rgyu　．⑧（4a5）’di　kun　I’togs

gyul・cig　l　bya　ka　ra　l〕a＿（sic．）1as　kull　tu　bzang　po’iby百LJ］コyis＿（sic．）pa’oん．．　a　yiLJ　rab　mdzes　las“ongs

shes　blo’i　gtcr．．．．1〕has　rgo　la、va　skycs　zil　ba　Iloll　gdollg　lnga　bzhin　．　chags　sogs　sgrib　bral　nits．　hungg．

med’jam　dkar　mthus　　ma　h5　mkhas　pa’igtso　bo　llyid　gyur　cig　（4a6）dbyangs　bzhi　gsal　byed　sum　cu

dang，’sngc）n‘ jug　lnga　dang　llies’jug　bcu．．「．．　MtJO　gsulll　gdags　gsu｜n　yallg’jug　gllyis　．tshaiコ£J　ba“i　legs

bsha（いdi　rmad　byし111L」　1，’i’　Paビdi　se　ra　hor　chcn　sriyi　kha｜ig　gsham　du　bzhugJs．　／t．　dgc“o　i’．！⑨［a］～［b］〃）・有

複あり佛印：Ia．，1　i．込：la（墨：蒙llr僧メルケン・クンポ　著スンクク釈｝．　lb（赤鉛筆：ド線

と付’番ナナ）．

No．14B　［a～b］8．v∂えαiZt｝la’i　1・tso　i）CI、sz〃11　Clt　PCI　cf（〃？gノ・10g－s左v∫7〃g」oαg1τvλW　Slob

dpon　a　nu．三十頒と性人論

　　［a］一［b］0チベット紙②56・｜03（512・7）cm③版本④6行⑤4葉：laL4b5⑥　stim
〈ノ・（’9ピ〉〃‘」g、y⑦i－gy・a　gar　skad　du／by5　kal’a　l〕a　lnロla　triln　shad　l〕百ma・bod　skad　du　dしlng　ston　pa

rtsa　ba　sum　cu　pa　zhcs　bya　ba　・’　ngag　gi　dban9　phyuLe．’liam　pa’i　dbyangs　la　phyag　’ts　hal　lo　iV⑧ccs　by5

ka　ra　1〕a　suln　cu　pa　d三mg’rtags　kyi　lj　utJ　pa　zhc　bya　ba　slob　dpoll　a　rlus　mdzad　nga　rdzogs（4b6）so

⑨［a］～［b］の．重複あり佛印：la．　Il｝込：la｛墨：ングルチュ／／スンタク、lb（赤鉛軍）［a］薄紙

［b］表紙なし

No．15　［a～b］｝lt／gailg．s’c’c〃191・i謙‘κノA］’is　bi－da　sp1‘od」pa　’i　bstcm　bcos、∫z〃ηCll　PCI

dαng　rtαgs　ltT）ri　ljug　paゼ1｝’｝1αMI　bsiicici　mkl1αs　｝ηd？og　siれピi：liai　iu｝lg！Dharrna　bha

draチベット語による声明記論、三十頒と性入論の解説「学匠シトゥのr｜伝」
　　0チベット紙②54．5・9（50．4・7）cm③版本④61∫⑤26葉：lal－26a5⑥＜cA＞．写〃〃1

〈／）a．ge＞｝・tclgr⑦　na　mo　guru　manyzau　gho　sa　ya．yon　tan　mchog　nida’　slしi　med　rin　chen　gsum．

ye　shes　llle　lol199tsug　lla　zla　ba　dan9・．．〆rta　dbyangs　bts　un　pa　zla　ba　sambho　ta！！．　la　sogs　’phags　bod

mkhas　pa’i（lb2）tshogs　sbyi　dang〃khyad　par　dain　chos→o　ma’i　rgyしm　bzang　gis／／mang　thos　lung

gi　lus　stobs　cher　bskycd　nas’㌧　rtags　pa’i　bsam　’phel　lag　rtser　smin　mdzad　pa’i　i’，，　drin　can　bzla　ma’i
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tshogs　la　gus　btud　nas（lb3）111illg　tshig　rill　cheパbyun99nas　sil〕dhu’i　bdag．’⑧（25b6）＿ccs　yul

E2allgs　can　gyi　skad　kyis　brda　sprod　pa“i　bstan　bcos　sulll　cu　（26a　l｝pa　dal19　・．　rtags　kyi’jug　pa’i　rnanl

bshad　m㎞as　mchogs　si　tu’i　zhal　lung　zhes　bya　ba’di　ni，．　sdom　bitsa　na　mang　du　th（ハs　pa’i　dge　slollg

dzIlyana　mi　tras　nan　chen　pos　bskul　Ina　mdzad　pa　la　brten　nas　mkllas　grub　dam　pa　n9ε｜g　dbang　rdo　ilje

（26a2）dpal　bzang　po’i　zhabs　rdul　la　spyin　pos　reg　cing／spel　khang　plll〕（）ita　chen　po’i　zhal　gyi　bdud

rtsi　cha　shas　tsam　Illyangs　pas　bod　kyi　brda　dag　gi　bstan　bcos　pha　la　m（、　cheli　dgongs　doii　smra　ba　la

mkhas　pa白i　mdun　sar　mi　zhum　pa’ispobs　pa　cしmg　zad　thob　pa’i（26a3）sh巨kya“idgc　sl（mg　dhamla　bha

dra　zlles　bya　bas　sulll　rtags　da・　ng　s　lnra　sgo　dang　mkhas　pa’i　kha　rgyan　la　sogs　pa‘ibod　kyi　brda　sprod

pa“ibstan　bcos　I寸sa’ grel　mallg　po　Ia　zhi　ba　tLl　dpyad　de／／de　dag　gi　legs　clla　mtha’dag　phyogs　gcig　tu

btus　nas　rang　lo　so　lnga　pa（26a4｝zad　pa　zhcs　pa　me　stag　lo’i　gro　b7hi　na　zla　ba’i　dkar　tshes　dga’ba

dang　po’inyin、．　gtsang　yas　ru　bzhad　kyi　bye　brag　dngul　chしゴiri　khrod　dga’ldan　rtse’i　spollg　khal〕g　du

Sbyar　ba’diS　kyang　rgyal　ba’i　bStan　pa　rin　pO　Che　gangS　Can　gyi　ljongs　SU　YUII　rillg　dU　gllaS（26a5）pa’i

rgyu　byed　nus　par　gyur　cig．．⑨［a］＝［b］のEPI複あり1弗印

No．16　［a～b］Bodカゾbi’da．～tprod　paピi　g二乃〃ノ7g、s’1〃ηCltρ‘，〈ん〃7g　i’ta．grs人、’i．7〃gρα

nyt｛ng　llglVi総姐g　gis　gO　slαbαr　bkrα1　1）αlegS　bsliad　s｝？αng　bαdcim　I）α／、Hag　bsam

bstan　pa’i　rgyal　mtshanチベットの文典の本典二1一頒と性人論とを少句を以て

理解しやすく解釈せる「善釈聖光明」
　　［a］0チベット紙②45・8．7（37・5．8）　cm③版イミ④6f．f⑤49葉：lal－49a5（）一⑦namo

guru　gur）a　sfi　ga　r5　ya／gang　zhjg　spangs　dang　ltogs　pa’i　rtscl’byon　thub　pa　Ilyi．｛ma’i　l　Jgllyell　mchog

dang／．／zab　zhi　spros　bral’dus　ma　byas　pa　dam　chos　bdud　rtsi’i（1b2）mdzod　chen　po．．．　mkhas　tshul

gsuln　gyis　rgyal　bstan　gsal　mdzad　dge　’dしm　rgyu　skar　phreng　ba　bcas　　mi　phycd　dad　pa’i　blo　gros

mkha’　na　byang　chub　bar　du　brtan　par　bzhugs　L’　srid　（1b3）μゴi　rtsa　ba　yc　t　hes　rdo　ilic　yi　，’i⑧（47b4）

’di　la　yid　brton　par　mi　bya’o〃dpal　ldan　shcs　bya　yongs　kyi　baiig　ningod　sko，if’bycd　bycd“ phrul　gyi

le’u　mig’di　med　par．”・．　blo　gros　nor　la　rang　dbang　bgyid’dod　pa．’．1　mi　ma　yin　pこゴi　Lgnod　gyis　smyos

sam　cL／．　mthang（47b5）yas　shes　bya　rgya　mtsho’i　la　bor　sgyur　la．．．’rin　chcn’khor　lo’bar　ba’di　yin

pasりchos　tshul　yongs　kyid　shillg　rtag　nga　’di　la　i’．ノthos　dang　bsam　bdag　gis　bsten　par　1’igs　I　de　ska（l

yongs　rdzogs　dge　ba’ibshes　gllyen　che／／bla　ma　bkra　shis　thugs　bskycd（47b6）gdcngs　can　chlls　I．〆brla

napa’i　rig　la＿．（49a1）亀 gro　ba’i　gnas　‘di　re　Ilam　yang　rtag　gyur　cig　　．．．　sarba　di　ka　ly烈11alp　bha　ba

tu’　S〃．　rgyal　ba’ichos　dang　der　brten　bstan　bcos　dan9’．．／gtsug　lag　rig　gzhun9’jig　rten　gtanl　la　sogs

”’

fming　tshig　bijod　pas（49a2）ji　srid　gang　ma　bya　kun〃ji　bzhin　brda　sprod　chos　kyi　shing　rta　tshe”

’

jam　dbyangs　thu　mi　gangs　can　spro　me　des　II　mngon　par　111a　khyen　dang　thllgs　ljes　sbyar　ba’i　gzhしmg

’i’

　mkhas　rmongs　yongs　kyi　snyid　gi　nor　bu　’di’i　i7　’grel　bshad　rgya　mtsho＾i　nying　khu　bla　med（49a3）

gal19〃lnga　rig　mkhas　Irompa　la　gyi　spyod　yul　las・．／／mchog　tu　tshad　mas　grub　pa　smra　ba’i　dban9．．．

lhag　bsam　bstan　pa’i　rgyal　mtshan吟chang　ba　de’i〃gsung　gzhall　phan’od　kyi　dkyiドkhor　can　f．i．　gcig

las’dzad　med’ phro　ba“i　chos　sbyin（49a4）spar〃blo　bzang　dad　dang　ye　shes　yoll　tan　kun〃chos　kyi

’byor　pa　rin　chen　gsum　gyピdzam’．「／phun　tshogs　chos’khor　dpal　gyi　lha　sar　bskrしm．．／dge　bas　thmas

cad　mkyen　pa’i　rgyu’i　gtso　bo〃shes’bya　rig　ba’i　gnas　la’khrul　ba’i　dri　li（49a5）rllam　spangs　so　so

yang　dag　rig　bzhis　chos〃ston　mchog　gsung　gl　dbang　phyug’grub　gyur　cig！ces　rje　mah5　pa口di　ta　de

nyid　gyi　bka’slon9’－dbyangs｜egs　pa’l　blo　gros　kyis　gus　pa　dang　rj　es　su　yi　rangs　chab　gcig　Pas　b［〕od

pa　dge／．’．！．’⑨一［b］0チベット紙②10．7・565（72・5L3）③｝仮本④6行⑤49葉：lal－49a5
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No．17　LZtng　dll　stOi7　！）C7　Sl．M7　Clt　pa　dang　1’tags　k］・i）’lt9」PCI’l　i7ηam　’grel　iegs　hshad

snang　bγeed　｝・ior　bu　／　rNam　gling　pan　chen　dkon　mchog　chos　grags三十煩と性人論

の文法解説「善釈太陽の宝」
　　0チベット紙②54・9（46．7・5．8）cm③版本④6行⑤64葉：1al－64a5⑥＜KHA＞swUII
〃α9∫⑦chos　sku’i＜…＞rang　bzhill　sangs　rgyas　ma　lus　mkha’ltar　dbymgs　su　ro　gcig　las∴・nges　pa

lnga　ldall　lollgs　spyod　rdzogs　sku　llyil1－－byed　pa　yang　dag　mtshungs〃⑧（64a5）＿san・a　manllga　lam

〃〃⑨書込

No．18　Sz〃ηノ・tags勺ゾdoer　bノソo〈〆ノnk　oas　pa　’i〕yidρんηg／IHa　btsun　ye　shes　rnam

rgyal三十頒の例示「知性の魅惑」
　0チベット紙②53・8．3（46．8・5．8）cm③版本④6行⑤4葉：1a1　－4a6　e　sit〃1　rtClgS〈ρ‘ぼc

ilθ，〉‘ψe1’旬・∂⑦（1bDmi’gyur　chos　kyi　dbyings　dal・g　mllyalll　sollg　ba　de　chen　mtshan　dbe叫i　dba｜

’bar’jum　dpal　dbyangs　・／gsしmM　ldan　rdo　rje　’dzin　ba‘i　gar　gyis　bro　bzang　ring　lugs　bla　na　med　pa’i

chos〃（2a1）＞phel　bar　mdzad　lang　byarlgs　can　lngril1’byしmg　mkhas　btsun　bzang　po’i　yoll　tan　kun

grub　pa’i　L’　rdo　rje’chad’ongs　dpal　ldan　bla　ma’i　zhabs　rdul　byar　chen　par　du　spyi　bog．　mchod／．／⑧

（32al）．．．orp　s㊦a　sti（32a2）phan　bde’i’byung　gllas　rgyal　bstan　yollL」s’dしゴi　ljon．ヴrab　rgyas’gro　kしm

par　mcho9‘bras　bzang　la〆．．ド．　spyod　phyir　bkra　shis　lhun　grub　chos　gra　cherノ．／chos　sbyin’dzin　med　dpal

’gro’irgyun’di　sphil／ノ　〃sarva　mamlga　lam〃　／／⑨一

No」9　∫Zt｝｝i　rtags　A）li”〃α〃1　bskαd　nor　bZt　ke　tCt　ka’i　do　shal　dlt’bod　pa　’i　dga9／Cl〃

tsha〃gs　po　’i　thig　gi　spz〃7：／c’／Ban　rgan　Dharnia　bha　dra　E十頒と性入論の解説「摩

尼ケータカの首飾り」と呼ぶ反駁書に対する回答「梵滴の兄弟」
　0チベット紙②57．3・11（52・6．8｝cm③版本④61「⑤8葉：la1－8a3⑥ccコ　s／）ttll〈ρc」gC，

ilo・〉二！a⑦　namo　gu　ru　manydzu　gho　sha　ya．・．　ji　snyed　shes　bya　ba’i　dkyil　’khor　ma　lus　pa　li　ji　bzhin

ye　shes　spyan　gyis　rab　gzigs　te／∵mtha“ yas° gro　ba’i　rtsod　lan　llla　lus　pa〃gsung　dbyangs（lb2）gclg

gis’debs　pa　der　btud　nas〃thon　mi’i　gzhullg　don　ma’khyogs　drang　ba’i　lani〃’jig　rten　mes　p（ゴi

thig　bzhin　srong　ba　la．．．．／mi　bzod　phrag　dog　dug　can　sbrul　gyi　lce〃rkyang　’di　lung　rigs　dri　yis　drung

dbyung（1b3）　bya　ii’…⑧．．．gzhung　doll　mes　po“i　thig　ltang　dral19　Po　rしい．bsangs　pa’i　rnam　dkar　ji

snyed　thob　pa　ngasノ／skye　ba’i　’phreng　bar　dri　med　rgyal　ba’i　bstan／戸chad　rtsod　rtsom　pa’i　stobs

kyis’dzin　gyur（8a2）cig／ces　sulll宜ags　kyi　rnam　bshad　Ilor　bu　ke　ta　ka’i　do　shal　du’bod　pa’idgag

lan　tshangs　pa’i　thig　gi　spun　zla　zhcs　bya　ba“di　ni　1．　drung　rab’b｝・ams　slnra　ba　dge　legs　rgyal　mtshan

lags　nas　nan　chen　pos　bskul　na　mdzad　ror、．　ban　rgan　dharma　bhadras　maln’byang　gi　lo　dpo　zla　ba’i

gral　tshes　bzang　Po　la　zhad　dngul　cu’i（8a3）ri　pug　tu　sbyang　ba“o／．／　／／⑨押［II］　：佛El］　（1a）　．　ljii　〕z｝　：

スンタク解釈　ケタカ賓（｜a）

No20　sGノ・a　’i　bsta〃わ（・os　sl〃刀α1．1」PCI’ノts／iig‘don　gsa／1）ci’∫〃le！o〃g／IHa　btsun　dpa［

1dan　ye　shes　mam　rgyal　lam　ming　gzhan　dbyangs　can　sllyems　pa’i　blo　gros　j吾の解

説、三十頒の語義「燈の鏡」
　　0チベット紙②53．3・8．3（47．2・5．9）cln③版本④61∫⑤19．葉：lal－19a3◎　su，n　tTka

〈Pαge　｝lo一〉〃le！o〃9⑦nlam　dag　bb　grogs　bzang　po’iIlyin　bycd　dban9．「．・skal　bzang　mos　pa’i　I－llaM

’gro“i　gsal　gnas　suノ／sllyall　tshig　bzang　po’i　’od　nloll’bar　mdzad　pa’i　i’1’tshul　der　lan　brgyar　bsngags

shing　rab　btud　nas〆！（2al）sbyallgs　rang　ma　skyangs　kun　gyis　Mgl’ill　gcig　tu〆．’．　mkho　chung　brda　sprod

bzhung　zhcs　bya　zcr　mod　kyallg．．．．　bdag　Ilyid　goms　phyir　bdag　dang　skal　mnyam　gzhan．．．1　rj　es　su

bzung　phyir　clmg　zad　dgrol　bar　bya，（2a2）srga’ibstan　bcos　sum　cu　pa’chad　pa　la　gsum．ソmtshan　gyi

don　，i　gzhung．　gi　doii　i’． 　llljLIL」　t」i　dOIMIO　！／　．．．⑧（19a3）thon9　．i’　rab　byung　bco　lnga　pa’i　dag　byed　ces．　pa
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chu　pho　stag　lo’i　tshim　byed　zla　ba“idkar　phyogs　kyi　rdzogs　pa　gsuln　pa＾itshcs　dgc　bar　sc　ra　hor　chen

spyi　khaI199sham　dll　sbyar　ba’o〃　〃mangga　larn〃bkra　sllis．．ド／／．／⑨“IIEIJ：1弗1三lj（7a）、日｝〕△：rdo　rje

glillg　lha　sa　bi　lla　la　bzhug　pa’iskabs　sll　phun　sum　tshogs　pa　shar　phyogs　bhang　ga　lai　yul　gyi　pallt　di

ta　shrT　sha　ra　ta　tsan（］ras　ja　pan＞・vl　gyi　mkhan　chen　bla　ma　shes　l・ab　rgya　mtsho　millg　c三m　e　ka’i　ka　ba

9・u　ci　la　phuHo　，’17tl　19⊥L（la）、ほか線引きあり

No21　［a］～［c］sG1’o’i　bsta1？bcosがα9∫Ap・i　lit∫9　PCI’i　tshig　doi79SCil　bci’↓〃le／o〃9／

lHa　btsun　dpal　ldan　ye　shes　rnaln　rgyal　lam　ming　gzhan　dbyangs　can　snyems　pa’i

blo　gros語の解説、性人論の語義「燈の鏡」
　　0チベット紙②53．5・82（47．3・5．8）③版本④6行⑤16葉：lal－16a7⑥ノ’／・8gv爪‘’〈ノ）age

llθ．＞me　iθ〃g⑦byams　dang　brtse　ba’igser　gyi　yub　llyams　dtlllg　rtogs　pa’いod　rlloパgro．．shes　bya

ma　lus　nikhyen　pa’i　blo　gros　dri　med　gos　bzallg　rab　bgra　ba．．．　sllgom　gsum　llor　bu’i　tog　ldan（lb2）

rgyala　mtshan　gtsu99i　rgyan　du　Ilyer　bkod　nas〃rtags　kyi＾jug　pa’i　tshigg　don　gsal　ba’i　1’ill　chen

me　long’dir　bshad　bya〃sgra“i　bstan　bcos　Hags　kyi’ jug　pa℃had　pa　Ia　gsum．．，　mtsh三m　don　（1b3）

gzllung　don　tt．　nW99i　doll　no．．＿⑧＿gsu：n　pa　l1加g　gi　domli．by：i　ka　ra　i）a　lag．　kun　tしi　bzang　po“i

bya　gnyis　pa’oノ，・zhes（16a3）so！i”dir　sgras　paノ．　kyi　hud　snyigs　ma’i　rallg　mdallgs　kyis　ll　tha　snyad

’drcn　byed　ldongs　pa’iphyir〃dkar　Ilag　lam　yang　mi’byed　na〃dam　don　nor　bu　gal　mycd〃dc　sla（i

gzhall　phan　bsam　pa　yis．ヴzhi　ba　par　bshad　pa’ikhuドdi　la’ang．．’bdag　blo　dmaII　pa’idbang　gyur　pas

　　llol1Lls　pa　ci　Inchis（16a4）‘thol　zhillg　bshags’．．．．．．b｜o　bzang　bstan　’dzin　rllams　kyis　lha　dar　mar）（la

｜asrad　de　llyid　kyi　grallgs　ldan　bcas　te　Ilan　gyis　bskul　ba　la　brtcii　Ilas　Illcr　gcll　mkhan　po’i　ming’dzin

（16a7）pa　lha　btsun　dpal　ldan　ye　shes　Mlalll　rgyal　lam　mmg　gzhan　dbyallgs　can　sllYclllS　pa＞iblo　gros　su

＾

bod　pas　slla　tshogs　dbyig　ces　pa　shing　mo　sprul　lo’i　tsho’ phrul　zla　ba’igral　chos　bco　hlga　la｜ha］dan

du　gmb　par　bgyis　pa’o．．．．．．・・．　manggakll11．．．．⑨［a］一［b］一［cjの屯複あり

No．22　Sz〃17　Clt　pa〈daηig　rtags血ゾ」〃g　pa　’i　go　don　i’t．s’o　lllCl　rgvi｛gs　su〃b．ved　pa’i　dper

わノプo∂1αρ／7i’an　bu’i’9i’e／bs／7α‘〆da〃g　bcas　pa　legsカs／πacコ1’ri〃chen　do　slia1二　十公爽と

性入論の「善釈摩尼の首飾り」
　　0チベット紙②569・9．8（49．2・7．8）③版本④6行⑤32葉：la｜－32a2⑥．w’）2〃‘lg．Y＜1）c・ge

i7・．＞dpeノ’　b｝liod⑦　shakya　’o　ma’i　sva　ra　bsrubs　p’i　dpyid〃spallL」・ltoL」s・YOII　ta田・iii　bi・tscgs　pa＾i　spo　／1・・’

bdud　rigs　ghng　bzhピi　khams　las　nlam　rgyal　ba．’∵bcom　ldan　rgya｜ba　lhun　po’ishis　pa　skyongs．　gang

gi　bstan　pa　I’ill（2b2）chen　dbang　gi　rgyaL7　bshad　sgrub　gtsang　ma’i　chab　kyis　legs　bkrus　te、．．．．　1　slar　yang

lha　mi’i　rgyal　mtshac　n　rtse　ram　chod　mkllas〃ston　pa　gl〕yis　pa　blo　bzanLJ　gr三）gs　pa　rgya！〃rgyal　sras

gzhon　nu　rnam’dren　yongs（2b3）kyi　yab／／bgrang　yas　sku1’stoll　skye’ gag　gllas　I）a　spallgs．　ji　snying

rj　es　khalns　gsum　zab　pa亀i　sgyしi’phru｜mkilan・．，　rje　btsun　brtan　pa’i　’khor　lo　sllyhlg　Ia　rol．／dus　gusm

dus　gsuln　gzigs　pa　thams　cad　kyiノ．i（2b4）slles　rab　shcs　rab｜ha　mo’izol　sbyor　sgyus．・ビjigs　rtcn“jigs

rten　’das　pa’idbyingg．　zhi　mas　！／　mkhas　pa’i　mkhas　par　ma　gyur　de　srid　sk｝・ollgs〃dri　med’chad　rtsod

rtsom　pa’i　stobs　kyis　thub　bstan　’dzin　dang〔2b5）spel　mdzad　pa’i∴．＿⑧（32a1）bor　’bod　pas　inam

’

byung　gi　b　ba　zhang　dngul　chu　ri　khrod　dga吟ldan　rt　g．　er　grub　par　bgyis　pa’i　ljes　sLビallg　skyon　“don

ljags　zhus　bkrin　che　ba　bcas　phyogs　dus　thanis　cad　du　dge　legs　su　gyur　cig／　〃．　on〕svasti／（32a2）phan

bde’i’byung　gnas　rgyal　bstan　yongs’du’i　ljon〃rab　rgyas’gro　kun　thar　mchog’bras　bzang　la〃spyod

phyir　bkra　shis　lhun　grub　chos　grwa　cherノ．／chos　spyin’dzad　med　dpal’ gro’irgyun　Tdi　s　pril〃　〃sarba

mallnga　la1〕1／〃⑨押印：佛印（1a．2a、10a、27a）．書込：ングルチュ．スンタク．ヤンチャン、

ヂンチャリワンポ著　スンタク．
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No．23　”Tags勺？’jug　pa’／Si7．vil79　po　’i　don　mdo　tsam　brjod　pa　dka　’　gnad　gso！hdi

me　long／dByangs　can　grub　pa’irdo中性入論心髄義略述「難処解明の鏡」

　　0チベット紙②57・lo．6（49．4・7．2）cm③版本④6行⑤5．葉：lal－5b4⑥＜BA＞1’tc・gS

IPage　iu〃ηろe1刀〃9⑦（lbl）namo　manyju　srT　ye　1　rgyal　kun　mkhen　pa’i　ye　shes　dpyid　！f　g．zhon　nu“i

gzugs　kyjs　mam　rol　ba〃1　rje　btsun　brtan　pa’i’khor　lo　dang，if　dbyer　med（lb2）bla　ma’i　zhabs　btud

nas〃mkhas　mchog　thos　ma’i’thugs　mtsho　las／t　byung　ba’i　rda　sgrad　pyi　ma　mchog／rt．ags　kyi’jug

pa’▲snying　po’i　don／／mdor　bsdus　tshig　gis　gsal（1b3）bar　bya〃spyir　na　dbyangs　mo　gsal　byed　po．㌧．

de　phyir　kril　suln　cu　pa〆．／．　pho　yi　yi　ge’ba’zhig　la〃nang　gsos　sde　tshan　lngar　dbye　ste〃ka　ca　ta　pa

tsa　mams　pho〃ga　cha　tha　pha　tsha（lb4）ma　lli　nga〃．　ga　za，　da　ba　dza｜a　zha〃．．．⑧（5b2）tt．〃ccs

rtags　kyi　’jug（5b3）p乏ゴi　snying　po’i　don　lndo　tsam　brjod　pa　dka＞gnad　gsal　ba’i　long　zhes　bya　ba’di

ni／rang　gi　slob　bu　ria（一）drung　sangs　rgyas　rgya　mtsho　dang　don　grub　pu　na　tshogs　gnyis　nas　dgos

tshul　ltar〆．！mkhas｜11chog　si　tu　pan　chen　dang　thams　cad　mkhen（5b4）dhanna　bha　dra　pa　la　bzallg

po’i　bzlled　par　rallg　mthun　par　dbyangs　can　grub　pa’i　rdo　rj　es　sbyar　ba’o〃shre　ya　wa　rdha　ntu〃　〃

一一一
（small　letters）一一一”par’di’rgyu　yoll　gong　gsal　slob　bus　sbyar／bista　ra　bha“’a　ntu〃　∴／⑨一

No．24　sDeb　sb＞’o膓・　i’ill　cカen　’bvt｛ηg　gnas　A］，i　bsd〃S’ gノ・e！　ktfn　phan　sηαng　ba　l　Karma

Ihag　bsaln音韻の宝の源という注釈「すべての有益な光」
　　0チベット紙②44．4・8．7（37．4・5．7）clll③版本④6行⑤51葉：lal－51a2⑥∫〈／ピ／）∫1，vθw

’gi’elpa⑦　rgyal　dang　ng．e　sras　mkhams　mang　ma　lus　dang．〃nsa　gsum　rgya　mtsho　gzhan　dang　gzhan

dag　las／川hag　pa’i　bka’drin　gter　gcig’ jam　pa’i　dbyangs〃rje　btsun（2a2）bla　mar　slar　yang　phyag

bgyis　Ilas”ngo　mtshar　pha　mtha’ yas　pa’i　sdcb　sbyor　phren9〃drin　can　chos　rje’izhal　lung　las’ongs

pa　li　rang　dang　gzhan　la　phan　s｜ad　Ilytmg　ngしビi　ngag∴／’snying　Por（2a3）bzung　ste　’dus　gsal　dbye　bar

byaだde　la　gsum．＿⑧（50b5）＿ces　pa’ang，　thams　cad　mkhyen　pa　karma　dag　dbang　yon　tan　rgya

mtsho’i　bka‘drin　gyis　sdeb　sbyor　sllll’a　ba　bandc　lhag　bsam　bstan　pa’i　rgyal　mtshan　gyis　nido　khams

bka’brgyud　kyi’byund　gnas（50b6）alo　dpal’byor　dgoll　du　sbyar　ba＾dis　kyang　blo　gsal　nlams　Ia

phan　rgya　chen　po　thogs　par　gyur　cig．”．！．．／nyis　brgya’i　’dam　na　Iegs　bshad　kyi〃rin　chen　snang　ba　rab

’phro　ba・．．／gang’di　rig　par　smra　rnams　la／（51al）＃＃／〆zlo　gros　lam　bzang　gsal　ba’ithabs／ノ．叫di　ni’ jiL2

rten　dballg　phyug　mchog／ston’khor　dgongs　pa　gcig　llyid　kyis〃yi　ge’i　phyi　mor　bg．　grubs　mdzad　pa〃

gzhan　phan　pha　mtha’ yas　par　nges．〆／（51a2）zhcs　bya’ang　spyall　ras　gzigs　dbang　dpa［kamna　pa　chcn

po　9．　to　n　°khor　lhan　rgyas　kyis　gzhan　gyi　bzhed　pas　spar　du　bsgrubs　par　mdzad　pa　na　rtsom　pa　po　ral19

nyid　kyis　smras　pa　dge　legs’ phcl，’1⑨押印：佛印（］a、10a）、．書込：梵語詩律調典（la）ほか赤線

引きあり

No．25　Bod　kyi　sんoc〃as　gsa1’　rn．i，ing　gi　brda　’「khNad　oaノ・　stoi？pa　legs　paノ・bsh　ad　pa

／i　shi’i　gz〃・kha〃g／Rin・chen　bkra　shisチベット語の中の新旧の語の相違を示す

「善釈死の天幕」

　　0チベット紙②54．6・9．8（47．3・6．3）clll③版本④6行⑤15葉：lal－15a6　e／is／lil　E．1〃・

khang⑦（lb1）na　nlo　lllanyzu　s百ya／de　yang句dir　brda　gsar　mying　gi　tha　sllyad　bshad　pa　la　f　thしl　mi

sa　“bor　dan9／bcad　po　khri　stong　lnga　ba　can　gyi　dus　dang　Por　byas　pa’i’gyur　mams　lli／dang　Po㍉

（1b2）　bkas　bcad　kyis　bsgyur　ba　ste　i・［sangs　rgyas　phal　po　che　dang／．．．］⑧（15a5）＿ces　bya　ba　’di

yang　gdong　ngan（15a6）zhes　bya　ba’iIo／．ノdge　ba’i　bshes　gnyen’ ga’zhig　gis　zhal　ta　phabs　pa　dang

shrT　mamna　r）i－一’ phral　du　bskul　zhing　yi　ge’l　rkyan　skyar　ba　Ia　brten　Ilas　i　skyogs　stoll　gyisreg　zig　tu

bkod　pa’o　！f　f！　oip　su　pra　ti　＄tha　badzra　ya　svfi　hii　ll　mang．g．a　latp〃⑨習：込（la｝佛印（1a）

一 68一



No26　Bod　kJ’i　b1’da　’　1々ve　bJ・ag　gsol　bar　b．ved　PCi／7gαg　gi　sg｝’O／7〃lct／Ngag　dbang

chos　kyi　rgya　mtshoチベット語の差別を明らかにせる「語の燈明」
　　0チベット紙②53．4・8，7（49．2・6．8）cm③版本④6行⑤24葉：1al－24a5（）ηg・8g．vg」ηノ1

⑦namo　buddha　ya　bod　kyi　brda’i　bye　brag．　g．sal　bar　byed　pa“i　bsLtat　n　bcos　tshigs　lcf　ur　b＞，as　pa　mkhas

pa’i　ngag　gi　sgron　nna　zhes　bya　ba．．　yallg　dag　par　gsullg　pas　ngas　rgyas　la　phyag〈lb2）’tshal　lo　．〆　．．，

⑧＿sh5kyaqi　dge　slong　ngag　dbang　chos　kyi　rgya　mtsho＿dbyang．s　can　snycms　panyi　sdc　zhcs　bya

bas　mlam’phyang　gi　lo　tha　skar　zla　ba’i（24a5）grel　chos　bco　lnga　la　spyall　ras　gzigs　ka　rllla　ptゴiskar

chen　du　grub　par　bgyis　pa’o．．．　lnangga　la［1ポ．．「⑨押印：佛印（la）

Noユ寸Bod　kJ’i　b｝’da　’｛bye　bザα9　gsal　bαドbyed　pαコ1）stωm　bC・S　tskig　le’ur　1）．v・S

pa’ηkhas　pa’i｝lgclg　gi　sg1’o〃〃πCt／Ngag　dbang　chos　kyi　rgya　mtsho　dbyangs　can

snyems　pa’i　sdeチベット語の差別を明らかにせるbstan　bcos　tshig　le’ur　byas

pa「賢者の語の燈明」

　　0チベット紙②305・135Cm③写本（チベット語．モンゴノレ語）④31「⑤｜冊⑥一⑦一
⑧gsal　bar　byed　pa　llgag　gi　sgroll　ma　zhes　bya　ba　las／yi　ge＾isbyor　bll　lこビkhrul　pa　spong　ba　bshad　pa

（2）ste　le’ugsum　pa’o．・．！ノding　sang　byis　pa’iskye　bo　rnalns　brda　dag’di　ki　Iun9（3）rig　gis．．．　dpyad

gzhi　chung　zhillg　tshegs　med　du！．・．　shas　sllyalll’khrul　pas　mgo　bo　mllollgs　．　｛りskyc　ma　shes　bya　pha

mtha’ yas．dc　dag　re　re’iming　gi　yallg　．・rgyu　mtslコan　nges　tshig　mi　s．　hes　Ila　．（2）brda　dag　sbyor　bzi

ltar“byul19．”so　so　rig　Pa　bzhis　dgu　pa’．．　tt　ma　thob　de　srid　chos　kun　gyi．「・11ges　tshig（3）shcs　Mill　de　yi

phyir．〃．　mtha’dag　sdeb　sbyor　sし1　yis　shes．’∵　’011　kyang　phyogs　re’i　brda　dag　kyallg　♂．’bad　pa　du　nlas

btsal　bar　bya！・．　yi　ge’i　sbyor　ba　la’khrul　Ila〆．　don　Illallls’khru　pa　smos　ci（2）dgos　’．’di　ni　gsung　rab

ma　lus　pa’i∴〆phyir　sl〕es　pas　mkhas　mang　gi．． gzhung　la　brtcn（3｝11as　bdag　gis　k＞，aTig．’di　nyid　kho　lla、　1’

11an　ran　byas．．∵mkhas　pa　du　Illas　mdzad　pa　yi．．　1（1）brda　yi　bstan　bcos　gr：mgs　mang　y《mg．’”ga’zhig

tshig　rgyas　dgos　don　Ilyung〃ny ga’zhig（2）gllyis　ka　ha　ca　ll　JJ　bsdus．∵“ ga　zhig　yig　rnyid　da　ii　LJ　mi　mthun

．．．「’ ga＾zhig　sum　rtags　sogs　（3）dang　＾gal　lll　de　phyir　tshig　llyumg　don　rgyas　p2ゴi．．．　lcgs　bdhad　’di　ni

bdag　gis　byas　’”di　la　rang　bzo　111a　mchis　te．∵tshad　ldan　gzllung　la＞・tlllg　dag　brten〆．’gsar　I・IlyillLg　brda

dang　rgya　bod　skad，．∵（2）la　sogs　zhib　lllor　dpyad　de　bkod　／　sllyigs　mtゴi　mi　rnams　1－llaM　dpyod　lnig

．／phyogs　lhung　ling　tog（3）gis　bsgribs　nasド〆gzo　bo’i　blo　yis　legs　bshad　Ia　tt．．　mi　rtog　grags　paピi　ljes

su　＾brang’　li（1）nikllas　pa’i　ngag　gi　sgron　ma’di　ko　legs　bshad’od　7cr　stong　ldan　mod　．．．　blo　Ilor　ldan

yallg　rigs（2）bzugs　longs　spyod　nya｜n　chしmg　bdag　gis　sbyar　ba’i　phyirノ．’rab　rib　blo　llLJall　rllamls　kyis

spallgs　nas（3）bluii　po　¶kllo1’mang　’byor　ldan　gyLηnyes　bshad　srin　bしピi　kha）．「i’od　la　rmf）ngs　pa’i

Inしln　pa　sel　phyir　rgyしlg．！bdag　gis’dii”bad　bsod　nams　dang　．　gzur　gllas　blo　gsal　don　gnyer（2）baノ・．

’

ga‘la’di　yis　phan　srid　na．！．i　de　yi　dge　ba　byang　chub　bsdo〃（3）bod　kyi　brda’i　byc　bra99sal　bar　byed

pa’ibstan　bcos　tshig　le’ur　byas　pa　1丁tkhas（1）pa’i　ngag　gi　sgron　llla　zhes　bya　ba’di　ni・．　sdom　brtson

mkhen　brtse’i　mda’bdag（2）byad　pa“tsho　mdzad　kannma’od　zer　baピi　gslmg　gis　bs　k　ul　te〃shfikya’i

dge　slong（3）ngag　dbang　chos　kyi　rgya　mtsho　dbyangs　can　snyems　pa’i　sde　zhcs　byas’．　rnal11’ phyal19

gi　Io　tha　skar　z正a　ba’i　gral　tshes　bcwo　lnga　la　spyan　ras　gzigs　karma　pa’isgar　chen　dし1　grub　par　bgyis

pa’o／／’di　nyid　kyang　dga’ldan　phun　tshogs　glillg　du　bar　du　bgyis　pa’o．｛←No」50m．1！．〆mangga　laip

〃⑨折本
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説解





1　河口慧海請来文献について
　河口慧海（1866－1945）がインド、チベット、ネパールより請来した文献を）lllるf：がかり

として、⑧本人による著述、⇔彼に関する伝記などによる著述、Cその他による著述、を挙

げることができる。

　ただし、現状として請来文献の全容や各文献の現存状況については不明な点も残されてい

る。全容に関する問題点としては、請来文献が複数の機関に分けて所蔵されていることが挙

げられる，個別資料については、請来の記録のみが残されるも、現存が確認できない又献も

ある。

　また河口慧海請来文献に関するこれまでの研究成果が、各所蔵機関別には進められてはい

るが、それらを包括的に調査した研究はいまだなされていないといえる　従って、河目慧海

が請来した文献の全容に関する研究が、今後なされるべきであろテここでは、河川請来文

献に関する包括的研究の足がかりとすべく、彼が何を請来したのか、現在それはどこにある

のか、それらはどこまで調査が進んでいるのか、について記すこととする

1．1　河口慧海は何を請来したか

河口慧海が請来した文献を知る手がかりとして以下の資料が挙げられる．

④本人による著述として、第1回・2回チベット旅行記等、また自身の著述中の文献蒐集

　　に関する記述がみられる、『西蔵旅行記』（博文館、1904年）、『第二回チベット旅行記』

　　（1981年）山、『河口慧海日記』（2007年）などである．

⇔彼の生前に発表された著述に、『河口慧海師略伝並年譜』（河11慧海師後援会発行、1927

　　年、以下『略伝』『年譜』）がある。また、第1回入蔵時に請来した資料の展示図録であ

　　る東京美術學校校友會編『河口慧海師將來西藏品圖録』（画報社発イ「、1904年、以ド『図

　　録1』）、第2回入蔵時に請来した資料展示会の図録である『美術資料西蔵之部・印度之

　　部・ネパール之部』（美術工芸会発行、1917年、以ド『図録2』）がある＝

　　　さらに没後に発表された著述として、彼の甥にあたる河目Illによる『河目慧海一口

　　本最初のチベット入国者』（春秋社、｜961年、以下『慧海伝』）がある

◎その他の著述として、河口慧海が第1回入蔵時に入子した文献をまとめたリス
　　ト、E，H．C．Walsh“A　list　of　Tibetan　Books　brought　from　Lhasa　by　Japanese　Monk．　Mr．　Ekai

　　KawaGochi（sic．）”（Joumal　of　the　Asiatic　Society　of　BcngaL　pt．L、　Vol．73．　No．2．　pp．118－177．

　　1904）がある。このリストについては後述する。

1．1．1　河口慧海の著作にみる文献の請来

　⑭『西蔵旅行記』『第二回チベット旅行記』、また近年発見され公表された『河口慧海口記』

中には、数か所であるが、文献の入手について述べている箇所がある。先述したように、『第

二回チベット旅行記』には、チベットでの文献の入手に関する記事があるc文献入手に関す

る箇所に下線を付して示すと以下の通りである。
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【引用資料i】『第二回チベット旅行記』（1981［1966］年）

ラテンに行ってラサに還り、滞在数ヶ月で，聾籍経典を集め、大正四年一月末に同地を出

1り：した．かの地で製本して売っているのは祈濤書や問答書で、その他の専門的なものは、

すべて特に注文しなければ木版に刷らない，予はそれをできるだけ得たが、その中には

チベットで幾分発達した医書も持ち還ることができた。法王からは東京帝国大学文学科

へ贈るべきチベット語の一一切蔵経をもらい受けた、そして1月の初旬にはシカチェに

戻って来たが、ヒマラヤに大雪が降ったので、直ちにインドに出ることができず、二ヶ

月余り奄留した．・｛ξいその間にシャールーに行って古代の梵典を得ることができた凸。

またタシーラーマのために、漢語、英語、H本語の書物をチベット語に訳して与えたが、

先方も大いに歓待の1：、タシーラーマ歴代の著書と、および約束のチベット語蔵経をく

れた，

（講談社版「第二回チベット旅行記』p．110）

　以ヒの記述中、シャル寺（チベット）での梵語仏典調査について河日慧海は別の箇所で次

のようにも述べている、文献に関する記述に下線を付して示すと以下のとおりである、

【引用資料2】「西蔵文lij］の起源及現状仁）」（『1旧治聖徳記念学会紀要』7（157－176）、1917年）

　…　　それから・生懸命になって調べました。一箱が：卜加候ありました。峡という

と長さ1尺位に幅が1・j’位ある、それはターラという樹の葉に書いてあるのです．日本

ではバイターラと称えている．それから段々調べて見るといろいろの経典があります，

大般若経もありまするし、秘密部の経文もあります．或は戒律経と云うのもあるし、カー

ラチヤーックラタントラと云うのもある、いろいろありますが、其中で二っだけ実に立

派なものがある．外の者は折々丁数が欠けて居ったりするが、其1つは非常に立派で完

全なものである，　’つは法華経である。　’つは仏教の詩集である．これは又詩集其もの

よりも材料が而白いのです・ヒマラヤ山中に出来る樹の皮です，紙の様に製造したもの

ではなく、樹の皮其のもの・黒い処などと去って、其れに字が書いてある，それが236

枚ある．先「1美術学校で御見せ申したは其れです」（『著作集コ15巻pp235－237）

　以ヒと同様の記事は他の著述にも見出されるC，1、周知のように、シャル寺に蔵されている

梵語仏典については後年ラーフラ・サーンクリトヤーヤナが調査を行っている山。

　ほかに、河日は「寺本娩雅氏著の「西蔵語文法』実証fl〈J批判」の中で自らが請来したチベッ

ト語文典に関して次のように述べている、

【引川資料3】「午本娩雅氏著の「西蔵語文法□実証的批判」（『日本及El本ノ＼z　861（59－76）

1923｛1三）

西蔵語文法に就ては、彼西蔵国中に根本．：：i’f局と性用法の註釈家は、ナムデル・スンタ

クの註釈即ち大略泊年以前に、出版せしものに依れば、シャール・ローツァーワの大

註を初めとして、カーラク・ツ゜ルクまで、－1十一家を挙げたり，然れども此等の書籍

は一二を除くの外、現今は殆ど見ること能はず，余がヒマーラヤ山中と西蔵の西部と、

中央とにて、収集将来して現に余の許に存するもの下の如し，

lD〃9”1（・／1z’∫〃〃7”t‘lg．s’左v∫〃π〃ηhsh‘」‘乳

　ングルチュ（銀水寺の町刺嚇）の：1’偶と性用法の全釈
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ユ　Rdo　ring　pai　SUIII　rtags　lt“’i！egs　bshad、

　　　　ドーリンパ（長碑宰相）の三1イ局と性用法の全釈

3　Lliag　hsa｝？is｝’fags　kyi　legs　bshac｛、

　　　　ラ，、クサム（超絶想ロ刺嚇）の二卜掲と性用法の全釈

4Dhαi’nnα　hhαdrα’i　Sien　rtαgs　aljiig．　s　bshad　Situピi　shal　lung．．

　　　　ダハルマ・バ、tドラ（法賢嘲1麻）の三　性の人釈シーツc一の日語

S　／｝Ntfel’9．　e｝l　n］kliα，筆po’i　s乏lmザtags｝nl｛habs　pCゴi　

yid〔ゴ1｝hro9，

　　　　メルケンパの規範師（蒙古の刺嚇）三十掲と性川1去、学者の奪意

　　　6　∫1〃刀i’tags　AJ’i　7’ilatil〈7’grel　legs占∫ノiacl．

　　　　三十掲と性用法のナムデル　善釈
寸　Gsoξsui　dpalξden　k｝’i　St‘n1｝－tags　kyiぴ’9｝℃l　bsh“d，

　　　　ソル・スル・パンデンの三卜偶と性用法の註釈
　　　8Siru’i　Sl｛〃i　i’tags　k）’i‘a’．a．’］℃el　elien．

　　　　シーツ゜一の三十偶と性用法の大註

以ヒ八文法家の註釈は三十掲と性用法との二部宛あるが故に、計1’六部となるなり，此

外に字経や正字通や正字明鏡や、文法略解、文法綱要、文法例解、　－1性明鏡等の小冊

子は二十余種あれども、此等は西蔵文法を構成するに、直接の材料となるものに非ず。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『著f乍集』　15巻、　pp．319－320）

　この記事は、入壬年代は不明であるものの、前の資料よりも具体性がある，，聾誌情報は記

載されていないが、書名、著者名によって、同定を想定することは口∫能ではある。詳細は後

述するが、上記中のいくつかは、当館所蔵の請来本中のU録No．14以ドの文典【i｜にも見いだ

されるものである，

　以」1に対して、以ドの⇔は物的証拠が挙げられている点で、また◎はその具体性が述べ

られている点で有益な記録である。

1．1．2　『図録』『略伝』『年譜』にみる文献の請来

　ここで示す『図録1』とは第・回人蔵時に請来した資料の展示会（1904年）での図録『河

口慧海師将来西蔵品図録』c5）と、第：回入蔵時に請来した資料の展示会（1915年）での図録『美

術資料」である（ともに『著作集』別巻二に収録）。

　⑧の資料は、文献名のみであるが知ることができる点で、貴重な記録といえる。即ち、

河口が第二回チベット旅行より帰国後まもなく東京美術学校にて開催された展示会の図録で

ある。それによると「西蔵佛教新派ノ宗義依典／及歴史書類」、「西蔵佛教ゴル派ノ宗義依典」、

「西蔵新派及古派ノ依典雑書類」、「西蔵僧侶用祈祷書類／神話・博記・排書類」（以ヒp．186）、「西

蔵法」三贈典ノ／蔵澤写本一切蔵経」、「西蔵訳五明書及醤ll｝等」（以ヒp．187）閨が請来されて

いたことが分かる。また、写真で紹介されるものの中には、現存するものとの同定が可能な

ものもある。それらについては、庄司2011に紹介した，

　本書では、河口慧海の事績を追う資料として彼の生前にHi版された『略伝』、『年譜』∩を

参照しながら、上記の資料を参照しつつ立正大学大崎図書館所蔵の梵・巴・蔵にわたる各資

料の解説を記す。
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【表1『年譜』における資料蒐集に関する記述】

川台36年 1月17日 　　ネハーノレ國の執権子谷理大臣に面謁して旅行券を得、・時ンスク

リット語の．切i歳経とH本の一切蔵経と’ノ）交換を請願して諾

せらる　　【桔語】

3日12日 　　執権ビリ呼出し．亨）り掩語1ム典、　ド附　　こゾ．）梵語仏典1ま多羅葉

写本、占’黄紙写仁甜丁昏斜尼等IIL日’二函．【樹こliL∫．・しUI1】

7川 梵蔵fム典購求会発起十、その会貝rjは全．文五章よりり～ξる

【材ミtr　E’・L口‘1】【蔵語】

lo日lo　L｛ 　拉薩Lり北戊∫卜余「哩に㍗るラテン大寺へ．難語経典有！艮il・ノ．）調

査に1［日か川．た1）、ラテン苛　ン’．・．り経）巌を調査せL㌧圧典1．こ皆無

なりき　【午、E語】

明治38年 3日
　　ネ・・一・レに人り執権しll言川1＼臣に・切蔵経を献＋、直ナ．，に矩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

語蔵経を受くること能はず川ll戸ノタマンドの東四ill四）ボーダ
大塔．｛f・・ノ）境P・1に約一テ年・ノ）｝”定にて渚1：在寸　　日・・日　Eで｝帯：古　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

［．11ク／レ＼ノンi．み　1：L　り仁仁孝タ亨、ζ［；音’をド｝「：三ミ｝

　　執｛五］こり賜リナニる経典（　’．｝・：㌦1昌）ピ｝而川ら集W㌻二；○建典

　い1｛十玩リ’1初　は謝．：Cl．［「L日・ぺ司；夕rlピ＋れば次．川々日L　　閨

　舌1．5剖1］］．㍉」吊　　ジ．ヤー々カ　　1＼匹B」；：「1

　　［倫部　’八∴：ll　　タン　トラ　　　・六・㍍二「；

　　丈学｛；〔i’1い祁　　ネワーリ‘泊類　　：部

　　　以上、東京帝［司大学：二㍑二1噌　【梵語】

明治39年 Pl 却1馴1‘’；｝iと［　Li蔵．切蔵経と日本．UJ蔵経交換．．りU成る【蔵語】

ノ＼［に2年 日日 　班禅rヰ1川．i㍍二准トげる　七小；蔵経皮旅費カルカツ．’／に到ぶr・｛一　ネ

パールに・．こ屯集一せし8Cご巳］ポ自川隻仁、｛i｝1｛に．て集．㌣）たる1ムf象其‘ノノf也

を　士り日本一送る

　　当時蔵矩難｝求金額のず弓じナ＼略トシテハ

　　　1｝Lllll反f∠、i’d3Wl．自ID；L；；「；　　・七」」rlト歳辛｜～　　　325　巾’」こ　　5700　11］

　　　1旦151支1∴1｝！l’正1　｝≒：」」二5二「1　　　÷≒ニ　ドr∬｝こ　　　IL　l　700　1．LJ

　　【it　十　ミ　　f　l　▲．「・L［1口】【蔵語】

大．1じ3年 6り2日 　　荷：物ゴ；1↓｛：．i：、［白：ちに日本　・切蔵経を刊1：禅大叫11r1爪にII川二　　ぽ・勺を

果＋｝大嘲1111：1iより蔵経を乏（　〔翌年．迄かりてナルタン．止∫・にて

印届rD　【蔵語】

大IE　4年 2］j川1 　　シカツエゴ；ll打、マニ・ラハカン．｝f・し力客となる　　シカツエの東

十川シャーノしか｝に於て．巳典川’止占：｛；発見、その目録を作る．住

持‘力「□：意により．多ξ崖葉の妙法蓮華；ll　6、　イミ反ゾ）fム教討r集を’1乏く

強語】

lo月　8日
1ミll　6日間

　　｝］｛京たf・IT・㌃：㍑ミ；こて｛可｜i川i：ヨL7」㍉‘110（｝・貫目・ノ）∫∵「］．勿　・．八r｜1≒1），ノ．〕

展覧会間｛崔十…r歳訳一一切経：部［ILIド．i’三ト余巻のノミ1欧　ll歳語の

歴史、語録1部再］七そ　・丁・余1吹　外に1㌧’本珍書　【蔵語】

101116川 　目’珠を宗教大学：こ寄贈せLにkりi］｝土宗管長川ド∫膓↓有狸．ド

より感謝せらる．【蔵言1｝】

た1］二12年 巳目 　所蔵‘ノ）西「歳仏り1↓、和漢i｝「：籍そLノ）他しり将来品全i：；二1：を宗孝ピ大㍗二図

書館に依托保菅．【蔵語】

12月15日 北！；ミに．て得らる・．．ミき蔵典り，蒐集及取調　　【蔵語】

ノ＼1口4年 川120日 梵蔵華厳経番羽訳発願＝【梵語】

2月15川 五台山内矩互経典ゾ）有無取湿　　【梵語】

91」こ川1 西蔵大丈典苗：稿完成、tP朱皮丹〕朱目録作成に行垂事＋　【蔵語】
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　まず河口慧海が請来した文献について、『年譜』における記述を抜き出すとヒ記の通りで

ある，特に文献の人壬等に関する箇所には下線を付し、梵語仏典に関する記’拍こは【梵語】、

チベット文献に関する記事には【蔵語】と記す。

以上をまとめると、河口慧海は次のように梵語仏典を蒐集していたことがわかる

【表2　河口慧海による梵語仏典の調査】

調査u 調査場所 内容

1 1903年31｜121｜
、

不パール
’

多羅葉写本、Il1－黄紙写本、紺昏金泥等

42函」

2 1903年10月10H ラテン寺 梵語仏典は発見されず

3 1905年3月 、不バール
一

糸王部53部　　ジャータカ　84部　　論部

18部　　タントラ160部　丈㌃：煩29剖；

ネワーリ語類2部　川’34611に．は東京大

学一寄贈

4 1915年2月1日 シヤール寺
一

梵典39部（多羅菓ノ）妙法蓮樹5、木

皮の仏教詩集）」を発見

5 1915年21▲151．1 五台山 梵語fム典は発見されず

　後述するように、河ll慧海は以上の梵語仏典の他に7点のチベット大蔵経を請来し、この

他にもチベットの蔵外文献を多く請来している，彼が請来したチベット蔵外文献の全容は不

明であるものの、第一回人蔵時に入手した文献については、E．H．C　Walshが河日の協力のも

とリストを作成し、1904年にそれを公表している

1．1．3　Walshリストについて

　このリストは、河lIが第一回人蔵時にラサ周辺で人r・したチベット文献全81点を、　Royal

Asiatic　Societyの会員であったErnst　Herbert　Cooper　Walsh（1865－1952）が調査し、その報告

を1904年にJournal　of　the　Asiat▲c　Society　of　Bengalに公表したものである（以ド、Walshリスト）。

このリストには蔵外文献のみが収録され、Walshが採取した文献のタイトノレ、葉数、サイズ

等の書誌情報の他に、河口慧海による若干の解説が付されている．

　東洋文庫はこのリストを用いて同文庫所蔵の河U資料の調査を行い、その成果を2002年

に公表しているt9）。その報告によると、　Walshリストに収録されているチベット文献全81

点中、66点が同文庫に所蔵されているということであるcl°）。同文庫は河日請来のチベット

蔵外文献の殆どを所蔵していることになるが、このリストに取録されながらも、そこに未所

蔵のものは、現在行方不明ということになる。今回1ヒ正大学より発見された河目慧海旧蔵文

献中には、そのタイトルと書誌がWalshリストに記載されるものと一致し、かつ東洋文庫に

未所蔵のものも見つかっている．つまり、河口慧海が第’回入蔵時に入T一していながらも、

今日まで行方不明となっていた文献の一部が、｛t：正大学に眠っていたことになる，
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1．2　河口慧海請来文献とその収蔵機関

　河口慧海による請来文献の現在の収蔵機関を記す資料として、以ドの二点を挙げることが

できる，

（1）河口正「将来梵語原典並びにチベット訳仏典」河目d藷『河［1慧海：（｜961年、春秋社、

　　pp．168－174）　戸斤』叉　（2000｛｝三（こ再il反、　pp．216－227）

（2）東北大学「河川慧海請来品収蔵機関一・覧」佼成出版社編了1可日慧：海請来チベット資料図

　　＄ポ2　（1986fl｛、　p．375）　iiJf⊥1’〈llい

【表3　チベット語経典・書籍（『慧海伝』より）】

収蔵機悶 収蔵品

1 東洋文『庫 （昭和15年寄贈） A チヘット大蔵経ID
1 ナルタン版 ｛ム部 101函

2 ナノレタン版 祖部 224函
3 デルゲ版 1ム部　loo函

4 チョーネ版 仏i’；iJ 1〔｝8函

5 写イくた蔵経 1ム部 ll4函

B 蔵夕は’献山

1 史的資料 22点・77 部

2 スムプン皮．び占派丈1駄 、 17点

3 言駅，1；：23点 ・ 61部
4 その他　3点

2 ’
．ノミIEノぐ噛｝㌔（ノく正4｛ド’（］日猴ゾ）宗・孝女ノ＼ ノ＼蔵経 ナ・レクン版 仏部 101 函

学に嘉贈）
li4）

3 東京大学 （寄贈）曲 戊ミ1蔵経 ナノレηン版 祖部 224 函

4 東北ノ＼学 （日召不LI　30　↑卜r‖渠ぞ度）　　（1〔川
蔵外文献、北京街版 47函

　東北大学図，ii　fliil’所蔵の蔵外文献は北京街版を中心として、　Dalai　lama　VII（Blo　bzang　bal

kal　bzang　rgya　mtsllo）全書、　Lcan　skya　l（Lcan　skya　llgag　chos　ldan　ngag　tntsho）全、1［、　Klong

rdol　bla　ma（N－gag　dbang　bla　bzang）全書、　Blo　bzang　batan　pa’i　rgyal　mtshan　dpal　bzang　po全書、

Dge　slong　blo　bzang　tshul　khrim全書、Blo　bzang’phrin　las全li｝、その他を収蔵しているという［「〕．

【表4　梵語写本経典（『慧海伝』より）1

収蔵機関 収蔵品

1 東洋文庫所蔵（昭和15年寄贈）川 ｜6部あるが、その中に法華経び）占写本がある

2 東京大学所蔵（大正4年寄贈）｛191 河口・高楠蒐集”」二本560部【ノ）中、整理番号1－390

が、河川蒐集写本
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【表5洋書、和漢書、その他（『慧海伝』より）】

収蔵機関 収蔵品

1 東西文化交流研究所（東京都品rl［

区東人崎四の一六こ．　こ’1［il大学

内）に’括譲渡

洋書二ニ　ー冊、和漢書五lr六部　山八川｝1｝、及

び多羅葉巴理語経典二部〔LL枚、　　六枚）、

ネハー・レ語写本　一部（四一　・枚）、

多羅葉シヤム経典’部（・PL1㌧枚）

　以上のように河ll正著『河口慧海gが出版された1961年当時の時）1∫で以ドの機関に1日蔵

資料が所蔵されていたことになる．

【表6　河口慧海請来文献の所在（『慧海伝』より）】

⊥1辺蔵機関

チベット語経典・書籍 東洋文庫、大正大学、東京大学、東北大学

梵語写本経典 βミ洋文庫、東京人学

洋書、和漢書、その他 東西文化交流研究所（・1□に大・学内）

　なお、河日［E氏の死後、河rl慧海関連資料は宮田恵美氏によって東京匡粒博物fi「｛へ寄贈さ

れたという＋2t））t一また、東洋大学に河川慧海による草稿等が所蔵されているLコh．大［E大学へ

の寄贈凸もあった．

　以上は『慧海伝』による1961年時点での所蔵機関の・1覧である、次に1986年の時点では

以下のように紹介されている，

【表7河口慧海請来品収蔵機関一覧（河口慧海請来チベット資料図eq　p．　375より）】

収蔵機関 収蔵品

1 東北大学文学部東洋・日本庭術史

研究室

fムf象・fム具・タンカ類・民具煩　（河日請来

品の大部分を収蔵）

2 東北大学図書館 蔵外文献

3 束洋文庫 チベット大蔵経、蔵外文献、サンスクリッ

ト写本

4 大IIW学図書館 チベット大蔵経

5 東京大学図書館 チベット大蔵経、サンスクリット写本

6 東京川立博物館 fム像・fム具類20件を　・括収ll；菱

7 国ウ：科学博物館分館 チベットの植物標本を約1000点収蔵

　以上のように、2点の資料によると、後者において東北人学収蔵資料の調ずfが進んだこと

がわかる。ただし、前者に記載されていた立正大学東西文化交流研究所所蔵資料に関しては、

後者では項目自体が削除されてしまっている

たことを示すものと思われる．

。これは、同資料群の調査に何ら進展がなかっ

一 79一



1．3　調査の現状

　河rl慧海請来資料の調査報告としては、壬生台舜「河r｜コレクションに就いて」（1955）

をはじめとして、資料の言語別になされた研究がある．以下の通りである．

1．梵文写本
il
’

づ
］

一3
．

Tokyo　University　L〃刀’ζ・’：、’己↓∫m〆∫ω？skノ’it’71‘〃1〃s（・’ψ1∫rκ‘nt’agitchi〈〃7d　Ta・k’akusi’

（㌦〃eCtiO’1ノ元17　the　To　Ap　’θ1〃1ハ・c’ノ’si1：、’〃ゐi’aiP’（1959）

Matsunaml、　Seiren．、4　（．’Clt〈t’091｛e 　Qf　t’ユe　Sa｝n∫　ku“it　m‘］nl’sa・ipts　i？言　Tc）1｛｝・o　llllh℃j’sit｝・library．

（1965）

Saito．　Kojun”A　Descripti、『e　catalogue　of　the　Sanskrit　manuscripts　ill　the　possession　of　the

Toyo　Bunko∴　（1979）

　河口慧海請来の梵文写本は、東京大学（大正4年寄贈）と東洋文庫（昭和15年寄贈）の2ヵ
所に所蔵されている12「’1、

　1後に出版される松濤目録のためのf・備的な目録である一

　2東京大学所蔵梵文写本については、松濤によってH録が編纂されている（一松濤口録）124），

同大学には高楠順次郎請来の梵文写本と河口請来の梵文写本、計566部（関東大’震災のため

29部が欠本）を所蔵しており、整理番号1－390までが河日慧海請来写本である，15）。

　．［3東洋文庫所蔵の梵文写本は16部ある（＝斎藤目録）。

2．チベット語文献

　1　　Tr生台舜’t　A　ComparatiN『e　list　of　the　Bka∵gyur　Division　in　the　Co－ne、　Peking．　Sde－dge

　　　and　Snar－thang　Editions　with　an　introduction　to　the　Bka’一’gy旧r　division　ofthe　Co－ne　edition

　　　”　（1959）

　2　宗川宗満『（ナルタン版）西蔵大蔵経廿珠爾目録』（1961）

　3　長島尚道「大正大学所蔵チベット大蔵経ナルタン版ll一珠爾目録」（1975）

　4　斎藤光純「河口慧海師将来東洋文庫所蔵写本チベット大蔵経調査備忘録」（1977）

　5　東洋文庫「河口請来蔵外文献解説」（2002）

　河日慧海請来のチベット文献は、大正大学（昭和4年寄贈）、東京大学、東洋文庫（昭和

15年寄贈）、東北大学（昭和30年譲渡）に所蔵されているf：“）。

3．その他の資料

　1　東北大学『河口慧海請来チベット資料』（1986）

　2　田中公明「東北大学所蔵河川慧海コレクションを整理して」（1986）

　3　川中公明『詳解河日コレクション！（1990）

民族資料等は東北大学へ所蔵されている。上記3点はその図録と詳細な解説である．

　以下の解説では、立正大学大崎図書館が所蔵する資料を，「語別に分類し解説を記すt：その

中、梵文写本G〈ノη4〈」一、：v励θ（目録No．1）は、工の中の・部であること、また従来所在不明と

なっていたものであることが明らかとなる。他の資料の解説よりも多くの紙幅がさかれてい

るのはそのためである。
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2　サンスクリット語文献
　河口慧海が請来したサンスクリット語写本は東京大学と東洋文庫に所蔵されていることは先

述したとおりである12’i．当館にはこれらの他に、2点のネパール系梵文写本が所蔵されているc

　　　　　　　　　コ　エ　　ド　　ロ　　　　　　　し

1遷1㍉纐㌧王

　　　　　　　　　　　　　が

4，蓮△『攣
（挿図1）

　Ga44a－vyaha（目録No．1：図版1．1－1．4：挿図Dは、漢字文化圏では『人法界品』の

名で知られる大乗仏教経典である。本書は善財童子が法を求めるために53の様々な人々を

たずねる物語でありi：1　）、日本では東大寺所蔵・国宝嘩厳経人法界品華厳∫［1・iil所絵巻」

として知られている。

　本資料はネパール系梵文写本である。紙表面には防腐防虫のために硫化砒素が塗布されて

いる。字体はブラチャリタ・ネワール体である。河口慧海による字体に関する説明が『第二

回チベット旅行記』に次のように出ている。

【引用資料4－】

　一’rlにサンスクリット、すなわち梵語といっても、それは体によって五種に分かつこ

とができるのである。

　1．ランツァ体、2．ブジモール体、3．ゴーモール体、4．ネワリ体、5．マイトリー体

　ところで、E種類ある内で最も役に立つのは第一・のランツァ体であって、これを学得

しておけば第五のマイトリー体を除いて、他の四体は容易に通ずることができるのであ

る。それゆえf’は、専らランツァ体の習得につとめた，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（講談社版『第：回チベット旅行記』pp．30－31）

　当館が所蔵するのは401葉までであり、本文は完結しているが、コロフォンの途中で終わっ

てしまっている。経峡板は天にあたる一方のみが現存している（経峡板は本書図版L3を参

照）。河口請来文献付属の経峡板については、東北大学図録に詳しいd2q）。その中に、本写本

の後部の経峡板と思われるものは見いだせない。東洋文庫にも経巾失板が多数残されているが、

その殆どは梵文写本付属のものではなく、チベット文献付属のものである｛「’°］。

サンスクリット語の校訂テキストは既に次の2点が刊行されている。

工　　τ／ie　Ga’1‘ial：、・1’／ia　sutra　1　Daisetz　Teitaro　Suzuki　and　Hoke川dzumi，　Kyoto：Sanskrit　Buddhist

　　Texts　Pub．　Society．1934－1936．

②　　Gαη4α、lv励く」5万”η〃1／PL，　Vaidya．　Darbhanga（Buddhist　Sanskrit　texts　l　no．5）1960，

本経には5種の漢訳が現存している。
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佛駄蹟陀羅（4－5世紀）訳『大方廣佛華嚴経』（『大Ill新脩大蔵経』第9巻第No．278－34）

實叉難陀（7－8世紀）訳『大方廣佛fl⊆嚴経』（同第i’巻No279－39）

般若（8－9P［紀）訳「大方1黄佛華嚴経⊇（同第十巻No293）

聖堅（西秦）訳「佛説羅摩fカ11経二（1司第十巻No．294）

地婆詞羅（唐）訳亡大方廣佛9｝’li，嚴経入法界品二（同第十巻No．295）

　蔵訳には』inanlitra、　Surendra－bodhi、　Ye　shes　sde訳＆〃lgs　1’gycis　p／ia！　po　che　：he．s／n・（〃）‘∫8／lill　tu

’gwτ▽フαc／7e〃ノ，θ’1〃1〈／θJBticl（lfla－“VCIIt〃1isCikCi－〃（lma－〃la／i（7i・aiptil．｝’a－si7tra　（Derge　ed．　No．44．　Pdeking

ed．　No．761）がある．

　サンスクリットテキストからの和訳として「さとりへの遍歴⊇ヒ・ド　中央公、；命社1994

があり、全訳が終了している，

　従来の研究状況として、G‘」η4‘’一｜：）・17加の校訂本は、先述の鈴木本（Suzuki＆idzumi　1934－

36：rev．　ed．1949）とVaidya本（Vaidya［i960］）の2種が1二ll行されている。　Vaidya本（＝V本）

は鈴木本（－S本）にBaroda写本川を校合したもので、鈴木本は6種の写本を校合したも

のである一さらに鈴木本は泉本（；1本＝IdZUini［1928］）を基礎とし、これは河［－1請来’与：

本を底本としてそれに榊亮こ郎請オく写イこを校合したものである・

　当館が所蔵する本写本は、この鈴木本の底本となった写本である，以ドに河口請来写本

G〈」孔」4〈∫一、：1’i7haに関する言及記事を公表年順に示す。引用文中の〔〕、ド線は引川者による

　はじめに、1908年に玉代勢法雲が河川請来の華厳経の調査を報告する論文を発表してい
る．

【弓1月1ぞ〔董斗5】

　去る明治午六年（1903年）111目河口慧海氏、印度尼波羅國上より寄贈せられたる

梵本四トー爽を将来せられたりき、偶ま吾人其の四1’・タミの第四部なるfl蝋経の梵本を

研究するの機会を得昨秋以来着々貝の歩武を進めつ・あり、1乃て今其の・端を記して以

て普く江湖の指導を待たんとす．（E代勢［1908a：2］）

　以上は．｝：代勢法雲による一梵本華厳経の研究一からの引用である　これより、1903年に

河口慧海がネパール国1：から寄贈された梵語仏典41点の［liのNo．4が華厳経であること、か

つその調査をド代勢法雲が開始したことがわかる。なお、河日II；1氏は「慧海伝』に「（1905年）

3月12「1、大｜：殿ドから四1”1欧のサンスクリット仏典がド附され、16日、3人の荷担ぎ

と共にカトマンズを出発した」と記しているd’一］’：

　次に、1910年に発表された泉）｝：flilによる論文中に、1903年に河口がネパールより請来し

た梵語仏典41点中の華厳経に対する調査報告の記事が出ている＝

【弓｜月1首〔ホこP6】

此に写真版にして出したのは、華厳経の梵策中の・葉であって、先年河川慧海氏が尿

1ママp波羅國llから寄贈を受けて帰った四十一一部の梵簗の・つである、明治：1’六年（1903

年）卜IJIそれを南條先生と高楠先生とで借り入れたのであるが、我々〔泉［1928］に

よれば泉芳環、1こ代勢法雲、隈部慈明の三人〕が取り調べにか・ったのは明治四十年（1907

年）十一一．JJであった、（泉［1910：46］）
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　これによると、河川請来の華厳経を泉芳螺が調査中であり、かつそれは南條文雄と高楠lll∫i

次郎を通じて河口慧海より借り入れたものであるという。同論∫ζには現在調査中という写

本嘩厳経第104葉）の写真を掲載している一矧三大学大崎図II　i：館が所1成する写本の第104

葉を確認すると、そこに掲載されているものと同一の写本であることが分かる．すなわち、

1903年にネパールII三l　llより寄贈された写本が、現在当館が所蔵するものであることになる，

後に泉芳環は本写本に基づいて鈴木大拙とともに梵本華厳経（厳密には『人法界品』）の校

訂本を、世界に先駆けて出版することになる、泉芳環は他の箇所で次のように述べている，

【引用資料テ】

　東晋佛陀蹟陀羅訳、大方広佛華厳経の入法界品、唐実叉難陀訳、同経同品、唐般若訳、

同経、西秦聖堅訳、羅摩伽経に相当す　扮梵本を謄写して所持せり　これは河日慧海氏

将来の本を京都帝国大学所蔵本と校訂せしものなり一（泉［1928：［08］より）

　また、泉芳環は梵本校訂本の出版に先立ち、河口請来写本の全謄写を完成させている

その謄写本の序文において、次のように述べているt

【引用資料9】

　本書収むる所は華厳経入法界品に相当するガンダヴューハなり　明治四1－（1907）年

九月玉代勢法雲故隈部慈明及予の二人は当時河口慧海氏将来の梵本四1三夢ξ中第LIL日∫な

る本経と高楠川頁次∫｛【吸南條文雄両博lrより借り受け謄写及Jtiの研究を始めたり、されど

進捗遅々として’年有半を経て纏かに八十餓頁を終わりしのみ　其の後1ミ代勢・隈部の

両人は研究を廃するの止むなきに至り臼虫力を以て之に当らざるべからざりしが故に兎

もかく全部の謄写をなし置けり、後大正：（1914）年六月京都帝国ノく学の蔵本を借り出

し十一IHに至りj”の謄写本と比較を終れり、其の他本書の八卜六頁に至る間には榊亮：

郎博士の自筆の謄写本によりて校異を加へ、ベンドール出版のシクシャーサムッチャヤ

引用の分、渡辺海旭氏校訂の普賢行願讃は比較をなせり　尚ほ西蔵訳は谷大蔵本により

一応の対照をなし、今現に詳密に比較しつ・あり，されど本経梵本川界に現存せるもの

に尚ほ数部の対校すべきものあるが故にこの謄本は未定稿にして発表すべきものにあら
ず，

　今故ありて若｜二部の謄写本を作成し同志の問に頒つ　さればこれを利川せらる・は固

より学者の特権に属すると、引用の場合は必ず本、1｝よりする旨明記せられたく、無断転

載は学的良心に訴へて慎まれたきことを附1亨して置く，

　昭和二年1－IJI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　泉　芳環

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Idzumi　［1928］　よ　り

　【引用資料8】には、泉芳環による写本の謄写に至るまでの経過が詳しく述べられている。

ところで【引用資料5】と【同6】では、1903年に河口が請来した梵語仏典は41｜欺となっ

ていたが、【引用資料8】では請来仏典の数を43点とある一ネパール匡圧曲から下付され

たのは41峡であったが、それに慧海が購入した2点を加えて、このとき入f一した仏典は43

1峡となるという指摘もあるiコ4T。

　またこの謄写本は数部のみ印刷され、関係者に配布されたという．、
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【引用資料9】

　華厳経入法界品の梵本に就いては嚢に泉教授東京京都の帝大本によりて謄本を作ら

れ、予これを再謄写して副本11’部を作り、学者の間に頒てり。其の諸方面より頒布を

希望せらる・も今は残本なきを遺憾とす。但し遠からず泉教授が更にローヤルアジア学

会本ケンブリッヂ本並にパリ本等を収載したる校訂本を出版せらる・筈なり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2頁f左　［1930：63－64（note　1）］　より

　泉の謄写本を基にしてその後、梵本校訂本が出版される国。その序文には以トのように

説明されている’／

【引用資料IP】

1．The　palm－leaf　MS（to　be　dcsignated　ill　future　references、（A）in　the　Library　of　the　Royal

Asiatic　Socicty．　London．　a　rotograph　copy　ofwhich　was　obtained　by　Pro　f．　D．　T．　Suzuki　in　1930．

2－3．The　two　papcr　MSS（CI　and　C2）in　the　Library　of　Cambridge　Univcrsity，　Cambridgc、

England、　a　rotograph　copy　ofeach　ofwhich　was　obtained　by　Pro　f．　D，　T．　Suzuki　ill　l930．

4．Apaper　MS（P）bclonghng　to　thc　Bibliotheque　Nationale．　Paris、　a　photograph　copy　of　which

Pro　f．　D．丁．　Suzuki　took　during　his　stav　ill　Paris　in　1908．

5．Apaper　MS（T）of　the　library　of　thc　Tokyo　lmperial　unix・ersity．

6．Apaper　MS（K）of　the　library　of　the　Kyoto　Imperial　university．

　The　last　two　MSS　brought　ovcr　to　Japan　were　hand－copied　and　co｜lated　by　Prof．　H．　Idzumi

in　l　907－14．　Thc　MS　thus　prepared　by　him、vas　the　basis　ofthe　mimeograph　copics　wllich　were

made　by　Pro　tl　Shinryu　Susa　at　request　of　Prof．　D．　T．　Suzuki　in　1929．　and　about　twcnty　ofthese

copies　wcre　distributed　among　their　fricnds．　For　this、　tllanks　are　due　to　the　compiler　and　owner

ofthe　MS　Pro　f．　H．［dzumi．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Suzuki＆ldzumi［1934－36（rcv．1949）：］］．

　以上の中に、5．Apaper　MS（T）of　the　library　of　the　Tokyo　lmperial　lniversity（東京帝国大学図

書館所蔵）とある写本が、今回句E大学大崎図書館より発見されたことになる，従来この写

本は東京大学所蔵と理解されていたわけであるが、これに相当する写本は同大学には現存し

ていないd「“，F本書「受入経緯」にて詳述するが、立IE人学が所蔵する河日旧蔵資料は彼の

死後（1945fD、東西文化交流研究所を通して図書館へ寄贈されたものである、すなわち同

写本は1945年の時点で河口慧海のア元にあったということになる。

【引用資料11】

　此経の校訂に際しては、ロンドン亜細亜協会所蔵の貝葉写本一種、ケムブリッヂ大学

の紙葉写本：種、巴里国民図書館所蔵の紙葉写本一種、及び東京・京都帝大所蔵の紙葉

写本各・種、合計六種の写本が用いられている，而して．其中亜細亜協会の貝葉写本を主

たる底本としている，／鈴木大拙氏は既に早く滞欧中より此梵文の1：｜J行を志し、渡邊海

旭氏と相謀る所があったが、其後関東大震災の際、渡邊氏の書入済の写本が灰矯に帰し

たるを知り、益々出版の急なるを思ふに至つた，時偶々泉芳環氏の許に、東大・京大写

本を校合したるコツビーあるを知つて、漸く出版の機運熟し、梵文の校合には泉氏が主

として之に’iGたり、今前半分が1：1」行せられたのである，（大谷学会［1935：pp，169－170］）
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　本写本が河口慧海の手元に残されていた理由として、‘1「梵蔵華厳経を國訳するに就て」『慧

海資料』pp．259－266、②‘「梵漢蔵三語華厳経の比較研究に就て」『慧海資料』pp267－271によ

ると、河口が本経の和訳を志していたことがわかる。また、河口慧海の晩年の様子をよく知

る壬生台舜博士は次のように述べている、

【引用資料⑫】

河口先生の説かれた仏教のもう一っの特色は、『華厳経』というお経に，fcきをおいてお

られたということです。…（引用者省略）…河口先生の晩年の主張は嘩厳経』によら

れたものだと思っております。（『河口慧海の世界』p．1D

　このように、自身の研究のために、自らが請来した写本を河LI慧海はT：元に置いておいた

のかも知れない。

以上の資料によると・河口慧海が請1触．銃鉢の1紬は〆満［1興良！．Y，866－1945）・南fl条

文雄Q84g－1927）を通じて借り受けた玉代勢法雲（生没年代不明）（「「1、隈部慈明（1881－1919）！　「’1　）、

泉芳環（1884－1947）によって開始された。ただし、写本すべての謄写を完成させた時、残っ

ていたのは泉ひとりであった。

　このノートに基づいた校訂本は鈴木大拙・泉芳環の名のもとに、1934年世界で初めて公

刊されることになる。以．ヒの経過をまとめると次のようになる。

【表8　河口慧海によるGa〃4a－w励α請来から校訂テキスト出版にいたる経過】

年 事　項 典拠 備考

1905 河口慧海がネパール国王よりGv写本を寄

贈される

1三代勢：1908］

1907 同写本を南條、高楠を通じて借り受けた・E

代勢法雲、隈部慈明、泉芳環が謄写を開始

泉［1910］

1908 玉代勢が同写本に関する論文を発表 1：代勢［1908］

1910 泉が同写本に関する論文を発表 泉ll910］ 写真掲載＊

1928 泉が謄写を完成きせ須佐が印刷して配布 須佐11930：

1934一 鈴木・泉によって校訂本出版 鈴木・泉［1934コ 1949改訂

＊泉［1910］は、河口慧海請来Gaηda→vp・i7ha写本の調査報告であるttそこに写真を掲載しているが、

　それは立正大学所蔵写本と同’のものである。この写真によって立正大学所蔵写本が河日請来写

　本であることが裏付けられる。

　Samparodaya－tantra（目eq　No．　2：図版2．1－2．2：挿図2）は密教経典である。密教経典

の分類として、チベット仏教サキャ派のBu　ston　rin　chen　grub（1290－1364）は、1．所作、2．

行、3．楡伽、4．無上喩伽（〔方便・父タントラ、2）般若・母タントラ、3双入不二タントラ）

の四分類法を用いている。本書は4．無上楡伽の2般若・母タントラ（さらにこれを6種に

分類する中のヘールカ族、さらにその中のSalpvara系）に属し、　Sa叩vara系密教の根本典籍

とされる。河口自身は密教経典について、このプトンの四分類法に順じて次のように説明し

ている。
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【引用資料⑬】

秘密部は四大別することができるが、まずその四密を左に掲げよう．

汐リヤ・タントラ＝作密

ニチャルヤ・タントラ＝修密

1‘ヨーガ・タントラ＝楡伽密

．四‘アヌツタラ・ヨーガ・タントラ＝無上楡伽密

　第iの作密とは事相を主とする密部の経典。第：の修密とは、かの大日経等をいう、

第一蒲伽密とは、教相事相を楡伽相応せしもの。第四の無ヒ楡伽密に属するものは、文

珠名義経、秘密集経、呼嘆金剛経、時輪経、大最勝楽E経等である．

そしてこの第四の中には、父密、母密および父母密楡伽の一：がある，

　　　　　　　　　　（「チベットの宗教（その三）」『第二回チベット旅lf記』pp．94－95）

　以上の説明中、「大最勝楽王経」が本資料にあたる．

　本経にはチベット語訳として、gZhan　la　phan　pa　mtha’yas訳（gZhon　nu　dpa1改訳、　sMon

lam　gragsがさらに改訳）dPal　bde　mchog’bsung　ba＝zSies　hsa　ha　’i　i‘g．i’tid　k｝’i　i’g，〕vai　po　chen　po　；　s：i’i一

’nahasηrbαrodc、’a－tcli7tl’cll’iy’a－nδllla（Derge　ed．　No．373；Peking　ed．　No20）が現存している｛39）。漢

訳は本来存在しない。

　本経典は全32章から成る。今回新たに発見された写本は第2；5の終わりから第3章冒頭

にかけての第5葉のみである。既に河口慧海によって請来されたSailix’cn’ocla．i’a－tantiz’として、

東京大学所蔵の写本が知られている．東京大学所蔵のものは、『松濤日録』No．40・1・－404まで

が河「1請来、405は高楠請来写本であるt41）［。東京大学所蔵本を本資料と比較してみると、4

種の写本すべてが相当箇所を完備している．すなわち本資料はそれらとは別本である。なお

本写本の入手時期・場所は不明である。

　本経梵語原典の校訂テキストと英訳（抜粋）が津田真’博Ifをはじめとしてなされてい

るi41’一本写本は、第2章末尾から第3章冒頭部であり、津田本の76－77頁に対応するA）、

津田博1：によれば、本経の梵語写本には以下の8本が現存している．

A：東京大学所蔵：『松濤目録』No．404（1595・年書写）

B：東京大学所蔵：『松濤目録』No．403（書写年代不明）

C：東京大学所蔵：『松濤目録』No．401（1751年書写）

1：Asiatic　Society　of　Bengal所蔵：H．　P．　Shastri’s　catalogue　of　ASB　No．59（1828年書写）

D：東京大学所蔵：『松濤日録』No．402（1852年書写）

E：東京大学所蔵：『松濤目録』No．405（1912年書写）

P：Bibliothさque　Nationale　of　Paris所蔵：Cabaton’s　cataloguc　of　Paris　No．194（，1｝写年代不明）

L：Royal　Asiatic　Society所蔵：Cowell　and　Eggeling’s　catalouguc　of　RAS　No．38（書写年代不明）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Tsuda　l　970．1）

1’el’．s’o （挿図2）
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一葉のみであるが今回の発見により、新たに本写本がそれに加わることになる。

なお、本写本の翻刻は、『印度学仏教学研究』60（3）．　pp．159－164を参照されたい。

3　パーリ語文献
　当館が所蔵する河口慧海によるパーリ写本の入手に関する詳細は不明である［43）。当館所

蔵のSinhalese写本の経巾失板には、ある日本人からの河「1に対する寄贈の旨が記されており、

パーリ文献が必ずしも河口による請来ではないことがわかる1“）。

　｛Sinhalese　manuseriptl（目録No．3：図版3．1－3．2：挿図3）を納める経峡板（地の裏）

には、個人から河uに対する寄贈の旨を記す銘文がある。さらに経1P失板（天の表）には次の

ようなメモが付されている．

　巴理語梵典　シンハリ文字易羅葉

へほの　弐　ヒ

（挿図3）

　このメモはその筆跡から河LI慧海本人によるものと推定される。本写本はメモのとおり、

Sinhaleseで書かれているが内容は不明である閨。また本写本は全78葉であるが、完本では

ないi46）。この葉数に基づくと、1葉の相違を誤差の範囲と仮定すれば、河日11三1961の「多

羅葉巴理語経典二部（七七枚、一一一六枚）」に相当するものと考えられる。

　なお、『著作集　別巻三』（pp．345－394）には河口慧海本人によって書写された「シンハラ

文字との対訳」（東洋大学図書館蔵）が収録されているが、本資料とは別の仏典を書写した

ものである。

　fSiamese　trtanuscript　（1）ノ（目録No．4：図版4．1－4．3：挿図4）は、全104葉（保護紙＋1）

から成る。この葉数に基づくと、葉数に相違が認められるものの、本資料は河口正1961の「多

羅葉シャム経典一部（一四〇枚）」に相当するものと考えられる。

　前出のシンハラ語資料とは異なり、本資料の経峡板には人手の山来を示す記録はない，

ただし、経峡板には次のようなメモが付されている。

凄Q治マ　

ざ肇

4

　で　　　　．v’　　　預t3

　　ス　　　　　　　　ゴへ

慰ε≡竺1、’難弔．㌔

禦㌔
dii：L　　　：．工＿　・　＿一

（挿図4）

　ヌ
lf，

鯉管ぽ
　遅羅ダ羅葉経典

へほの二　の下
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　ここには、遅羅（シャム）と明記されている。さらにその下に「へほの一1のド」と記され

ているのは、前出のシンハラ語資料に付された「へほの弐上」とヒドのセットとして保管

されていたことを想像させる。ただし、両者は文字が異なり、内容もまったく別のものであ

る。そのような内容の異なる両者を上下のセットとして分類した意図を想定するならば、両

者が同時期に入手されたものであるか、あるいは、文字は相違するものの、ともにパーリ語

写本という点によるものと考えられる。このような、河口慧海による文献資料に対する整理

番号のような記号は、当館所蔵の和装本、洋装本に多く確認される（『今昔蔵書選』参照）。

｛SiαMeSe　manuscript　（2）ノ（目eq　No．5：図版5．11挿図5）の内容は不明である。書体

は前者目録No．4と同一である。本書は全116葉より成る。この葉数に基づくと、「将来梵語

原典並びにチベット訳仏典」の記述（河U正1961．pp」73－174：2000、　pp．226－227）「多羅葉巴

理語経典二部（77枚、ll6枚）」の中の「116枚」にあたるものと推定される（挿図5）。

●

（挿図5）

4　チベット語文献

4．1　チベット大蔵経

　河口慧海が請来したチベット大蔵経t4「）は、東洋文庫にナルタン版カンギュル101函とテ

ンギュル224函、デルゲ版カンギュル100函、チョーネ版カンギュル108函、写本チベット

大蔵経カンギュルIl4函（昭和15年寄贈）、また大正大学にナルタン版カンギュル101函（大

正4年寄贈）、東京大学にナルタン版テンギュル224函（寄贈）が所蔵されている14s）。

　当館には、デルゲ版とナルタン版の僅か一部が所蔵されている。いずれも完本ではなく、

デルゲ版はカンギュル全体の中の一部のミスプリントの集積物であり、ナルタン版はテン

ギュルの目録のみである。
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　sDe　dge　bka，　’gyur　｛and｝　bs　Tan’gyur（目eq　No．6：図版6」－6．3：挿図6）は、カム

地方のサキャ派系統ルントゥプテン（Lhun　grub　steng）寺院にて1730年から1733年にかけて、

デルゲーEテンパ・ツェリン（bStan　pa　tshe　ring：1678－1738）を施1三として開版された．これ

はシトゥ・チューキ・ジュンネー（Si　tu　Chos　kyi’byung　ngas：1699／1700－74）が監修し、本人

による目録が付されている149｝。

「

ハ

（挿図6）

　デルゲ版は善本として知られ、H本国内にも高野ll汰学訓と東洋文庫（河日慧海請来、

カンギュル100函）（511、東北大学（多出等観請来）曲に所蔵されている。

　河口慧海はデルゲ版カンギュルをパンチェンラマに人丁：を依頼しているc彼の：ll｜1にわた

る中国旅行国の一回日の旅行の第一のH的はデルゲ版の入手にあったことを慧海は次のよ

うに述べている。

【引用資料⑭】

西蔵一切蔵経にはナルタン版・デルケ版・リータン版・チョーネ版・北京版の1i種あり

て其中最も確実なるものをデルケ版とす　東京の帝大と宗大とにナルタン版のみありて

他の諸版なく仏教宣揚会に古写本の仏部蔵経一部あるのみ　余はデルケ版を得ん為に三

度西蔵に入らんと決したりき　然るに本年二月班禅刺嚇の北京に入らるるに当て余は親

しく大剛晦を訪問してデルケ版・切蔵経の購求を依頼するや法のために快く承諾せらる

る　それが実費として弐千弗大嘲嚇の会計局に納めたるも尚特使派遣費・蔵経運搬費と

して約参千円を要すべし…　　」（大正十四年五月）

（「西蔵デルケ版一切蔵経購求浄財喜捨の序」筆者未見、ド線引用者、河日IE　1961、
165／2000，pp．212－213）

　先述したように当館所蔵のものは完本ではなく、83葉から成るミスプリント（本図版6．2

参照）の集積物である。デルゲ版は、カンギュルを赤或いは黒で、テンギュルを黄色で印刷

する。当館所蔵のものには、赤色で刷られた「赤デルゲ」と黒色で刷られた「黒デルゲ」と

が混合している。昭和15年、河口慧海は自らが請来したデルゲ版カンギュル100函を東洋

文庫に寄贈している曲。

　当館が所蔵するデルゲ版の集積物は、東洋文庫へ寄贈されたデルゲ版の不要部分と考えら

れる酌。当館所蔵のものが東洋文庫所蔵のデルゲ版カンギュルの不要分と推定される理由

は次の通りである。すなわち、東洋文庫にはデルゲ版カンギュルが2セット所蔵されている

（Ded．－K．－1とDed．－K．－II）。両者のうち、後者の河口請来デルゲ版カンギュルは全体を通して、

版本のふちが赤で塗装されている。ただし前者はそうではない。当館所蔵のデルゲ版もまた

ふちが赤で塗装されており、この理由により、東洋文庫所蔵のデルゲ版カンギュルにおける
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重複分等の不要部分が当館所蔵のものと考えられる。当館が所蔵するデルゲ版の全容は、本

書の目録No．6に示した，

bsTan　bcos，gy　llr　ro　cog　gsung　bαr　du　bsgrubs　pα，i　dkαr　cliag，　Ttskangs　pa，i

dbyang・S（目録NO．7：図版7．1・－7．31挿図7）はナルタン版テンギュルの目録（dkar　chagカ

ルチャク）であるd5‘’1。ナルタン版テンギュルは、1741－42年にダライラマ第7世bSkal　bzang

rgyan　mtsho（1708－57）の命によりPho　lha　nas　bSod　nalll　g．　stobs　rgya（1689－1　747〆48）によって

開版された。最古のチベット大蔵経といわれる旧ナルタン版は、現在は失われ、現存するの

は新ナルタン版のみであるTS），

　当館所蔵の本書は、完本ではなく全144葉の中、L｜0葉を欠いている。本資料には経帳

板が付されているのであるが（本書図版7．1を参照）、資料冒頭部にはカンギュル日録の
第

1葉　W｝ka”9yur｝・i｝1　PO　cl？e’i　gSleng　haザSザid　9．　

Sl‘mザ9yα｝〕9C｛9二ilt ’phザ蓋｛l　shing　vt‘1’i　dk〈ll・cha9｝190

mrshar　hkod　pa　｝’gr・a　misfuプi　ide　mig　ces∫h．i・a　ha）が収められている（挿図7aを参照）G

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（」］弔［’〈tl　7a）

　なお、当館所蔵のものには河口慧海によるものと推定される書き込みが見られる（本書図

版7．2、7．3、挿図7bを参照）t”その中には、注番号を付すものがある。慧海がカンギュル及

びテンギュル目録の作成を進めていたことは、以下のとおり『略伝』に記されている、

【弓lnlif’i‡｛；Ll5】

大正14年9月21日
西蔵大文典草稿完成、 It珠及丹珠目録作成に従事す．

（『田各f云』　P．25）

　ナルタン版のカンギュル目録は慧海の弟子宗川宗満によってなされたi51bが、ナルタン版

テンギュル目録について、生前の慧海が研究成果を公表することはなかったc
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．
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（挿図7b）
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4．2　蔵外聖典

　インド撰述ではあるものの、チベット大蔵経には収録されずに単独に流布しているもの

が、いわゆる蔵外文献である。当館には『八千頒般若経』をはじめとした経典（目録No．8

とNo．9）、また小部の典籍を集成した経典集（目録No．10）等が所蔵されている。

　蔵外文献目録として、日本では、東北大学所蔵の多田等観請来文献に対する『東北目録』

（1953年）、東京大学所蔵の多田請来文献に対する『東大目録』（1965年）、寺本娩雅請来文

献を基本とする『大谷目録』（1973年）、東洋文庫所蔵の河口慧海請来文献に対しては、東

洋文庫2002がある。他にも青木文教請来文献に対する『民博目録』（1983年）がある。

，Pkags　pa　skes　mb　kyi　phαrol　tu　phyin　pa　brgyαd　stong　pa（目録No．8：図版

8．1－8．3：挿図8）は、仏教宣揚會【59’の蔵書印が押印されている点で河1－1請来本といえる。

また第1回入蔵時に入手した文献をリスト化したWalshリストのNo．64に記載される同名の

文献の書誌と本資料の書誌とが同一である。河口請来のチベット語文献の多くを所蔵する東

洋文庫には同一の文献が現存していない〔6°）。そのため当館所蔵の本資料がWalshリスト記

載のそれであると考えられる。慧海の第1回入蔵時に入手されたものであると推定される（6’）。

1’一　・ごピ、亨触〉’　　．

言云芦烹　・舞勘・’二

　　　（挿図8）

1

　　、ミ
，　　　i

　河口慧海はそのWalshリストにおいてThe　eight　thousand　stanzas　of　PrajfiEpEmita“the　aπiving

at　the　other　shore　of　salvation．”（WalshリストNo．64）｛62）と説明している。また日記（1900年3

月10日～12月31日）に同文献に関する記述がみられるt63［。他の版本・写本との比較によ

ると、本資料はデルゲ版（1733年）とウルガ版（1911年）のちょうど中間に位置付けられる。

開版の正確な年代は不明であるが、この間に印刷されたものと推定されるceg）。

　なお、本資料と同一の書誌を持つ同文献が、河口よりやや遅れて1912年に入蔵していた

青木文教（1886－1956）の国立民族学博物館所蔵・青木文教将来資料目録No．90に見いださ
れるt65）。
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　’PhagS　pa　dum　bu　zhe　gnyis　pa　zhes　bya　ba，i　indo（目eq　No．　9：図版9．1：挿図9）は、『長

阿含経』など既存の経典から抽出された四十二の章からなる経典で、中国撰述経典（5世糸己頃）

とする説をとるのが一般的である。すなわち『歴代1｛宝紀』巻四には洛陽の白馬寺における

最占の漢訳経典として伝えられるが、現代では中国撰述経典と一般に理解されている。

“
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（挿図9）

　ただし漢文の他にチベット語への翻訳などの諸訳が現存している。チベット語訳は、チベッ

ト大蔵経中のデルゲ版のみに存するといわれ、チベット語からの翻訳に与本1910がある。

その後、西蔵文の翻刻と新たな和訳が高橋尚夫2001に示されている。本資料は、チベット語、

モンゴル語、満州語、漢語の四訳を対照したものである，漢語から他のこ訳へと翻訳された

もので、清代の版本である。本資料には、押印や書き込み等がなく、河日旧蔵資料との確た

る証拠はない。従って本資料の入手時期・場所等は不明である。当館が他から本資料を人手

した日∫能性が低いため、河口旧蔵資料と推定している．なお、高橋尚夫博」：が言及されてい

るように州、横井氏は『蕃満蒙蔵四対合壁四十二章経』（長尾雅人博1：よ1））の存在を指摘

しているie“p，確証はないが、本資料と同版か、それと同様のものと考えられる。本資料を

用いた研究は今後なされるべき課題といえる。

fmDe　mang　andj　dKar　chαg　dgos，ded　kun，byung（目eq　No．、0：図版10．、：挿図

10）は、130以一i：の小部の経典からなる。その中には、『金剛般若経』、『般若心経』などの

インド系聖典から、チベット撰述のものも含まれている。本資料は全700葉以上から成る。

各葉裏面左側の行外には、通し番号が印字されている（挿図10）。奥付によると本書はタシ

ルンポのバルカンで印刷されたものと思われる［61　｝。

　なお、東洋文庫所蔵・河口請来文献に本資料と同本と思われる文献（蔵外No．337B）が収

められている169）．

「 x　rTV’T’－t’“－

L、
⇒∂，

冶

一　’‘一寸uz．ヒ’－　ーニー　・一一・づ‘，：；一

㌻∵違ゾ’　、

（挿図10）
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　’Phags　pa　dzam　bha　la’i　mtshan　brgya　rtsa　brgyad　pa（目録No．11：図版11．1：

挿図11）は、一ヒ記の蔵語経典集の目録には含まれないものである、単体で印刷されたもの

であろうが、印刷所は同じと推定される。サイズも同じである一

（挿図ID

4．3　チベット撰述論書類

当館ではチベット撰述論書類を2点所蔵している。河日請来のチベットで著された論書類

の殆どは東洋文庫に所蔵されておりo°）、当館が所蔵する2点中、第1点目は同本が東洋文

庫にも所蔵されている（蔵外No．340A－E）。ただし第2点目は東洋文庫に所蔵されていない。

Shes　rab　snying　po’i　ti　ka（目eq　No．　12：図版12．1－12．2：挿図12）は、チベット仏教サキャ

派のRong　ston　shes　bya　kun　rig　shakya　rgyal　mtshan（1367－1449）による般若心経に対する注釈

書である。立川武蔵氏は本書にっいて紹介したヒで、東洋文庫所蔵の河日慧海請来本につい

てふれ、その一部（第3葉裏から第4葉表まで）の和訳を示しているi’1）．また同氏が指摘

するようにチベットで書かれた『般若心経』の注釈には、これ以外にもbsTan　dar　lha　ram　pa

（1758－1839？）、dKon　mchog　bstan　pa’i　sgron　me（1762－1823）によるものが存在する（立川p」63）。

F
，

　　　　　　　　　～1　　　－一一1口e画阿■■廟■■■■恒一鴫同旨一L一

琴

s・A

：sbi，iPt・PtStsli“e－tnes“r，Sr　l心

（挿図12）

”t≒t 　u　　－　　．一　　一’t＝，＋L　”n．一一一Fgl1’

　河口慧海は、本書についてはその著作の中で言及していないが、チベット語訳『般若心経』

の和訳を行っている｛7コ）、
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dBu　ma　rtsa　ba　sh　

es　rab　kyi　ngag　don　bsliad　pa　rin　po　che，i　phreng　bα

（目録No．13：図版13．1：挿図13）は、ダライラマ1世であるゲルク派（dge　lugs）のdGe

’dun　grub　pa（1391－14746）著による『根本中般若の語義解釈、實蔓sである。

　本書はNag蚕rjuna（2世紀頃）のi三著『中論』（A471‘」〃1‘’‘抑・α〃7謙α一kdii・ikt7）に関してツォンカ

バが著した『根本中煩般若と名つくる書の解説、正理海』（『東北目録』No5527）に基づい
た注釈書で、Zノ’e　Co〃θc1α∫肋ノ漏・qf’t／？e　Firsi　Daiai　Lci〃la、　vol．4（1979．　pp．76－82）にも所収され

ているい）。

●

（挿図13）

　先述したように、河口慧海が第1回入蔵時に人r・した文献をWalshが調査し、1904年

に公表している。本書と同・の文献が記され、かつ河U請来品を所蔵する他の機関に同

一資料の所蔵が確認できないため、本書は第1回人蔵時に入手されたものと推定される．

Walshリストにおいて慧海は本書を「Contains　the　principal　doctrine　of　the’“Middle　Way．”　which

endeavours　to　ayoid　the　two　extrems　ofthe　A4b17⑦辺／π／，　Hi）na．i’c7na、　This　book　is　composed　by　the　first

Dalai　Lama　named　Gedunthub．　J（Walsh　l904」72：No．70）と紹介している、
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4．4　チベット語文典

　当館が所蔵する河口請来資料中の殆どは、チベット語文典が占めている。周知のように河

rl慧海は『西藏文典』（大東出版社、1936年発行）を著しており、その文法的説明の根拠と

して、自らが請来したチベット語文典を用いていたと考えられる，同著の冒頭において河日

慧海は「本文典説明の根拠は、西蔵文学の父にして同国語に於ける文字や文典の創造者なる

Thon　mi　sam　

bho　taの’著作なるLt↓ng　ston　pa｝rtsa　ba　suin　CIf　pα／｝’tags　ksi：｝it9　pa　1と、それ等の

正釈たるSi　tlt’i宮ノ〆ρα／シッツ゜の註釈に依るものなり」i”41と述べている。

トンミー・サンボーダ著「根本二H渇　Lung　ston　pa’i　l・tsa　ba　sttm　at　pa　：hes　b〕va　ba　J（東北ll

録No．4348）と「性入法Lung　ston　pa　i・tags　kJ・i：j’ug　pa　：hes／h．i・a　ha」（東北目録No．4389）は本

書の目録No．14Aである。チベットの一般的な伝承では、チベットの文字はSrong　btsan　sgam

po王の大臣Thon　mi　Sambhotaによって創られ、同じ人物によって、チベット語の基本rl勺文

法を示すSum　cu　pa『三十頒』とハ石g∫灼jug　pa『性入法』が書かれたとされる内。これら

は一括してS“m’rtags（スンタク）と呼ばれる｛「6b。当館所蔵資料にも、「スンタク」とカタカ

ナで記された（河口慧海による書込みと推定）ものが見受けられる（本書図版14A．2、192

を参照）。また、『日記』によれば、1900年5月頃から、河ll慧海は集中的に「文典」なる

ものを読んでいることがわかるm。

8yδkαrα　4α　sum　cu　pa　dang　rtags　kyi’jug　pa　gnyis（目録No口4A：図版、4A・、一

14A．2：挿図14）は『三十頒』と『性入法』の二種をまとめたもので、稲葉博一f：　（フs）が詳述さ

れているように、チベットにおける文法学の基礎となるものである．

9－’r’一一一w　一一　　　一　　～一一：一一一11－k．一＝’一一一一N－ibhi－s〈一．一一一t－－－i－v．s－一一一一Me－一＃’ts’一．”一

ホ　　ぜ

Nご
IL，

一一t’－m・一　’・・　ド　．

’ 4

’

“　　：‘

（挿図14）

　先述の通り、河口慧海請来のチベット文献の殆どは東洋文庫に所蔵されており、その中に

は文典類も多く含まれている。立正大学へ譲渡されたチベット文献中にも、本資料（目録

No．14A）とそれに対する注釈書（目録No．15～23）といったチベット語の文典が多く含ま

れている。

　河口はWalshリストの中で「A　short　original　Tibetan　Grammar　composed　by　Tumi－Sambhota．」

と紹介している（Walsh　1904．138；　No．25－1）。

　また前田崇氏は「河口正『河口慧海』（春秋社）によると、チベット語経典・書籍、蔵外

文献のうち文典及修辞典関係文献は東洋文庫へ寄贈されていることがわかる（同書、p．221）。

現在東洋文庫所蔵の『Si　tu文法書』には慧海の直筆と思われる書き入れ、註書き、下線引き、

デーヴァナーガリ字体のサンスクリット語等がみられる。しかしセーラブ・ギャルツェンの

もとで『Si　tU文法書』を読み合わせの時に使用したテキストとは異なった原書であり、推

測に過ぎないが、日本へ帰って、チベット語の講義、その読本や、文法書を書くのに参考文

献となっていたと思われる」（「y）とも指摘されている。
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Yul　gangs　can　gyi　skad　kyis　brdαsprod　pa，i　bstαn　bcos　surn　cu　pa　dang　rtags

kyiフμg　pα，i　rnam　bshad｝mkhas　mchog　si　tu’i　zhal　lung（目録No．15：図版15．1一

15．3：挿図15）はDha㎜abhadra（1772－1851）による・三卜頒と性入論に対する注釈書である。

本書のr！訳注と2翻刻には以下のものがある。

　t．稲葉tl　r．就「附篇　法賢造「シッ註の講義」の訳註」『チベット語古典文法学』（pp314－363）

　2．同「附録　法賢造「シツ註の講義」チベット本文」（同pp．（1）一（44））

（挿図15）

　なお、当館所蔵の第7葉表にはウメ字による書き込み（本書図版15．2参照）、そして18

葉表にはモンゴル語による書き込みがある（1司図版15．3参照）。

　河rlはWalshリストにおいて、「This　part　is　also　a　Tibetan　Grammar　composed　by　Pandit－Nool－

choo，　but　the　greater　part　of　it　is　taken　from　Situ’s　Gramman」（Walsh　l904，138；No．25－2）と説明

している。

　また河日は「ダパルマ・バ．、ドラの入釈の如きは、自らシーツ゜一の口説即ち口伝と称す」（「実

証的批判」p321）とも説明している。

Bod　kyi　brdαsprod　pα，i　gzhung　S聡㎜CU　pαdαngけαgs　kyl ，」聡9　Pαnyung　ngU，i

tskig　gis　go　sta　ba「　bk「al　bα　legs　bskαd　snang　ba　dam　pa（目録No、、6：図版16．、：

挿図16）は、Lhag　bsam（19世紀）による三十頒と性人論の注釈書である。　Walshリスト中

において河目は「これは最もわかりやすく、西蔵語文法として優れたものである。著者ラク

サムは5年前に亡くなっている．シトゥのスンタクを基礎としており、チベット語文法の入
門書。This　is　said　to　be　an　easiest　and　best　Tibetan　Grammar　in　Tibet　composed　by　Lama　’‘Lhag－sam”

who　died　only　five　years　ago．　It　is　said　to　be　founded　on　the　Situ　Sumtag　and　to　be　the　best　Practical

Tibetan　Grammar．」（Walsh　1904．　139：No．26）と説明している。

（tffi’1’XI　l　6）

　またこれは「実証的批判」による「3Lhag　bsams　Sum　rtags　kyi　legs　bshad。ラハクサム（超

絶想噺嚇）のヨ‘掲と性用法の善釈」を指すと考えられる［sn）。
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Lung　dぴston　Pαsum　c純Pαdαηg　rtags　kyi ，」ロ9　Pα，i　rnαm ，grel　legs　bshad

snang　byed　nor　bu（目録No．17：図版17．1－17．　2：挿図17）は、dKon　mchog　Chos　grags（1646

－ 1718）による三十頒と性入論の文法解説である。本書は慧〔海が「実証的批判」におL・て、「6

Sum　rtags　kyi　rnam　agrel　legs　bshad．三十偶と性用法のナムデル　善釈」と紹介するものと推

定される。

一　　」　　＿　一

’ ．ヱ垣1　’

ごξ、摯、が・・幽”

遅べ1

黛磯，
　1主一

’∵ご

　　　　　　　　説
　　1・．．ビ蕊㌫

　　　　，　－t　　　、　1
　　　　　　－一

（挿図17）

　Sum　rtags　kyi　dper　brjod　mkhas、pa，i　yid’phrog・（目録No．18：図版18」：挿図18）は、

Ye　shes　rNam　rgyal（生没年代不明）による三十頒に対する注釈である．

一　　　　　一・．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ド

」・fL．．＿．．1”．：L

r－＿＿一一“一一一

蒲

（挿図18）

Sum　rtags　kyi　rnam　bshad　nor　bu　ke秘kα，i　do　shal　du ，bod　pα，i　dgag　lαn

tshangs　pa’i　thig　gi　spun　：一　ta（目録No．19：図版19．1－19．2：挿図19）は、　Dhamabhadra

（1772－1851）による三十頒と性入論に対する解説である，

　←　＿L「　　口‘一　・、●ew”L＝ISIt　　　門＿ボー一一＿一■“一’一

（挿図19）

sGra，i　bstan　bcos　sum　cu　pa，i　tsliig　don　gsal　bα’1　｝ne　long旧録“o・　2b　：図版2b・、一

20．2：挿図20）は、Ye　shes　rNam　rgyal（生没年代不明）による：1’頒の語義解説書である。

（挿図20）
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　本書の第1葉には、チャンドラダスから慧海に対する寄贈の旨が、チベット語にて記され

ている（本書図版202参照）。

rdo ｝je　g｛i｝］g　lha　sd　｛）i　Ila　la　b：h1｛9　Pα¶i．skCibs　su

plum　SUI｝1　tsliogs　pu　slicu’P｝］yogs　hhcm99αlcゴ｝

y1｛19yi　Pα｝］（jl　t（l　shザi　shu｝㊨u　ta｛ScHl　drαsjαpαn

y1｛19yい｝品αηclleηhia　ma　shes　rab｝奄9yαmtslio

〃iing　can　e　k‘i’i　ka　h‘」9《∫c〃〔／Plltl〃（）／

i7tll　

l？ICIv　tgll．

竜
゜
’
°
，

豪

　
　
　
づ
さ
コ
プ

（挿図20）

ダージリンのラサ・ヴィラに滞在したときに，円満な西ベンガルのパンディタ・シュリー・

サーラット・チャンドラが，ジャパンの偉大な賢人・ラマであるシェーラプ・ギャンツォ

（shes　j’ab　rg　‘a／ntsliθ）という名をもつエカイ・カワグチ　（e　A’a　’i　ka　ba　g〃（の　に差しヒげ

たのである．

以上のメモにおいてチャンドラダスは慧海のことをmkhan　chen　blcuna　skes　i’Cli）’gw〃7川θ

（偉大なる賢人ラマ・慧海）と記しているtl　n。

　ところでチャンドラダスは、『蔵英辞典』において、以上と同一の名を持つ人物を紹介し

ているが、それは河日慧海を指すと考えられるt12）。

sGrα’i　bstαn　bcos　rtags　kyi　lju9　pa’i　tshig　don　gsα1　bdi　me　long旧録“o．21二図版

21．1：挿図21）は、前者の：1’頒とセットになるもので、同じYe　shes　rNam　rgyal（生没年

代不明）による性人法の語義解説E－i’1である，

（挿図21）
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Sum　cu　pa　dang　rtags　kyi，jug　Pα，i　go　don　rtso　mαrgyugs　su　byed　Pα，i　dper

brjod　la　phran　bu’i’grel　bskad　dαng　bcαs　pα　legs　bsliad　rin　clten　do　shal旧録

No．22：図版22．1－22．2：挿図22）は、三十頒と性入論に対する解説書である、

ey．　H

ぺ

冒
、

＿＿“i．．

（挿図22）

　rTagS　kyi　Yug　pa　’i　SnY・ing・」PO，i　don　mdo　tsam　brjod」Pαdka　’　gnad　gsa1　ba　’i　llle

long（目録No．23：図版23．1：挿図23）は、　dByangs　can　gr’ub　pa’i　rdo　rjc（1809－1887）によ

る性入論の注釈書である。

讐7「一

．ぐ

＼，，＿－t－，　　＿＾s、，

一’pm、’
（挿図23）

本書はWalshリストに記載がなく、また東洋文庫にも所蔵されていないが、『1－1記』1900年

12月7日の項に次のように出ているtl　r．1。

【引用資料．L］】

后に当時の博十タムチョエに遇ふに、彼無学にして問法に答へること能はずして一の学

者を示せり．アムヂーカーサンと云ふ、文典修辞学等には大いなる博識者なりと．訪問

するに、彼はわつかにヤンチャンヅブバイドルヂェの小文典を知るのみ。それすら西蔵

土母音が何なりやを知らず。修辞学に至りてはほとんど無識なり。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『日言己』　pp．129－130）

　上記引用中のド線部について、奥山氏は「ゲルク派のグルチュ・ヤンチェントゥプペード

ルジェ（1809－1889）の『三十頒の精要』を指す」と説明している。本資料がこれにあたる

と考えられる。
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sDeb　sbyor　rin　chen　’byung　gnαS　kyi　bsdUS’grel　kun　phαn　s孤ng　bα

（目　eq　No．　24：図版24．1－24．2：挿図24）は、　Lhag　bsam（19世紀）が、チベット語の音韻論

について解説したものである。

（挿図24）

Bod　kyi　skad　las　gsar　rnying　gi　brda，i　kkyad　par　ston　pa　legs　par　bsh　

ad　pαli

shi，i　gur　khang（目録No．25：図版25．　1－25．2：挿図25）は、　Rin　chen　bkra　shis（15世紀）

によるチベット語の新・旧訳語を対照したものである。チベット語訳語の第一次督定と第二

次箇定の間には、綴字、また仏教用語の改変がなされている。そこで生じた第一次麓定での

旧語と第二次箪定で定められた新語とを対照したものが本書である。これは「主に仏典から

集めたという対照例（綴字の改変例を含めて）を約800語ほど記載し」（西田1996，p．125）

たものであるdl4）。本書はWalshリストには記載されておらず、人手時期・場所は不明である。

また東洋文庫にも所蔵がない。

　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

㌶1∴擁　一三驚三≡
　　　　　　　　　　　　　　‘工層ぎぎ　，，’⌒＾　　　　．．　　　亨’．
，　　　　　　　　　　　　　　“．k　　　　　”・　　　　・　’『tS　『．’・三、　　・　　E、

　　　　　　　　　　　　　ざ　モ　　ニ　　けルおめアご　ゆ

蕊㌢．ご：　、誉籔こごぎ：：茱忌義轟A、

　　　　　　　　　　　　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　（挿図25）

　Bod　kyi　brda・輌bye　brag　gsal　bar　byed　pa　n8・ag　9i　Sgron　illa（目録No．26：図版

26．1：挿図26）は、Ngag　dbang　chos　kyi　rgya　mtsho（1759－1812）によるチベット語の語彙集

である。『大谷目録』No．11869〔85）、『東北目録』No．7065　‘ih，と1・d本と推定される。

　　　　ぽ糊⌒三≡∵’c－”“”驚芸1こ三w1’…・メ““1貰

　　　　　　　　　　一．ぷ　　ご；t：　　　　　　　・一一　、

　　　　　　　　　　　

ぶ≧　－S仁’．　　．」　一　バ　・1’：＿

三二㌘ご忠薫墜蓮蓄浮iご藤1∫1∵三

（挿図26）
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Bod　kyi　brda，i　bye　brag　gsαl　bar　byed　pα，l　bstan　bcos　tshig　le，ur　byas　pαmkh　

as
pa　’i　n8・ag　gi　SgrOn’Ma（目録NO．27：図版27．1：挿図27）は、　Ngag　dbang　chos　kyi　rgya

mtsho　dbyangs　can　snyems　pa’i　sde（1759－1812）によるチベット語の語彙集で、前述のH録

No．26と同内容を持っ。本書はチベット語とモンゴル語が対照させて書写された写本である。

またその形態が折本である点で、当館所蔵の唯一のものである．ただし、モンゴル語の淳写

は途中で終了しており、後半部はチベット語のみが記されている．また、中間部の・枚分が

欠落しており、完本ではない。本資料を目録No．26と対応させると、No26の第14葉3か

ら4行目に該当する箇所が欠落していることがわかる。また、The　Mo71gθ／iα一Tihet加α悔ce，

p．373に、　bod　A］’i　brda’i　h．i’e　bJ’as）gsa／haノ今bved　pa　’i　bstc”1　hc’os　tshi9／e　’t”’力｜’‘ハ／）ct”iklias∫）ct’i　ilgag

g↓∫g∫ηη〃lt’（Ngag　dbang　chos　kyi　rgya　mtsho　dbyang．s　can　snyorn　ba’i　sdc）として出ている、

　　　ジ　

頑

（挿図27）

　以上の他に、当館には以下の二葉の断片が存在する。両者は：1－’S．’の注釈書の一’部と推定

される。　一つはマージンにはDag　yigとあり、もう一．方はSu｝n　rtags　dper　brjodとある。
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注

d）同書における文献収集の記述として「1．1915年1月末までにラサで医学書を含む蔵文

　　典籍を購人　（110頁）2．1915年2－4月にハンチェンラマ61i｜：から歴代ハンチェン全集

　　を貰う・（110頁）」が東洋；〈［　Jtlil　2002．2に紹介されている

（2）ここで得られた法華経の梵文写本は、仏教宣揚会より写真版にて1926年に出版された。

　　現所蔵先は東洋文庫（SKT－MSN　o．3－A）である．この写本については金子良太「Kダッ

　　シュ梵文『法華経』余話」『東洋丈庫書報』第8U一にて紹介されている＝一梵文法1薩経諸言」

　　には「仏教宣揚会代表者」として’池田澄達」、また「発行賛助員」として　’今泉雄作

　　　荻原雲来　岡教遂　li’ξ尾順敬　高楠順二欠郎　菊池長四郎（いろは順）」の名が添えら

　　れている　英文のPrefaccによるとDecembcr　l　9ユ6と記されている（『梵文法華経」pp」－

　　2）＝本写本のシャル寺での人r一の経緯については、河口慧海自身による図書館協会での

　　講演録である「西蔵及びネハーノレに於ける図ll｝」（1916年）、「西蔵文明の起源及」↓］状」

　　（1917年）があり、それに」，11ついた田中公明による「解説一絵巻・図録・法華経、（三著

　　作集；別巻：pp329－332）に詳述されている

（3）ご著作集』第15巻（pp．106－1B）所収「西蔵及ネパールに於ける図il｝（三）」（丁図，1蹟1写雑誌』

　　28（1－6）1916年）、また『著作集』第14巻所収「入蔵記」の「占代の梵典」の項にも

　　1司様の話が見出される，

（4｝三著作集こ別巻二（pp．327－332）所収’解i；St　1　絵巻・図録・法llll経」（田中公1りDを参照＝

（5｝「図録七の「27梵語仏典．には「子パーノレ匡川1チャンダラ、サムシェール殿ドより、

　　慧海師に与えしもの四卜・軟あり、皆写本にして中に多羅葉に写せるものあり　大巻の

　　大般若経、無量寿経、法華経、樗伽経、金光明最勝王経、中論講義等あり　皆我国には

　　初めて渡来せしものなり」（『苦作集』別巻：．p．53）と説明されている・

（6｝「美術資料　西ll或之部［大1116年、美術【1芸会　「河日慧海著作集：別巻：』（2001年）

　　復刻収録

（7｝河口慧海σ）年譜にはこの［P河日慧海師客傳、並年譜』（河日慧∬U師後援会1927）の他に

　　ll可【．1慧i毎・年1；普」　（｝可川Ill｜961、pp2｜8－226：20〔｝O．　pp．294－303）、　「1可「1慧｝毎fド1；普」　（“itil」」

　　1999、pp．207－2　r　6）、　「1可【lfLiti　lfi；IIIftf　fl㍉；1ξ＿　（ノく1王ノく’1｝1：1995、　pp．65－72）、　「」亘「「1慧｝fぴ料1‘fl㍉：1三」　（［t：；i

　　山2002、pp．325－345）、「河川慧海1略年譜一（奥［1｜2003＝2009、　pp．492－493）などがある、

（8）この時の梵語仏典の蒐集については一ネハーノレ（その二）」に詳述されている仁第二回

　　チベット旅行記』pp．31－4〔））　ここで蒐集した文献には一貝多羅葉に刻書したもの」「紺

　　紙に金泥をもって書かれたもの」「黄紙に墨書した経典」があり、「一方では、了”が自費

　　で集めるし、他方では執権サムセールのr・で続々蒐集された　後者は約：1’／1二万偶で、

　　予自身が集めたのが六1’万掲以ヒで、約：倍になった．これらは、すなわち只葉や紺紙

　　金泥や、また黄紙墨写であって、そして印刷技術のないこの国のこととて、すべてが書

　　き写したものである」（「第1］【llg　p．33）という、また、「経部53」については、「般若

　　八千侶、リョウガ経、大般？41：経および、1甲ff行願経等、経律論二蔵の中の経（修多羅）

　　に属するものが五1’二部ある」という　（『第1回」P．34）

（9）この報；1；は、東洋文庫のホームページにてPDF形式にて公表されている

　　（http：61．197．194．9　Database　KawaguchLcollcction．pdf）．

（10）東洋文庫2002を参照，

（U）東北大学版と佼成出版kl：版については、川中1990に詳しい．

（12）「河日氏将来の大蔵経に就いて、ナルタン版両部が東洋文庫にある外に、東大、及び大

　　正大学にナノレクン版テンジュー；レがある．この外にデルゲ版大蔵経の経部が東洋文庫に

　　所蔵されている、このナノレタン版及びデルゲはf叩是にもあるが、この外にチョーネ版大

　　蔵経を将来し現に東洋文庫にある．これは昭和12年2月、ハンチェンラマより贈られ
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　　たもので、日本に於ける唯一のものである。欧米ではアメリカの国会図書館に所蔵され

　　ている…　　、」（壬生1955．1）またチベット大蔵経、特にカンギュルの系統研究にっ

　　いては佐藤直実2008、pp．71－92を参照、

（13）「河口慧海請来西蔵蔵外文献！（東洋文庫2002）を参照

d4）ナルタン版・カンギュル目録は長島1975参照，

（15）東京大学附属図書館「チベット大蔵経ナルタン版・テンギュル　カード目録デークベー

　　ス」http：〃gazo．dLitc．u－tokyo．ac．jp／tibet／（20101124）を参照，末木博｛：によると　1チベット

　　本に関して．・，「しておくと、従来知られていた文学部所蔵本の他に、この度、総合図書

　　館所蔵の河口慧海請来ナルタン版テンギュルが整理され、その川録が「チベット人蔵経

　　カード目録データベース」としてインターネット1：に公開されている」（末木2001、7）

　　という．

（16）田中公明1990および東北大学文学部東洋・口本美術史研究室［編119　g，　6を参照

　　また、東北大学総合学術博物館「河日慧海コレクション」

　　http：i！webdb2．mしiseum．tohoku．ac．jp／data－base／tounitibi／ckai／illdcx．html（20101124）を参照

（17）佼成出版社1986．　p．375を参照。

（18）東洋文庫所蔵本は、Sait6．　K」979を参照，

（19｝東京大学所蔵本は、Matsunami　1965（一松濤目録）、その‡1」川方法を記した、1｝1i’lc、辻直

　　四郎1966を参照．また、東京大学東洋文化研究所「東京大学総合図、1｝館所蔵　南アジア・

　　サンスクリット語写本データベース」http：、utlsktms．ioc．u－tokyo．ac．jp’（2〔）101124）を参照，

（20）河口正没後、宮田恵美によって慧海のもとにのこされていたものは、東京ll；位博物館に

　　寄贈されたという”t以下引用、ド線引用者，

　　「（p．302）さて「河川コレクション」については、あまりにたくさんの分ぱで、私にも

　　よく分からないのですが、慧海は人dl六年（一九一L年）に、きちんと説明つきの写真

　　集に作ってあります、…　　（p．304）これらいろいろな物は「河日コレクション」とll一

　　われて、戦後、外国からも買いたいと言われましたが、日本のどこか・ヵ所にという、

　　亡き慧海の意向もありましたので、その多くは、私の兄の時代に東北大学に買っていた

　　だき、残りの、いつも慧海の身の周りに置いてあった物は、母が亡くなった時、私の意

　　向で東京上野の東京国立博物館に寄贈しました」（宮田恵美「伯父河ll慧海の思い出」『河

　　口慧海H言己』　p．302，304より）

（21）たとえば、『河日慧海著作集』第17巻所収「実事録」「U本文，II：状ド校」「私文ilX稿」「在

　　家仏教修行道場開設の辞」の4点は東洋大学所蔵．

（22）1923（大II三12）年にも現大正大学へ寄贈されたという

　　「12H　東京美術学校にて保管の将来美術品、所蔵のチベット仏典、和漢書籍を、全部

　　宗教大学図書館に委託保管」（高［1［2002、　p．340による）

（23）河口正2000．　p．225を参照。

（24）東京大学所蔵本は、Matsunami　l　965（＝松濤目録）、その不lj川方法を記した書評、辻直

　　四郎1966を参照．また、東京大学東洋文化研究所「東京大学総合図ii’1館所蔵　南アジア・

　　サンスクリット語写本データベース」http：，’／utlsktnis．ioc．u－tokyo．ac．jp（20101124）を参照。

（25）河口正2000．　p．225を参照，

（26）河口請来のチベット大蔵経について、壬生台舜は一河口氏将来の大蔵経に就いて、ナル

　　タン版両部が東洋文庫にある外に、東大、及び大正大学にナルタン版テンジュールがあ

　　る。この外にデルゲ版大蔵経の経部が東洋文庫に所蔵されている。このナルタン版及び

　　デルゲは何慮にもあるが、この外にチョーネ版大蔵経を将来し現に東洋文庫にある．こ

　　れは昭和12年2月、パンチェンラマより贈られたもので、日本に於ける唯一のもので

　　ある。欧米ではアメリカの国会図書館に所蔵されている…　　、」と紹介している（壬
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　　生1955．1）、また河口IE　2000．　pp216－224を参照。

　　またチベット大蔵経、特にカンギュルの系統研究については佐藤直実2008，pp．71－92を

　　参照：／

（27）河川1E　1961．pp．168－174’2000、．pp．216－227を参照。東京大学所蔵本については『松濤目録』、

　　東洋文庫所蔵本にっいては『斎藤目録』がある、

（28）ボロブドゥールには、人法界品をモチーフにしたレリーフがある．レリーフと入法界品

　　との対応については、1：潟博上によって指摘されている（干潟1960参照），「Barabudur

　　大塔の第二廻廊圭壁（IIA）百二十八面にはSk．　Gai）davy［iha（華嚴経入法界品）の序文か

　　ら始まり、善財童子が1｜：卜／il會に於て所謂∫［口’蒋知識を巡訪して普賢行願を實修する

　　場面の、第五十三會の彌勒謝涯に會う腱迄を浮彫に描爲したものであること、並びに第

　　一：廻廊］三壁以」：（IILA．－III．B．－lv．　B．一［vA）には彌勒、文殊、普賢を｛：役にした何か別の、

　　今は知られないが、経文を描爲（1）したものであろうかとは1920年にオランダのKrOm

　　がi「った。後1929年に、F．　D．　K．　Boschが第：廻廊以ヒのものも實はGandavyロhaの績

　　きであり、具つ最後の第PLI廻廊圭壁（lv．　A）のものはGai）davyy［ihaの最後のBhadracari（普

　　賢行願讃）であると報じたことが知られる。」

（29）佼成出版社1986、　pp．195－206を参照．

（30）東洋文庫図書部篠崎陽r氏よりご教示賜った、記して謝意を表する．

（31）MSS．　Collection　of　the　Oriental　institute．　Baroda　No．13208．615cm×272　cm、9行伺三、218葉．

　　（Vaidya［1960：p」x］）

（32）i［iJ［川E　［1961（2000）：p．109（p．133）］＝

（33）ネパール国王とは、チャンドラ・シャムセール（Chandra　Shamsher、1863－1929）を指す、

　　河川慧海は第1回・第2回入蔵時に同国工と謁見している。

（34）『評伝河lI慧海』の中で、奥III直司氏は「慧海はチャンドラ・シャムシェルより梵語仏

　　典四卜・帳を下付された、それは彼にとって質量共に満足できるものではなかった。し

　　かし彼は、梵語仏典をさらに収集するために来年にもカトマンズを再訪することを約し

　　て、f∫り難くこれを受けた．これに彼自身が購入した二峡を加えると、この旅で慧海が

　　入手した梵語仏典は四1‘：巾失となった」（奥［lt　2009、　p．258）と説明している．

（35）泉芳｝景はこの他にも泉1909a－c．1910．1928において本写本を用いた研究1戎果を公表して

　　いる，

（36）東京大学所蔵の河Ll請＊3　Gaηcla－i：1・17／70（Matsunami　No．　1　19）は全464葉の別本である．

（37）iミ代勢法雲なる人物について、詳細は不明である，『仏教学関係雑誌論文分類目録（自

　　明治初期　至昭和5年）』（龍谷大学図書館編、1931年）によれば、氏は「華厳経を本

　　位とせる仏教統’論」了無書燈』12（9－Il）明治40、「梵本華厳経の研究」『無蓋燈』▲3（5　）、

　　（8）明治41、「澄観の華厳経疏紗に就て」『∫‖鳥1燈』15（2）明治43の論文があることがわ

　　かる，外に以下の著書を残している（筆者未見）。まずマカレー束本願与より出版され

　　た『現代の眞宗教』（1946年）、『親鷺』（1949年）、『琉球と支那との関係』（1952年）、『遠

　　慶宿縁』（1953年）がある，他に編著として布畦仏教会より出版された『真宗法難史』（1928

　　年）がある。なお同氏は汎太平洋佛教青年會聯盟編『汎太平洋佛教青年大會並びに會議

　　紀要』汎太平洋佛教青年付聯盟、1931に写真人りで紹介されている．ほかに伊波普猷

　　著『伊波普猷全集　第9巻』（平凡社、1975年）所収「浄土真宗沖縄開教前史」に、「玉

　　代勢法雲師に書面を出して質問をした」と出てくる。『伊波普猷全集』については、立

　　lE大学文学部講師・小此木敏明氏にご教示賜った。記して謝意を表す。

（38）隈部慈明が本写本の調査に関わっていたことについては、「隈部慈明兄逝く」と題して

　　「洞人」の名のもとに記された次のような記事がある。「兄が真宗大学に入いりしは恰

　　も大学が東京に移転されし’iG時である。兄は実にこの新たなる巣鴨の天地にその信念と
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知識とを養成したのである。当時兄はまた南條先生指導の本に泉芳環玉代勢法雲の況

　　と共に、梵語原典の浄写翻訳に専注したcこれ蓋しf呼｝藪も徹底せねば止まぬ兄の気象と

　　して、仏教を真実に研究する為には、第一に原典からlll発せねばならぬことを感じたか

　　らであろう」（「無尽燈』24（3）、　T8年、　pp．89－90、ド線引用者）．1：記「南fl条先生」「泉芳環」

　　「玉代勢法雲」の名からするとここでの「梵語原典」とは本写本、すなわちGai〕da－vyaha

　　を指すものと考えられる。

（39）gZhan　la　phan　pa　mtha”　yag．が翻訳の後、　gZhon　nu　dpal、そしてg．　Mon　laln　gragsが改訳、

　　Peking［P．　No．］0020、　rgyud．　ga　135b8－184a6（vol．2．　p．202）Dcrge［D．　No．］0373．　rgyud、　kha

　　265al－311a6．　Narthang［N］kha　245a7－317b2．　Kinsha［Kins．　h，i］　一

（40）Matsunami［1965：pp．143－145：pp．274－275］

（41）　Tsuda［1974：1976］、山野［2006］を参照．

（42）Tsuda［1974：PP．76－77］を参照．

（43）『河口慧海著作集　補巻三慧海愛用篇』所収「世界航路地図」に関する松本恒爾によ

　　る「解説」p．136には、慧海の「南洋」旅行に関する河lI正著作p280の1言己ll睦紹介し

　　ている。南洋旅行の詳細は不明である．ただし、ハーリ写本が必ずしも南洋の地で人手

　　されたとはいえないであろう。

（44）また、本書では紹介していないが、当館所蔵の河川旧蔵和本のひとつに、スリランカで

　　入手したものも確認している．

（45）内容にっいては九州大学大学院のPa前aloka氏に御教・j：賜った．記して謝意を表す

（46）Kal6．　Khal7（khl一の葉番号を有する別のフォリオが【五複）、Ga16、　Gha14（gha叩、　ghahが

　　欠）、Nga3（ngau．　ngalp、　ngahのみ）、　Ca12（caiまで＝caiワ）裏で書写は終9）が現存し

　　ている。冒頭のフォリオはKaにはじまり、最後はCaiで終わる．

（47）大蔵経にっいて、河Ilは『（ナルタン版）西蔵大蔵経目’珠目録』において次のように述

　　べている。「現今の西蔵國に存在する一切蔵経は仏部（字義、勅語訳）祖部（字義、論

　　明訳）の二部にして、その大数は仏部に一百函、祖部に：百二卜三函（一函の｝ll約漢訳

　　の十六巻無いし二卜1［巻）あり。現今尚ほ多種の”ilgと版本とありて、余の知れるもの

　　のみにても写本蔵経には占代に属するもの多くあり　その1：なるものは羅薩市の1澱、

　　サムヤエ寺、ラテン寺、頂普陀落（法王宮殿）」、サッキャ寺、ンゴル寺、ガンデン寺、

　　デボン寺、セラ寺、シャールー寺、タシールンフ”’j：’、ギャンツェのパンコルチョエテ

　　ン寺（のは現今余の所有に属す）等の諸大精舎にあるものにして、尚ほ此の外民間の豪

　　族の図書館に蔵さらる・ものも多数に存在せり。尚ほこれ等写本の多くは紺紙金泥の荘

　　麗なるものにして、サッキャ、ラテン、ンゴル、タシールンプー寺の如きは□□、［tl派な

　　るものを幾部も蔵したるを見るなり」（pp．1－2、著作集12巻、　pp．1－2）

（48）河口正1961，　pp．168－174／2000．　pp．2　1　6－227を参照。

（49）羽田野「チベット大蔵経縁起2　デルゲ版大蔵経」（1986．　pp293－326）を参照、池田

　　2003参照。

（50｝高野山大学図書館所蔵のデルゲ版大蔵経は「昭和4年に河川慧海師の斡旋によって仏説

　　部を、チベットからインドを経て購入し、続いて昭和8年に吉井芳純師の斡旋によって

　　論疏部を、蒙古から中国を経て購入したもの」という（高野山大学図書館編『高野山大

　　学図書館蔵デルゲ版西蔵大蔵経マイクロフィルム日録』1976年、「序」より）．

（51）昭和15年（1940年）寄贈。壬生1955、1、河［コll三2000，　p．217、奥山2009参照。

（52｝東北大学図書館所蔵本は、「多田等観氏が西蔵遊学中人手請来せられたるものを、財団

　　法人齋藤報恩会が購入寄贈せられたところで、凡そ4569部」であるという（東北帝国

　　大学法文学部編『西蔵大蔵経総目録』1934年、「序」より）。

（53｝第1回中国旅行1925年2月15日～5月5日、第21・［は1929年3月16日～4月15日、
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　　第3回は1933年10月17日～12月13日である（河口「［］96Lpp．164－166　2000、　pp212－

　　214を参照）

（54）河［1止1961．pp．168－174i2〔｝oO、　pp．216－227を参照

（55）当館所蔵のデルゲ版は、河口による書込みもなく、ミスブリントや1荘複フォリオの集積

　　物であると予想され、かつ資料的価1直も“ゴ；iいものではない一本調査によってそれらの全

　　容が明かにされたとしてもイ9調査の意義を問われるとすれば閉日せざるを得ない＝本調

　　査から新たに知りえた事柄は、河口が不要になったそれらを破棄しなかった、という事

　　実である，それらの資料的価値は河日本人がもっとも知るところと考えられるが、彼は

　　それを亡くなるまでとっておいたようである

（56）ナルタン版については、羽田野‘チベットノく蔵帝5縁起1ナルタン大学問寺の先駆的事

　　業をめぐって」（1986．pp．197－292）を参照．また、川嶋隆純二蔵漢対、；1｛大日経住心品二「大

　　li経蔵漢両訳比較研究概観一pp．160－161に’又ナル9ン版祖師日；蔵経川録℃九J’には

　　次の如く出てゐる．ttt此の秘教部の外篇は尚’ノご結せざるが如し、それは註釈に秘教外篇

　　より引ける教語等は見えざるが故なり、と多くの学者が説かる・なり」このように記し

　　ているが、実際には第lo9葉の表裏いずれにもこの記述はみあたらない　別の葉であろ

　　うか，

（57）ナルタン版テンギュル目録については、羽川野1986を参照

（58）河日慧海師詳『［JLi蔵人蔵経IU：〕ミ目録：ナルタン版』昭和3発行　後に「｝可日慧海著作集

　　第12巻二（うしおll｝：店、2002年）に所収される

（59）佛印押印資料を調査すると、ほとんどの資料に登録番号のようなものを付していろこと

　　を確認することができる　例えば和装本では標題紙にそれを添付している　洋装本では

　　それを背表紙に添付しているσ今昔蔵ll｝選』38頁、図7），特殊文献では和紙に記した

　　ものを資料の間に挟みこんでいる、

　　洋装本に見られる背ノミ紙に対する登録番号の添付は、図書館における請求記号ラベル添

　　付を思わせる．佛教㍑揚會による蔵書管理方法の詳宗川は不明であるが、「佛教宣揚會法規」

　　（以ド、「法規1）lil、「寄附行為」の一第参條　前條ノ日的ヲ達スル為メ本會ハ左ノ事業

　　ヲ行フ」の項に次のような興味深い記事がある（「著作集　別巻1巻二pp．307－34）、

　　　r六　會当建、1元図1彗二館建⑦揖交建立ヲ為スコト」

　　このように、佛教宣揚臼は図書館の建、㌧：を意図していたことがわかる＝図書館建立が後

　　に果たされたか否か不明である。しかし、以ヒのような資料に対する登録番号の添付は

　　その準備として為されたものと推定される，

（60）東洋文庫2002によれば、東洋文庫にも河ll請来本として同・名の資料が2点（蔵外

　　No．309と蔵外No334）所蔵されている　ただし、両者の書誌はWalshリスト記載の資

　　料とは異なる．紺紙金泥写本であるNo334については拙稿2010に解説を付したので参

　　照されたい，なお、筆者は東洋文庫所蔵・蔵外No，309と1・林が、金r良ノ（文庫として

　　大lE人学図書’館に「り減されていることを確認した、

（61）拙稿2011を参照

（62）Walsh　l　904．　p．169，

（63）『1可rl慧海H記』p．136を参照

（64）本資料については拙稿2010に解説を付したので参照されたい．

（65｝同館は、1979年にIUこ文教の請来資料142点を購入したという（rl沐目録p．D＝青本「1録、

　　p．62を参照，全574葉、－A一巻とする点、またコロフォンの記述から）も本資料のもの

　　と同本であると考えられる　Mlshリストによれば、河口は同本をラサのPaljor　Rabtell

　　Pressに印刷を依頼している（Walsh　1904．　p」69）．青木も同じ印刷所で購ノ＼したのかも

　　しれない、
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（66）高橋2001を．参照、

（67｝横井1955を参照。

（68）多［U等観氏によると、タシルンポのバルカン（par　kllangは「版イ〈所」もしくは一印刷

　　所」）は「口本では河口慧海師がここのバルカンのものをおく収集された」という（多

　　田S33．　2）、

（69）奥山直治氏は、『河「［慧海日記』1900年7月16日の項Flに出る「gZullgs　bsdしls（ズンドウー）

　　を読むこと5時間」という記事に対する注において、ここで読まれた文献について次の

　　ように説明している，「陀羅尼の意．慧海がこの年の10月2211から27日にかけて読ん

　　だ「真、：集」と同一と思われる，これは560もある大部の文献で、多数の経典・陀羅尼

　　を集成したものと推定される，東洋文庫所蔵の彼のコレクションに含まれるmDO　mang

　　（ドマン）と呼ばれる経典集がこれに当たるか」（河lI慧海［1記、p．75）、この記事の中に

　　ある東洋文庫所蔵の「mDo　mallg」と当館所蔵のものが同一であるか、今後の調査が必

　　要である一

（70）慧海請来のチベット蔵外文献は東洋文庫、東北大学に所蔵されている（河川【［ll961．

　　pp．169－171，2000、　pp217－222），東洋文庫2002、佼成出版1986．　p．375参照，

（71）［vLZ　j　i｜2001，pp．157－174　，．

（72）「チベット文「般若心経」慧海和訳（大Ili大学原稿Jll紙）」『慧海資料』pp．221－232．

（73）『14人のダライラマ：1二』pp．157－174にil9－il｝に関する解説を参照

｛74）河lI慧海『西蔵文典』p．1を参照＝

（75）山日1976．p．1を参照，

（76）山1川976．　p．9を参照。

（77）『「1記』p31以降を参照．

（78）稲葉1986、　pp．1－49を参照。

（79）前田崇「解説『西蔵土語大文典修學H誌表』」『河口慧海著｛11集：第13巻』pp．1－7を参照。

（80）　「ハンガリー科学アカデミー目録』（No536）では「A　commentary　to　the　Sum－cu－pa　and

　　the　rtags　kyi〕ug　pa　by　Kanna　Smon－lam－40d－zcr　Lhags－bsam－bs　tan　pa’i－rgyal－mtshan　d　9「h！20th

　　cent．？）」と紹介されている。

（81）東洋文庫所蔵資料書込みにみる「河Li慧海」のチベット文字表記例、

　　蔵外327：ka　wa　khu　ci　e　kha　i（東洋文庫2002．　p．18）

　　蔵外439：e　mkha’i（東洋文庫2002．　p20）

　　蔵外456：ka　wa　gu　ci（戊↓洋文庫2002．　p．20）

　　このように、チベット語以外の言葉をそれに置き換えろと、ノミ記に相違がみられる．

　　　なお、Sarat　Chandra　Das著Tibetcm－EHgllsli　c／ictioncvp・（チベット丈字表記の内題紙）で

　　は［mkhan　chen　bla　ma］shes　rab　rgya　mtshoと記され、これは展示リストNo．8（『／＞ll：蔵書

　　選』37頁、図Dに対する．書込みと同じ綴りとなる，

　　　また、Tib．　Dic．　Pre・faceには、次のようにある（p．　ix）。　Lhasa　Villa．　Da【ieehllg．　july　1902．

SARAT　CHANDRA　DAS、ここに表記されるLl？Ctsa｝）〃Cl、　Dω：leelhlgが、上記、｛1込みのrdo

　　’ヅeg〃〃g〃ia　sa　bi〃aにあたる，また、蔵外375には「1911年8月26日雪山金剛密ヒニテ…

　　ダァヂリン　ラハサビラニテ…」とある（東洋文庫2002，p．19），「金剛密11」とはダー

　　ジリンのこと。

（82）この人物について、東洋文庫所蔵・河rl慧海請来チベット文献（蔵外No．348）に関し

　　て中沢氏は、次のように述べている，「蔵外348は有名なスンパ・ケンポ（1704－1788）

　　の「パクサム・ジョンサン』でダス出版本の底本です　それは103枚裏にS．D．と書か

　　れていることと、英語の書き込みがあること、ダス出版本の脚注が写本の朱，1｝き傍注

　　（チュンデル）と一致することから間違いありません。「佛教1’i：揚會蔵書之印」が押され
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ているので河日将来本であることも明白です。つまりダスから河口を経て東洋文庫に収

蔵されることになったものです。（43）LCCNO8026342　一輌LpΩ
一が情報提供者と明記してあります．そこでこの写本はこの方のも

　　のかと推定してダス「自伝』LCCN70907229、　Joumy　to　Lhasa　and　Central　Tibet（・・・）

　　なども見てみましたが、なんの情報も見つけられませんでした」（中沢2008．　63（74（note

43））ここではinkj？an　chei？bia　in“　s／lc・s　i・ab　｝’gr・a　mlshoがいかなる人物か不明とされるが、

　　本資料のメモに基づくと、それは河ll慧海を指すものと考えられるtコ
（83）『ヒ1言己』　pp．129－130，

（84）西田1996，pp．119－125「チベット語綴字の改訂一第一次から第三次まで」「第二次麓定

　　の具体例一音韻変化の反映」の項を参照。

（85）『大谷目録』No」1869には1－26、8．4・54．8cm．6Lsとある，：

（86）『東北目録』No．7065には1－2　6．　8．4×54．8cm、　6　Lsとある。
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受入経緯

1　立正大学への資料の譲渡について

　河口慧海のll臓資料が立正大学へ受け入れられるまでの経緯について、限られた資料を基

に紹介する，これまでの調査による限り、河口慧海と、‘臼llノく学との直接的接触を確認する

資料は見当たらなYi；しかしながら、河川旧蔵資料が川W学内に譲渡されていたことは、

彼の甥である河日正ID氏の了慧海伝』に記されていたということは先述したとおりである。

同著は、1961年に初版が春秋社より発行され、河口慧海によるチベット人国からちょうど

100年目の2000年には新装版が発行されている。河日dl氏は初版発行の翌年に没している

ものの、同著は「…私の所に資料が多くあるのだし、欠けている資料を集め易いであろうか

ら、ひとつ正しい資料と事実に基づいた、できうる限り［ll確な伝記を纏めてみようという気

になって、資料の蒐集をはじめた一（「慧海伝』新装版p306）というものであろt）

　同著の中、「14請来梵語原典並びにチベット訳仏典」に、河li旧蔵資料の川1人学への譲

渡の旨が記されている．この章は「1チベット語経典・，1｝籍」「2梵語写本糸養典」「3洋書・

和漢書、他」の項目よりなり、河日が請来した文献と、その所蔵先を記している　その最後

の項目に次のように記されている．

【引用資料1】∪二IF大学内東西文化交流研究所（以ド、東西研）への一括譲渡

「慧海の蔵書として洋書、和漢書その他多数あったが、彼の死後その一部は散侠したが、

なお洋書1：L冊、和漢書五五六部一・五八九冊、及び多羅葉巴理語経典：1‖1（しL枚、

一一i六枚）、ネパール語写本一部（四〇一’枚）、多羅葉シャム経典・部（’四〇枚）が東

西文化交流研究所に‘」’L　5　）一括譲渡所蔵されている」

〔註〕（5）東西文化交流研究所（東京都品川区東大崎四の　・六C　立ill人学内「”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（i”J［｜【El961、PP．173－174二2000、PP．226－227）

　このように『慧海伝』の中に、彼の旧蔵呂の．一一部が、‘元［E大学内東西文化交流研究所に一括

譲渡されていたことが記されている．しかしながら上記記事の中にみられる「東西文化交流

研究所」は、現在は存在せず、さらに確かな記録も残っていないためその具体的活動内容等

は不明である＝ただし、同研究所が発行していた雑誌叉化交流二に「東西文化交流研究所

の設立に至るまでの経過」が記されており、河口旧蔵資料について次のように、汲されてい

る。〔　〕は引用者による。

【引用資料2】

東西文化交流研究所の設立に至るまでの経過
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ピヨじ　　　　ロ　ちや　ヒ　ア　　　　いてるし　　ろつて
昭和十六（194D年、高楠順次郎博1：を中・L・に、∫可支博音、結城令聞、石津照璽、江塚

幸夫、多団淳政、三明永無等、相寄つて中山太一氏（中1｜1文化研究所々主）の後援のもとに、

東西の世界観の根本基調を研究対象として「東西文化交流研究会」を組織した。研究は、

東洋の世界観の基調として、最初に唯識論を、後には更に倶舎論、天台の教学をえらび

西洋の近代的iH：界観の代表的なものとしてカントとヘーゲルの哲学をとりあげ、東西世

界観の綜合研究に終始した。この成果は速記録の綴、数卜冊に達し、別に一二枝博音・結
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城令聞共著の「カントと唯識論の綜合研究」を圭とめた、いずれも公刊される予定である．

文化交流研究会の端緒を開かれた高楠博一1：は昭不1仁i－〔1945〕年ノく月、逝去され、研究

会は・応解散となった

　昭和1十一〔1946〕年PL［月以降は三枝博音、　J・R・ブリンクリー、佐々本1唆の三名で、

ヘーゲル哲学と仏教哲学のつき合わせ研究のため、読書会をもち、傍ら河口慧海師の西

蔵仏教研究の資料の調在研究に着手した、

　昭川二十六〔1951〕fl：八月、河口慧海師及び高楠順次郎博上の文庫を使川出来るよう

になったので、ここに新たに、二枝、ブリンクリー、佐々木及び結城が協力し、さらに

正次男が参加して文化交流研究会を組織した、

　この研究会の趣旨に石井光雄、伊藤忠太、fi橋湛山、金森徳次郎、中山太一、赤尾好

大、鈴木大拙、中島健蔵の諸氏が賛同せられ、協ノ」を約されたので、昭和1十七〔1952〕

年・月、前記の人々と共に発起人会を開いて、東西文化交流研究所を創設し、四月より

具体的に事業活動に首丁するに至つたのである

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（「文化交流』1952．1（1）．P．31）

　このように、東西研が創設されるに至る過程で「河日慧海師及び高楠順次郎博．1：の文庫を

使川川来るようになった」とあり、この頃に河日旧蔵川が一括譲渡されたと推定される，ま

た、ヒ記記事中に名があがる石橋湛山（1884－1973）の日記に以ドの記述がある、

【引川資料3】

∫イi［喬話εlllll言己　　11巻』　（イifl｛§1甚≡【tl2001a〆b）　より

昭和26年（1951年）8月24H（金）雨後晴　朝i　1－一度

正午：枝博音氏および佐々木峻氏東京より同伴来訪、東西文化交流研究所及び故河日恵

d．IL，海師蔵書買取りの件をもち来たる、これまた考慮を約す、　（2001a、　p．439）［写真i］

8　川　30　「1　　（イ〈）　「Ebi

午後：枝博音氏来、東西文化交流研究所と河日文庫の件，赤尾好夫氏に紹介状を与う、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a、p．44D［写真3］

12月｜4日（金）晴

午後｛時より文化交流研究所発起人会、クラブにて．

日召〔｜i27　f｝三　（1952年）

4月28日　（月）　H青

：時すぎより東西文化交流研究会評議委員会に出席、定款等決定，

※次頁掲載の写真（石橋湛川氏自筆原本）は石橋省：氏より提供

（2001a、　p．468）

（2001b、　p501）
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　このように、立正大学文学部教授であったミ枝博音が、河日旧蔵資料買上1（りの件で、1952

年12月1日より立正大学学長となる石橋湛川山を訪ねていたことが才）かる　他にも立［E人

学文学部教授であるJ・ブリンクリーが河日宅にて「美術民族資料等」の処分にあたりノ」を

尽くしたとの記事もある．

【引川資料4i】

同〔昭和〕22年（1947年）Il月29日、〔蔵和辞典の〕編纂再開に関する打合せ会が壬

生氏の手配によりlll：田谷の河口宅において開かれ、τ生台瞬・長沢実導・川島隆純・佐々

木峻・J・ブリンクリーの諸氏及び私〔河口正〕のL人が集まった　中に再開資金の一一

部として、慧海が請来せる美術民族資料等を処分することを要請するものがあり、私は

「これを分散せず．・括保管展示することを条件として譲渡しても差しつかえない一旨を

言明した、ブリンクリー氏はじめいろいろの方がこれの斡旋に尽力ドさったが、戦後の

混乱期のこととて適当な譲渡先もないまま年月は推移した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　G【rJ［川王1961．p．190：2000．　pp250－251）

　現時点で、河口旧蔵資料受人に関する．文、聾n体が見つかっていない、そのため、資料受人

に関する詳細は不明である、以上の資料の記事に基づく限り、立正大学内に河口旧蔵資料が

所蔵されるまでに、石橋湛山、波博音、J・ブリンクリーらが関わっていたものと推定される、
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　なお、大学図書館内部資料である「図書原簿」によると、1988年に「東西研寄贈図書」

として和漢書と洋書を一括で登録している，

【引用資料5】

内部資料立Ill大学大崎図書館「図3｝原簿」の記述

「原簿大崎和漢、1｝（88－1518～3147）』登録番号88－2471－2697

『原簿大崎洋ll　1：（87－1－88－690）』登録番号88－487～582

　以Llの記録によると、河口旧蔵資料を含む東西研所蔵資料が大学図書館へ「寄贈」された

と記している．この1原簿」には登録された資料のみ（和装本の一部と洋装本）が記されて

いるが、梵文写本や西蔵文献等の未登録資料も同様に「寄贈一されたものと考えられる，

　以ドに、関連する記‘打をまとめて河川旧蔵書が立止大学図，｛］：館に所蔵されるに至る経過を

記す，各事項の典拠は「引用資料」を参照されたい．

俵1河口慧海旧蔵資料が、1臼E大学図書館に所蔵されるまで】

年月日 事　項 典拠

1941 高楠順次郎を中心にパ｛西文化交流研究会　を組織 資料②

1945／6 高楠逝去により同会解散 資料②

19464以降 ：枝博ぎ、ブリンクリー、佐々木峻で読、1：：会．傍らで

河口西蔵資料調査に行手．

19471129 蔵和辞典編纂に関寸る会合にて請」ミ品処分に関十る言

明が出ろ．そこに佐々木、ブリンクリーが同席

1951／8／24 ：枝、佐々木が川ミ西研」、「河口慧海師蔵，」‡買取りの

件」にて石橋湛山を訪問・

1951／830 牛支が「東西研一、一河日文庫の件一にて石橋を訪問．

19518 河日、高楠の文庫を使用できるようになった二伎、ブ

リンクリー、佐々イくにこ上次男を加え一丈化交流研究

会一を組識

資料・2．

（1951／12）

1952／1

石橋湛山らが「丈化交流研究会」の趣旨に賛同し発起

人会を開き　「東西文化交流研究所．1を創、㌧1

（湛1⊥1日記では発起人会は1951年12月とする）

資料②、　亘

19524 i司fi片究戸斤事業言舌動：こ亭r丁二 資料②

1952－56 河日r日蔵書が東西研に一括譲渡＝ 資料工

1988 ・1

／：1じ大学図書館が｝荘西研寄贈図書（洋装本）を原簿に

2010 i司寄贈図書中に河川慧海旧蔵文献が見出されろ．

資料受人経緯のまとめ
・ 伽E大学図書館が所蔵する資料は河日慧海本人から寄贈されたものではない
・ 彼の死後、東西研へ一括譲渡された後に大学図書館に寄贈されたものである．

・同館所蔵の河日旧蔵資料は、すべて東西研所蔵資料に包摂される。
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2　東西文化交流研究所について

　、it：正大学における河口旧蔵資料の受入の際にその受けMIとなった東西文化交流研究所がい

かなる機関であったか詳細は不明である．ここでは同研究所に関する資料は限られているが、

その中から、関連する記事を抜粋し紹介する，

　：枝博音記念論集編集委員会編『世界史における日本の文化』（第一法規出版、1965年）

には、同氏の略年譜と目録を収録している・その中において同研究所は次のように記されて

いる，

　まず、略年譜の1944年の項目には「高楠順次郎博．ir・結城令聞氏・江til・i・1　k　Lkらとこの

年前後：年間にわたり「カントと唯識のつき合せ研究1をi．fなう」とある．さらに1952　f卜

4Jlの項日には「横浜市立大学文理学部教授となる．（同学部はこの月新設）東西文化交流

研究所が発足する。先生はその所長として研究1，ff動ならびに経営を．1：宰する　この研究所は

東西産業技術の交流および東西哲学思想の歴史的研究等を‘こ図し、機関紙『文化交流』を発

刊したほか、「日本の近代文化形成に寄与した外人の研究」を課題として『近代目本産業技

術の西欧化』（東洋経済新報社刊）を発表し、また『H本哲学思想全書よ全11’巻℃1外L社1二ll　）

を完結するなどの成果をあげた．理事は石橋湛liいJ・ブリンクリー・梱原傑見・佐々イく1峻

の諸氏と先生、専任所員は池城安昌・飯田賢一・宮川晟・野1崎茂・長尾郭亮等の諸氏　事務

所ははじめ西銀座（読売新聞社裏）の衛材ビ；レ内石橋弓ミに設けられ、ついで三菱仲匹陽館の

建築綜合研究所（所長山口文象氏）内、さらに神田神保町の巌松堂ビルに移り、昭和31年

秋まで存続した」とある（二枝略年譜、p904）、この記事には、同研究所の’1筋所の移転に

ついて，i一及されているが、その中に∫テ正大学はあげられていない，同研究所の場所をJtl　［1三大

学内においていた河日正著『慧海伝』の記述とは異なることになる＝

　なお、三枝博音の文献目録中、1952年の項Hには「12月ヨーロッパli勺思索と東洋的思索

の比較研究の一・つの試み〈三枝・結城令〉『文化交流』　’」とありさらに「この年「東西文

化交流研究所設立の趣旨」（四月）を起・∵1：〔1953年loJj「東西文化交流研究所の概要』と

題するパンフレットに同研究所設立の経過等ともに収録〕」「：枝目録」（pp907－930）とある．

　なお、「東西文化交流研究所」という名称の表記に統・がない・たとえば：枝博白：編『宗

教と科学の歴史』2002（復刊）の執筆者の項目には「汲博音／1892年、広、il5県に生まれる，

東京大学文学部卒。西洋哲学科専攻．横浜市、’ノ：大学教授　日本科学史学会、日本哲学会に所

属。東西文化交流所所員」とある＝また、東西研に在籍した野崎茂に関する記事の中に「こ

の頃先生は、鎌倉アカデミアの閉鎖後日本の思想史・技術史にとりくんでユニークな川界を

切り拓いてこられた三枝氏とともに横浜市、t’：大学経済fiJF究所、同大学東西文化研究所などに

在籍され、薄給をものともせずひたすら1肝究にうちこんでおられたが、ついに恩師に御心配

をかけたくないと貿易会社で実業に従事しながら執筆を続けられたときもあるという」とあ

るぼこの記事では東西研は横浜市立大学内に1置かれていたとする，
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3　湛山日記にみる石橋湛山と三枝博音について

　現在は存在しない戊ミ西文化交流研究所に関する資料は限られており、具体的な活動内容は

ほとんどが不明である．ここでは東西文化交流研究会を、東西文化交流研究所へと発展させ

る際に中心となった．ミ枝博音と石橋湛山の関係に関して、先述の『湛山H記』の記述に基づ

いて示しておく

　　【弓1川資料6】

　　㍉i橋湛山日記　ll巻』（石橋湛山2001a・b）より

　　B召干［122f｝三　（1947ぞド）

　　8　芦J　l5　il　（金）　【｝吉

　　午前：枝博音氏忠1方、鎌倉大学の件。藤沢市の飛島氏宛紹介状名刺を認む．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a．　P208）
　　8Jl24［｜　（｜1）　ll吉

　　昨u鎌倉人学：枝II草音氏より千葉県知事に紹介依頼電報ありたるにつき今朝左の如く打

　　電．又芦田外相より二七会出席を求められたるにっき断り発電すc

　　カマクラダィガクサエグサハクオンシオタズネスルヨロシクタノムイシバシタンザン

　　T一葉県川日為之助氏宛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a、　p．212）

　　10月19｝1　（日）　くもり

　　鎌倉大学：，枝博音及1［1口正雄両氏来談、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a、P．223）

　　12月3日（水）晴

　　八時頃：枝博音氏来、船山国有財産部長に紹介状を認む＝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a．　p．232）
　　‖召刊［25fド　（1950｛i三）

　　5月25日（木）

　　朝：枝博1†氏来談、鎌倉大学の件，東京内に移転の希望の由，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a．　p．322）

　　日召利i26　fド　（1951自り

　　8月24日（金）雨後晴　朝二十・度

　　正午：枝博音氏および佐々木峻氏東京より同伴来訪、東西文化交流研究所及び故河日恵

　　（siC）海師蔵書鍵1取りの件をもち来たる・これまた考慮を約す、

　　二枝氏等帰りて後夕刻まで午睡、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a、P．439）
　　8　∫］　30　日　　（ノfく）　卜1ゴ

　　午後：枝博1†氏来、東西文化交流研究所と河日文庫の件．赤尾好夫氏に紹介状を与う

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001a、　p．44D
　　9　｝」6　日　　（木）　1｜｜1｝

　　湛川川想執筆のつもりなりしも来客のため不能、来客、橋本徹馬、枝木輝雄、：枝臨｝’1こ、

　　石田博英、倉石忠雄の諸氏。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（200巨a、p．442）
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　　［lff‡【127｛じ　（1952　fじ）

　　5Jjl日（木）晴

　　’ド後六時、旺文社にて晩餐．二枝博音、本多博両氏、本多氏は旭冷蔵ll業会長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001b、　p．502）

　　‖召‡日28f卜　（1953　f王）

　　1月23日（金）晴
　　卜’時ごろ経済クラブに赴く．斎藤栄三郎、森暁、　波博㍍；氏等に面こヤ　、’ノ：111人学復興

　　につきイ・］li談．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001b、　p．561）
　　2　戊J　7　11　　（　ヒ）　　IIIii・

　　ノ「後四時経済倶雪6部にて三枝博音、斎藤栄三郎氏と、1川W学丈学1’fl；充実の件につき相談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001b．　P，564）

　　2月13日（金）少雨

　　午後経済倶楽部　、元正大’学教課改IEの件にっき斎藤栄二郎、　：枝博白：、坂本ユCと打合．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ユ001b．　P．565）

　　7　∫」　23　11　（木）　呈き　　1こトi

　　1時すぎ経済倶楽部に赴く、二時すぎ建築家山rl氏と面会、、‘t：IE大学建築の｛’i二、　：枝博

　　　「］：氏1・df、flゴ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001b．　P595）

　　‖召利i2gfド　（1954年）

　　6　戊j　l9　川　　（　ヒ）　｜こ1：j

　　午後1時、」元IE大学教授会＝坂本教授及び三枝教授の学位受領、勝俣〔詮㍑郎〕教授の和

　　英辞書完成を表彰

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2001b．　p，670）

　以ヒのように、「湛川日記！では一河口丈庫」の他にも：枝博iGiに関するLi’己事が見られる、

記事による限り、「河日文庫」の買取の件と東西文化交流研究所設、‘ノ：σ）件にて：枝がイi橋を

訪ねている　記事によれば：枝が石橋に対し、二つの案件について積極的に話をもちかけて

おり、石橋はそれを受け入れるかたちで話はまとまったものと考えられる　なお戊工西文化交

流研究所設立後は、『湛lh日記』に同研究所に関する記事はみられない
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注

（1）河口IE（かわぐちあきら）

　　大」1三7年3月12日、大阪に生まれる、ほどなく東京に移る。昭和15年、東京商大商学

　　専門部を卒業し、口本郵船本社へ入社r同17年、郵船より派遣され、日本製鉄嘱託を兼務、

　　同19年、郵船退社．口本製鉄社員となり、軍需省嘱託となる、1・il　23年、病気のため1－1

　　本製鉄退社．以来、静養かたがた伯父慧海の業績を整理・研究する．昭和37年4月24

　　H没．［→1司著出版の翌年に没す］

（2）同著執筆に用いられた資料は以下のとおりである（同著あとがきより）．

　　1、『西蔵旅行記』一ヒ、下　2、『河口慧海師伝』　3、『河日慧海師略伝並q：譜』　4、『人蔵記』

　　5、『続、チベット旅行記』（仮題、191ページ）6、『第1回チベット旅行』（E’i稿）　7、

　　日記、書翰、壬記　8、新聞、書籍、雑誌その他の印刷物等。

（3）現在は品川区人崎4－2－16である，

（4）石橋湛山と恒E大学については、『年譜』よりも『湛山Ll記』に詳しい、
　　‖f｛不［｜27f｝三　（1952　fr－）　6月　21　日　　（土）　［｝青

　　…　　右終わりて1時半ごろ経済倶楽部。望月日雄及び望月〔桓匡〕（柴又）両n［li来談、

　　、‘元［E大学長を引受けくれ（ママ）との事。

　　日召不1［27イ1三　（1952fl：）　6月22　日　（日）　晴

　　…　　午後帰宅，r原稿執筆のつもりなりしも昼寝。午後六時より山lI喜久一郎氏の依頼

　　にて田中家に赴き、身延の増出宣輪氏と会見、ウニ正大学の件．財団〔学校法人立正大学

　　学園〕の理事になることを承諾。

　　昭和28｛1：（1953年）5月4日　（月）晴

　　十時、1ξ［E大学に赴く。十時五十分より十二時二十五分まで講義、次回より貿易について一

　　午後・時より校務会、続いて教授会。名誉教授木村LI紀、岡村、石川海典：氏に辞令伝達．

　　〔欄外〕、ソ正大にて初めて講義．

　　『年譜』では昭和27年「12月1日　立正大学学長（lriJ時に、1ノ：［E高等学校校長、、1㌃［E中

　　学校校長）に推される。（理事長森暁）、」とある（「年譜』408「0、

　　『年譜』ではll♂｛和28年「5月4日　立正大学で初めて経済学の講義をなす，、とある（『年

　　Il普Z　409　S’｛）＝

（5）IJI1藤春恵子1997．「野崎茂教授のこ退任にあたって」『東京女」りく学紀要、1命集』48｛1）．

　　pp．75－76、
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文庫紹介

河口慧海請来資料を保管している大崎図書館貴重書庫の様子・

奥にあるケース内には、河口慧海請来関連図書（洋装本）を収納、壁面さ｝棚には和装本を配

架している。貝多羅資料は、桐箱に収めて管理している、

書庫内は一定の温度・湿度で保たれており、関係者以外の立ち人りを禁じている

【貴堕書庫入口から写した様j”）

【貴重書庫奥から写した様子】
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修補報告

資料名：G‘∫ηψH：v訪‘7（Jf多態：板ll失1枚・貝多羅葉402枚）

　本資料は東西文化交流研究所より図書館へ寄贈後、「東西研資料」として和装本書庫内で

保管されていたが、汚れ・微による劣化が酷く、徽は内部にまで侵食していた。そのため、

専門業者と念人りに事前調査をltったうえで平成9年に願蒸および修補作業を行なった

　以下にその記録をまとめる．

【平成9年ll月411付　財団法人文化財虫害研究所「煙蒸処理効果判定書」より】

　煙蒸業者：特許理化興業株式会社

　煙蒸処理：V・k父g年10月12口～10月13口

　煙蒸方法：包み込み煙蒸（24時間燥蒸）

　使用薬剤：エキボン

（燥蒸前　供試虫・菌i没置）

、

門

（投薬作業の様子）

【平成9年11月20日付　有限会社松本研究室「ネパール経典補修報告」より】

　修復業者：有限会社　松本研究室

　作業日数：のべ25日間

　修補工程：▲経典を1枚1枚剥がし、軟らかい刷毛で埃・微を落とす，

　　　　　2セルロース系の糊を全体に吹き付けて本紙を補強する。

　　　　　3乾燥後、雁皮紙とRK－1紙を使って劣化箇所を補強する．

【修補後の資料保存状態】

’r成9年以降、保存状態良好

桐箱に収納し貴重書庫内で保管して

いる

（修補後：左上部は修補箇所）
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索 1弓

※　本索引では、本書中の主要な用語についてのみ収録する。

※　本書における目録番号は、文献名の後ろに［No．］で記す。

和　文

　　　　　　　〈あ行〉

青木文教（1886－1956）91、106

赤尾好夫（1907－1985）110、114

飯田賢一lB
池城安昌ll3

池田澄達（1876－1950）102

石井光左｛f　（1881－1966）　110

石田博英（1914－1993）114

石津照璽（1903－1972）109

石橋湛山（1884－1973）110－116

石川海典ll6
泉芳B；1（1884－1947）82－85．104－105

伊藤忠太（1867－1954）110

今泉雄作（1850－1931）102

†支オく輝紘筐　114

江塚幸k　lo9，113

岡教遂102
荻原雲来（1869－1937）102

　　　　　　　〈か行〉
勝俣　〔詮吉郎〕　（1872－1959）115

金森徳次郎（1886－1959）llO

金f良太102、106

鎌倉大学ll4
河口iE　（1918－1961）　73、78－79、82．87、89、

　95，102－107，109－111，113、ll6

si可口慧2毎　（1866－1945）　73－98、102－114，　l　l　6－

　117

カント→lmmanuel　Kant

菊池長四郎（1853－1920）102

木村日紀（1882－1965）116

桐原藻見113

京都大学（京都帝国大学）83

隈部慈明（1881－1919）82－85、104

倉石忠雄114

グルチュ・ヤンチェントゥプペードルジェ

　→dByangs　can　grub　pa’i　rdo　rje

『華厳経』　76、81－85、104

ゲルク派94、99

高野ll｜大学89，105

国立科学博物館79

国立民族学博物館91

『金剛般若経』92
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　海』94
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　　　　　　　〈さ行〉

三枝博音　（1892－1963）109－115

斎藤栄三郎ll5

斎藤光純80、104
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シトゥ・チューキ・ジュンネー→Situ
　Chos　kyいbyung　ngas
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あとがき

　本書は、立正大学大崎図書館に所蔵されていた河日慧海旧蔵資料の紹介を目的としたもの

である。資料の調査、及び原稿の執筆に2年以liを要したが、その多くの時間は’【］館に対す

る資料受入の経緯に関する調査に費やされた。そもそも今回の資料調査は、当館に所蔵され

ていた「未整理の仏教資料の調査」としてはじめられたものである　本書が成るまでの道の

りは、散らばってしまったジグソーパズルのピースを、ひとつずつ探し出す作業のようなも

のであった。

　平成21年末、立正大学大崎図書館事務室にて岩場静子氏（現課長）より、未整理資料と

して差し出された文献は、厚手の和紙に包まれ、特注の桐箱に納められ、表紙に「佛教宣揚

會蔵書之印」が押印されたチベット語訳『八T・頒般若経』であった．さらに同氏よりその他

のチベット文献の束、そして黄紙に書写されたサンスクリット写本（ガンダ・ヴューハ）を

見せていただいた。その時点ではまだ、それが河日慧海請来資料であることなど、想像する

こともできなかった。その後、同図書館和装本担当の横山侑r一氏より、資料に押印された蔵

書印についてご教示をいただき、そこでようやく河口慧海へとたどり着いた。またその頃お

世話になっていた東洋文庫図書部の篠崎陽子氏、また中沢中氏より同文庫所蔵の河川請来資

料について貴重なご助言を頂戴することができた，

　平成22年11月に開催された立［E大学大崎図，1茎館特別展「／♪llこ蔵、｛｝選」では、同資料を河

口慧海旧蔵資料として展示し、同時に発行された図録了今昔蔵II｝選～遠いときへ思いを馳せ

て～』においてはじめて、「立［E大学大崎図」］館所蔵・河日慧海」として資料を紹介、掲載

するにいたった。

　なお、本占では河口慧海がネパール、チベットより請来した文献を簡単に紹介するにとど

まったが、立正大学大崎図書館にはこの他にも河日慧海旧蔵の洋装本、和装本が存在してい

るcそれらについては今後も調査を継続してゆく予定である，未だ完成をみないa£　，IFがもし、

どこかでだれかに必要とされるならば、望外の幸いである＝

　おわりに、資料調査に関しては、国際仏教学大学院大学の堀伸・郎先生、立正人学文学部

の小此木敏明先生、東洋大学大学院のオーダム氏、九州大学大学院のパンニャローカ氏、ま

た吉崎一美先生、そして高山龍三先生に貴重なご助言を賜った。さらに原稿執筆、本書編集

に関しては立正大学大崎図書館の水上裕了氏にはお忙しい最中にお手を煩わせていただき、

校正に際しては株式会社東フ．リの戸田圭亮氏にご尽力いただいた・ここに記して謝意を表し

たい。

庄　司　史　生
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【編集f菱言己】

　1899年に河1｜慧海がH本人として初めてネパールを訪問してから115年を迎える、

真実の法を求めてチベットを目指した河口慧海の頑なまでの求法精神は、彼が請来した資料

にも受け継がれているのではないだろうか一その証拠にこれまで多くの先人達によって彼の

請来資料は生き続けてきた

　この度、本学との関係が明らかになったことは、仏縁のように思えてならない。

　編集を終えて感じたことは、この貴重な資料の保存管理と調査研究の継続を、次の世代へ

引継ぐ責務が現在の私達に託されているということである，本、1｝を通じて、大学図，1　li館の使

命と資料に対する図書館員の思いを受け止めて頂けると幸甚である，

　最後になりましたが、本書を発行するにあたりご教示・ご協力を賜りました方々のご芳名

をここに記します一

　本学仏教学部助教庄司史生先生、財団法人白橋湛山記念財団理事長石橋省：様、

　チベット文化研究会会長高山龍：様、国際仏教学大学院大学堀伸一郎様、

　財団法人東洋文庫研究員篠崎陽子様、有限会社松本研究室様，株式会社堀内カラー様、

　株式会社東フリ戸田圭亮様　この場を借りて深く感謝御礼中しllげます，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（編集担当：水1二裕子）

　’ド成21年、図録『今昔蔵書選』の原稿をお引き受けいただいたのが、庄司先生と当館所

蔵の河口慧海請来仏典の出会いであった。書庫で調査中に、インクの書き入れ一まさに河口

慧海の白筆吉き人れ一が発見され、初めて世に紹介されたのである、

　この度、本書発行の運びとなり、20年前同様に書庫に眠っていた『南京報恩寺版大蔵経』が、

野沢佳美先生の調査により解題目録となり発1．『されたときのことが甦えった，資料と研究者

の運命的ともいえる出会いを、lli庫の資料は待っていたかに思え感慨深い。

　本書発行までの2年間、お忙しい中調査執筆をいただいた庄司史生先生と、ご協力を賜り

ました皆様に心より御礼申しヒげるとともに、発行の陰に、編集者の粘り強い努力があった

ことへの感謝を申し添えます

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大崎学術情報サービス課長　岩場静子）
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